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【甘すぎ危険】エリート外科医と極上ふたり暮らし










１．苦手な先生




　大きなガラス張りの窓から外を見れば、明けたばかりの冬の空。陽が少しずつ差しはじめ、朝の冷たい空気がキラキラと輝いている。冷たく澄んだ空気を体いっぱいに吸い込むと、大きく深呼吸をする。これは私の、いつものお約束だ。

　高たか梨なし蘭らん子こ、二十四歳。

　四年前、女手ひとつで育ててくれた最愛の母を亡くした。故郷には母の姉である伯母夫婦がいるが、ここ愛あい華か総合病院に就職が決まっていた私は、ひとりでこの町に来た。順風満帆とまではいかないが、今は穏やかな普通の暮らしをしている。

　この病院は町が一望できる高台に建っていて、そこからの景色は天下一品。その中でも一番のお気に入り、あまり人が足を踏み入れない中庭の決まった位置に立っては景色を眺め、自転車で長い坂を上ってきて疲れた体を休ませていた。

　病院の一階にある診療棟のロビーは、まだシンと静まりかえっている。

　それもそのはず。ロビーの中心にある柱時計の時刻は、まだ七時前。正面玄関の出入り口は施錠されていて、患者さんの姿はどこにもない。ちらほら見えるのは夜勤の従業員と警備員くらいの、いつもの光景だ。

　しばし景色を眺めると、名残惜しげにその場を離れた。

　私はここの総合受付で働くごく普通のＯＬで、今年の四月からは新人の教育係も任されている。

　総合受付というのは病院の顔とも言えるポジションで、患者さんと一番に顔を合わせ、話をするのが私たち。医師や看護師とは違って直接的な治療を行うことはできないけれど、笑顔での対応や小さな配慮で患者さんに寄り添える大切な役割だと思っている。

　愛華総合病院のように大きな病院には、一日に何百人もの患者さんが来院する。それぞれ病状や診療科が違うからマニュアル通りにいかないことも多いけれど、多くの人と関わって日々成長を感じることができていた。

「よし蘭子。今日も一日頑張って」

　これもいつものお約束で自らを鼓舞し、ロッカールームへ急ぐ。すばやく制服に着替え、肩まである髪をひとつにまとめると、受付カウンターに向かった。

　まずはカウンター内にある小さなゴミをかき集め、おもむろに雑巾を広げると、カウンターの上を拭き始める。この町一番の大きな病院だ。もちろん清掃業者は入っていて、どこもかしこも綺麗だが、これは私が好きでやっていること。こうやって拭き掃除をして就業前の気持ちを整えるのが、いつしか日課になっていた。

　カウンターの上や仕事をするところが綺麗になっていて、文句を言う人はいない。受付スタッフも患者さんも気持ちよく過ごせるように……と常に心掛けている。

　なんて言うと大げさだが、簡単に言えば掃除が好きなのだ。と言っても、潔癖症ではない。

　私の母も「掃除が好きなの」とか「身の回りを綺麗にしていると幸せがやってくるのよ」といつも笑いながら、毎日のように部屋中をくまなく掃除していた。

　そんな母を見て育ったから当たり前のように掃除好きとなってしまい、今住んでいるアパートの部屋はいつもピカピカだ。

　でもなぜか、なかなか幸せが寄ってきてくれない。

　二十四年間、彼氏なし。好きになった人には彼女がいたり、奥さんがいたり。見る目はあると思うけれど、どうやらそっち方面の幸せに見放されているようだ。

「別にいいんだけどね」

「え？　なにがいいの？」

　突然耳元で声がして驚いた私は、「わあぁぁっ!?」と思いっきり大きな声を出して飛び上がってしまった。

「そんな大声出して驚くことないのに」

「乙おと葉はさん！　驚かすのは禁止だって、何度言ったら分かるんですか。心臓に悪いです！」

「蘭子、ここ病院。優秀なドクターがいっぱいいるから、なにかあっても大丈夫」

　そう言いながら私の肩を叩き笑っているのは、二歳年上の先輩、真ま木き野の乙葉さん。面倒見のいい優しい先輩だが、調子いいのが玉にキズだったりする。

　私のことをおもちゃとでも思っているのか、いつもこうやってからかっては楽しんでいるから困りものだ。

「乙葉さんがここにいるっていうことは、もうすぐ八時ですか？」

　振り返り柱時計を見ると、あと十分ほどで八時になろうとしていて、慌てて掃除道具を片付け始めた。

「乙葉さん。複合機の紙の補充、お願いしてもいいですか？」

「オッケー」

　ひとつ仕事を乙葉さんに任せ、続々と出勤してくるスタッフに挨拶をすると、私も業務の準備に取り掛かった。

　正面玄関では施錠が解かれ、患者さんが続々と入ってくる。ロビーはあっという間に賑やかになり、あちらこちらで話の花が咲き始めた。

「急がなきゃ」

　私たち受付スタッフは八時からの朝礼までに、受付で使うものの準備や補充をしなくてはいけない。せわしなく動き回っていると、ロビーがにわかに騒がしくなる。

「プリンスが来たわよ！」

　スタッフの声に顔を上げれば、患者さんに囲まれている口腔外科医の愛あい川かわ先生の姿が見えた。

　今日も来たか……。

　彼の名は愛川真ま澄すみ、通称プリンス。

　長身でスラッとした出で立ち、耳上と襟足が短くカットされたセイムレイヤーの黒髪は好印象で清潔感があり、綺麗なラインの眉に二重の切れ長の目はまさしく王子様そのもの。

『この人こそが私のプリンス、王子様よ！』

　と入院患者さんが言ったとかで、プリンスと呼ばれるようになったらしい。

　乙葉さんの情報だからどこまでが本当かは分からないけれど、愛華総合病院一番の人気者なのは間違いない。

　相変わらずの人気ぶりで、愛川先生が動いたり喋ったりするだけで歓声が上がった。

　ここはアイドルのコンサート会場じゃないんですけど……。私は心の中で不満を漏らし、さっさと自分の持ち場へと向かった。




　愛川先生の方はと言えば、いつものごとく受付カウンターへやって来て、王子様よろしく満面の笑みでスタッフひとりひとりと朝の挨拶を始めた。

「絵え麻まちゃん、おはよう。今朝も可愛いね。唯ゆいちゃん、今日は口腔外科に来てくれるのかな？」

　受付カウンターに片肘をつき、受付スタッフの女性たちを甘い瞳で見つめる。まるでどこぞのチャラい芸人のような立ち振る舞いに彼女たちは、頬をピンク色に染めうっとりしているから、どうしようもない。

　朝からチャラ男全開。数秒で女性を骨抜きにするなんて、さすがは愛川先生だ。そんな先生に、冷たい視線を送る。

　ここ総合受付内でも愛川先生の人気は絶大で、特に新人スタッフたちは毎日プリンス争奪戦を繰り広げている。毎日飽きもせず、ご苦労さまなことだ。

　その様子を横目で見ながら準備をしている私の前に、愛川先生が現れた。

「高梨さん、おはよう」

　愛川先生は満面の笑みで挨拶をすると、カウンターから身を乗りだす。私はそれを露骨にかわし、カウンターから少し離れた。

「おはようございます」

「その態度、傷つくなあ。高梨さん、俺のこと嫌い？」

　そう問われた私は『はい、嫌いです』と言いそうになるのを慌てて口に手を当て、こらえた。

　嫌いというのは語弊があるか……そう思うのに、口というものは不思議なもので、考えていることとは違うことを、私の意思を無視して勝手に話してしまうことがある。

　私は生まれてこの方、男性と一度もお付き合いをしたことがない。だからといって、男性が嫌いなわけではなく苦手なだけ。特に愛川先生のように誰とでもフレンドリーでグイグイ来るチャラ男が、一番苦手とするタイプなのだ。

『俺のこと嫌い？』なんて男性から聞かれたこともなければ、その質問に答えるノウハウも持ち合わせていない。でも目の前には、私からどんな答えが返ってくるのかと、好奇の目をして待っている愛川先生がいた。

　こういう時、なんて答えるべきなの？　神様助けて！

　ひとり戸惑う私の耳に、聞き慣れた声が届く。

「蘭子ちゃん、ちょっといい？」

　その声に振り向くと、ぶ厚いファイルを抱えた総合受付主任の時とき田た園その枝えさんが立っていた。

「そろそろ朝礼が始まるので、失礼します」

「え？　あ、ちょっと、高梨さん……」

　愛川先生はまだなにか言いたそうな仕草をしたが、私は頭を下げ助かったと言わんばかりにその場を離れた。

　園枝さん、タイミング良すぎ！

　愛川先生には見えないように小さくガッツポーズをし、ファイルを広げる園枝さんのところへと向かった。

「愛川先生となにかあったの？」

「え？　なんで、そう思うんですか？」

　園枝さんからの突然の言葉に、頭の中にはてなマークが浮かぶ。

「蘭子ちゃん、困った顔してたから気になって」

　ああ、そういうこと。だから私を呼んだのね。さすがは園枝さんだと小さく頷く。

　短大を卒業後、この病院に就職が決まっていた私は母親を亡くし悲しみに暮れる中、病院の近くに引っ越しをした。母親がいなくなった寂しさに加え、ひとりでの慣れない生活が重なり、厳しい現実は私から笑顔を奪ってしまう。

　そんな時、親身になって私を助けてくれたのが園枝さんだ。優しく、時には厳しく接してくれる園枝さんのおかげで、私は日に日に元気を取り戻していった。

　園枝さんは今でもなにかと気にかけてくれる、私にとって第二の母のような存在だ。

「そんな顔してましたか？　でも大丈夫。朝の挨拶をしていただけです」

　笑顔でそう答えたが、園枝さんは眉をひそめた。

「愛川先生は悪い人じゃないけど、女の子には見境ないところがあるから気をつけてよ」

「見境ないって、園枝さん。それはちょっと愛川先生がかわいそうじゃないですか？」

「なに言ってるの！　用心に越したことはないのよ。なにかあったら、すぐ私に言うのよ」

　園枝さんは興奮気味にそう言うが、どのみち自分には関係のないことだと、私は笑い返した。

　私と愛川先生が……そんなこと、あるわけない。

　だって現に愛川先生は、受付スタッフのことは〝○○ちゃん〟と名前で呼ぶのに、私のことだけは〝高梨さん〟と名字で呼ぶのだ。それって暗に、私のことに興味がないってことでしょ？　そんなことどうでもいいと思っているのに、ため息が漏れてしまう。

「おはようございます。では朝礼を始めたいと思います」

　園枝さんの呼びかけに顔を上げた。いつの間に移動していたのか園枝さんがそばにいないことに気づき、身なりを整え彼女の前に並ぶ。園枝さんが集まったスタッフに連絡事項を伝え終えると、最後に皆で指差し身だしなみチェックをする。

「受付での対応が病院のイメージを左右します。いつも言うようですが、丁寧に元気で朗らかに。これを肝に銘じて、頑張ってください」

　園枝さんの定番の挨拶が終わり、総合受付の慌ただしい一日が始まった。










２．おんぼろアパートと超高級マンション




「お疲れ様でした」

「蘭子、また明日ね～」

　乙葉さんや他のスタッフに手を振り自転車にまたがると、駐輪場をさっそうと飛び出した。

　私の住むアパートは坂を下った少し先にある。行きは長い上り坂のせいで二十分はかかる道のりも、帰りは坂を一気に下り十分ほどでアパートに到着する。

　普段は町の小さなスーパーに寄って夕飯の食材を買って帰るが、今晩は昨日作ったカレーを食べるからとまっすぐ家路についた。

「ひと晩寝かしたカレーって美味しいんだよね～」

　ホクホク顔でアパートの近くまで来ると、目の前に人だかりができていた。自転車から降りて辺りを見渡せば、パトカーや消防車両も停まっていてなにごとかと首をひねる。

「なにかあったんですか？」

　集まっていた人に声をかけ、返ってきたひと言に言葉を失う。

「そこのアパートで火事があったみたいよ」

　そこのアパートって……。この辺りにアパートと言ったら、私が住むアパートしかない。

　嘘でしょ……。

　呆然と立ち尽くす私の目に、大家である磐いわ田たさんの姿が目に映る。慌てて駆け寄り、彼の腕をガシッと掴んだ。

「磐田さん、火事って！」

　築四十年は経っていそうなおんぼろアパートだが、私にとっては心休まる唯一の場所。荷物は多くないけれど、母との大切な思い出の品もあったのにと項垂れた。

「お、おう、高梨さんか。今連絡しようと思っていたところだったんだよ」

　いろいろ説明したいことがあるから一緒に来てくれと磐田さんに連れられ、警察が張ったキープアウトと書かれたバリケードテープの中へと入った。

　でも角を曲がったところで、自分の目を疑う。

「え？　あ、あれ？」

　火事だと言うからてっきり建物は燃えカスになっていると思っていたのに、アパートは朝部屋を出た時と変わらない姿のまま。

　どういうことなの？

　意味が分からず小首を傾げていると、警察官が駆け寄ってきた。

「まだ現場検証は続きますが、住民の方は部屋に入ってもらって結構です」

　磐田さんは警察官に「分かりました」と返事をしてから、私の方へ振り返る。

「燃えたのは一階の東あずまさんとこのベランダと、その横にある倉庫なんだけどね。どうも放火らしくって」

「放火!?」

　気づくのが早くて燃え広がることはなかったから、「高梨さんの部屋は大丈夫だったよ」と言われたが、放火と聞いてはどうにも落ち着かない。

　それでも他に行くところもないし、自由に使えるお金もない。不安だがここに住むしかないと階段を上がろうとして、磐田さんに呼び止められた。

「あ～ちょっと待って。この火事でガス管や電線が、どうやらダメになっちゃったみたいでね。一ヶ月くらいライフラインが使えなくなりそうなんだよねぇ」

「はあ!?　それって、どういうことですか？」

　ライフラインが使えないってことは、火は使えないし夜は真っ暗ってことなのだろうか。それが本当だとしたら、ここで生活できないと磐田さんに目で訴えかけた。でも必死の訴えは伝わらなかったようで、

「ついでにリフォームもしちゃうから、一ヶ月くらいよそで暮らしてもらえる？」

　もちろんその間の家賃は要らないからと言って、磐田さんはそそくさとどこかへ行ってしまった。

「そんなぁ……」

　一気に体の力が抜け、その場にヘナヘナと座り込み項うな垂だれる。『よそで暮らして』なんてそんなこと、簡単に言ってもらっても困る。この十二月の寒空のもと、イベントごとの多いこの年の瀬に、アパートを追い出されるハメになるなんて誰が思う？

　とは言っても、彼氏もいない私には、イベントごとはなんの関係もないけれど……。

　でも、ほら、寒さは困るでしょ。こんな時期に外で暮らしたら凍死しかねない。いや、絶対に凍死する！

　愛華総合病院は郊外の高台にあって、その麓ふもとには田畑が広がっている。ここはいわゆる田舎の小さな町で、今住んでいるアパートを探すのも苦労したくらい、これと言ったものがない地味な町。そんなところで他に暮らせる場所なんて、どこにあるというのだろう。

　凍死する前に住むところを探さなきゃ……と頭を抱えたが、園枝さんの顔がふと脳裏に浮かぶ。

『なにかあったら、すぐ私に言うのよ』

　その言葉を思い出しカバンの中からスマホを取り出すと、園枝さんに電話を掛けようとして、すぐにその手を止めた。たしか園枝さんには、高校受験を控えるひとり息子がいたはず。彼女に甘えたいのはやまやまだが、そんなところへのこのこと行ったら迷惑になるに違いない。

　スマホをそっとカバンの中にしまい、他にいいところはないかと思案する。

　病院の近くで、なるべくお金のかからないところは……。目を瞑つむってひとり考えていると、旧病棟に今は誰も出入りしない宿直室があることを思い出した。新病棟ができてから職員は、そっちの宿直室を使うようになったからだ。

　あそこなら冷暖房もミニキッチンも備わっている。通勤時間ゼロ、光熱費無料、家電に家具も揃っていて、一ヶ月間暮らすのには申し分のない最適な場所だ。時刻は十九時半。今なら時間外出入り口も、すんなりと抜けられる。

　私はすっくと立ち上がり、階段を駆け上がる。クローゼットから大きなバッグを取り出して、とりあえず三日分の着替えと日常使う生活用品を詰め込むと、再度病院へと向かった。




「寒い……」

　駐輪場の一番奥に自転車を停め、両手をこすり合わせて冷えた手を温める。十二月の半ばの今夜は、特に冷えていた。

　なにもこんな時期に放火することないじゃない！　放火犯に季節は関係ないだろうが、こうも寒いと文句しか出てこない。大きなバッグを肩に掛け、時間外出入り口へと歩きだす。でも出入り口を目前にして、その足を止めた。

　罪悪感――ふとその言葉が頭の中を過り、次の一歩を踏み出せないでいた。

　普段ならなんの気なしに通り抜ける場所も、後ろめたい気持ちがある時はどうも緊張してしまう。でも他に行くあてのない私にとって、こんなところで戸惑っている暇はない。

「蘭子、頑張れ」

　朝と同じように小さな声で自分に自分で発破をかけると、重くなった足を一歩踏み出した。

「……お疲れ様です」

　防災センターも併設している、守衛室の前を無事に通り抜けた。

　顔見知りの警備員もいなさそうだとホッとしたのもつかの間、前から歩いてきた外科医の田た所どころ真しん司じ先生が目に入る。

　田所先生は、愛川先生と同期の医師で親友同士らしい。チャラ男の愛川先生とは正反対で、真面目を絵に描いたような実直な人柄だが、理解力もあり話の分かるいい先生だ。だからといって、ここで見つかるわけにはいかない。さすがに黙って宿直室で寝泊まりしようとしている私を、いくら田所先生でも見逃してはくれないだろう。

　慌てて柱の陰に隠れるとバッグを抱きしめ、田所先生がいなくなるのを、息を潜めて待った。今夜は夜勤なのか田所先生は柱の前を通り過ぎると、外来エリアの上にある病棟へ行くためのエレベーターへと乗り込んでいった。

　危なかった……。

　ホッとひと息つき、他に誰かいないかと辺りをキョロキョロと見渡す。入院患者の見舞いだろう人たちはいるが、病院関係者はいなさそうだ。

　今がチャンスと言わんばかりに柱の陰から走りだすと、広いロビーを抜け渡り廊下を渡り、旧病棟の地下にある宿直室への階段を一目散に駆け下りる。

　旧病棟には情報センターや外来患者用の栄養相談室、リハビリテーションセンターなどが入っていて日中は人の往来も多いが、夜ともなるとほとんど人の出入りがない。

　ここまで来ればひと安心だと足を止め、息を整えた。こんなに猛ダッシュで走ったのは何年ぶりだろう。もしかしたら高校の時の、体育祭以来かもしれない。

　学生時代の思い出が頭の中を駆け巡り、懐かしさにふふっと笑みが溢れたが、宿直室のドアノブに手をかけようとしたところで誰かに肩を叩かれて体が大きく跳ね上がった。

「っ!?」

　恐怖のあまりに声がでないどころか、驚いて腰が抜けてしまい、その場に尻もちをつくように倒れ込む。ブルブルと震える体を自分で抱きしめ、恐る恐る振り向き顔を上げると、そこに立っていたのは……。

「……愛川、先生？」

「高梨さん？　どうして君が、こんなところにいるの？」

　愛川先生はなにかの見間違いじゃないかというような顔で、私を見つめている。でもその表情をすぐに真剣なものに変えると、まだ震えの収まらない私の体をさっと抱き上げた。

「えっ、あ、ちょっ、ちょっと……」

　突然のことに一瞬思考が止まり狼狽うろたえる。究極とも言えるほどの愛川先生との接近、それに加え目線の高さに頭がクラクラする。

　どうして苦手な愛川先生に、抱き上げられているのか。それさえも分からないのに、勝手に熱を帯びてゆく体に戸惑うばかり。

　思わず愛川先生の腕をギュッと掴むと、やおら顔を上げた。

「お、下ろして……ください」

　震える唇で言葉を絞り出すが、愛川先生はそれを「ふっ」と笑って受け流す。そしてなにも答えないまま私を抱え直し、宿直室の中へ入った。一度入ったことのあるその部屋は、ひと通りの物は揃っているが、どことなく殺風景でそしてとても寒い。

　さっきまでの恐怖とは違う感覚に体をブルッと震わす。するとその様子に気づいたのか、愛川先生は私を労るようにベッドの上にふわりと下ろし、自分の羽織っていたコートを肩に掛けてくれた。

「寒いよな。すぐ暖まると思うから、ちょっと待って」

　愛川先生はそう言って、ピッと暖房のスイッチを入れた。なんかいつもの愛川先生と感じが違う。直感的にそう思ったが、なにも言えないままミニキッチンの前で動く彼をただ見つめていた。

　気のせい……かな。

　それにしても、忍び込むところを愛川先生に見つかるとは……。いきなり抱き上げられたことに文句を言いたいところだけれど、自分は黙ってこの宿直室に忍び込もうとした身。病院の決まりに違反する行為をしてしまった以上、なにも言う権利はない。罪を犯し判決を待つ被告って、こんな気持ちなのかしら……。

　少しお気楽とも思われることを考えながら、愛川先生がどう出るのか、固唾を飲んで待っていた。

　するとミニキッチンでなにかをしていた愛川先生が、両手にマグカップを持って戻ってきて、私の隣に腰を下ろした。

　ど、どうして隣に座るの!?　ビクッと肩をすくめると、愛川先生から人ひとり分あいだを空けた。

「高梨さんにそうやって拒否されるの、今日二回目だな」

　愛川先生はそう言うとマグカップを持つ手を膝まで下げ、悲しげな表情を見せる。途端、申し訳ない気持ちが胸いっぱいに広がり、思わず体を彼の方へ向けた。

「ごめんなさい。これは条件反射というか、癖みたいなもので」

「へえ、そうなんだ。てっきり俺は、高梨さんに嫌われているんだと思ってた」

　ぶっきらぼうにそう言うと愛川先生はマグカップを膝から上げ、私はそれを両手で受け取った。

「そんな。嫌ってなんか、ないです」

　とっても苦手ですけど……。その言葉はゴクリと飲み込んだ。マグカップの熱が掌からゆっくりと伝わり、部屋の中も温まってきたからか、少しずつ気持ちが落ち着き始める。

　愛川先生の「よかった」の声に、そろりと顔を上げる。と、目に飛び込んできた彼の普段とは違う笑顔に、一瞬で心を囚われてしまう。

　なに、今の笑顔。なんなの、この気持ち……。

　物心ついてから今まで、男性の笑顔になにかを感じたことは一回もない。しかも相手は、あの苦手な愛川先生だ。そんなことってあり得る？

　自分の身に起こった初めての感情に胸が苦しくなる。愛川先生から慌てて目を逸らし、胸元をグッと押さえた。心臓がドクンと大きく跳ねたのは、一体なんだったのだろう。

　考えても答えが出ない問に顔は熱くなり、頭までショートしてしまいそうだ。自分の男性経験の無さに落ち込み、盛大なため息が出てしまう。

「なあ、それってなんのため息？」

　突然耳に飛び込んできた声は愛川先生の息が感じられるほど近く、くすぐったさに肩をすくめた。ゆっくり振り向くと、顔をガッチリと両手で挟まれてしまう。

　ひいぃぃぃーっ!!　こ、この状況って……。声にならない声を出し、思いっきり体を反らす。

「な、なにするんですかっ!?」

　抵抗を試みるが私の力など男性の力に敵うはずもなく、もとの位置へと有無を言わさず戻されてしまった。

「質問に答えて。なんでため息なんてついたんだ？」

　至近距離で見つめられ、唇がふるふると震えだす。顔を逸らそうとしても、愛川先生に両手で挟まれていては、うんともすんとも動かない。

「べ、別に、ため息に理由なんて……」

　これ以上見つめられたら、顔に穴があいちゃう……。

　ならば目だけでもと逸らしてみたが、それさえも許さないと愛川先生の顔が追ってきた。

「ふ～ん、そうか。分かった、じゃあ質問を変える。そこの大きな荷物はなんだ？」

「……大きな、荷物？」

　愛川先生はそう言うと手の力を緩める。私は少しだけ自由を取り戻した顔を動かして指差す方を見た。

「あ……」

　すっかり忘れていた。

　一体、なにをしているんだ。私は愛川先生と戯れるために、ここへ来たわけじゃない。しばらく暮らす場所を確保するために来たというのに、見つかってしまったら、どうしていいのか分からない。

　バッグの中身は着替えです、しばらくここで生活させてくださいと懇願する？　それともこのままだんまりを決め込んで、なにがなんでも居座ってみる？

　なんて、どっちも無理だ。余計なことを言って要らぬことを勘ぐられるのは面倒だし、他にいい案も浮かばない。やっぱり園枝さんに連絡してみようかな……。

　バッグを持ってなにも言わずにここを出ようと立ち上がるが、途端臀でん部ぶの辺りに激しい痛みが走り、苦痛に顔をしかめた。

「痛いっ……」

「やっぱりか。さっきそこで尻もちついただろ。いい音してたし、かなり痛かったんじゃないかと思ってね」

「……はぁ、そうですか」

　臀部を打ったのは私なのに、あの時は恐怖と驚きの方が勝っていて、痛みを感じることはなかった。でも愛川先生はそのことに気づいていたんだ。

　だから私を抱き上げて運んだ……？　そうだとしたら、わけが分からないとか思って申し訳なかったかも。だけど、なにも言わないで勝手に抱き上げるのもどうなの？

　しかしこの痛みは、どうしたものか。このままではどこか他の住処を探すこともできないし、一度アパートに戻ることもできない。こうなったらもう今夜は、ここでひと晩過ごすしかなさそうだ。

　私はそう決めると、痛む臀部をさすりながら愛川先生に向き直った。

「愛川先生、お願いがあります。どうしても今晩だけ、ここで過ごしたいんです。このこと、黙っててもらえませんか？」

　こんなことを愛川先生に言うのは本意ではない。都合のいい願いだということも重々分かっている。でもこの状態ではどうすることもできないし、背に腹は代えられない。私は愛川先生に頭を下げた。

　さすがに私のこんな姿を見たら、女の子に甘くチャラい愛川先生のことだ、頭を縦に振ってくれるはず。そう踏んでいたが、甘かった。次に愛川先生の口から飛び出した言葉に一瞬思考が止まる。

「理由も言わずに見逃してもらおうなんて、ちょっと虫が良すぎるんじゃないのか？」

　驚いて顔を上げると、意地の悪い顔を見せる愛川先生と目が合った。虫が良すぎる……。たしかにその通りだと、私だってそう思う。そう思うけれど、まさか愛川先生の口から、そんな言葉を聞くことになるなんて。

　なにも言い返せなくなったまま黙っていると、愛川先生が少しずつ近づいてきた。

「まあ俺も鬼じゃないからね。ちゃんと理由を話してくれたら、君の願いを聞いてあげてもいいけど？」

　愛川先生はグッと顔を寄せ、ニヤリと笑ってみせた。

「先生!?　顔が近いです！」

「じゃあ理由、聞かせてよ」

　悪意のありそうな笑顔で囁くその言葉を聞いて、背中に寒気が走る。これが本当に病院にいる時の愛川先生と同じ人なの？　今、目の前にいるのは、いつものニコニコしたチャラ男じゃない。たとえるなら……そう悪魔！　どうやっても逃してくれそうにない。理由を言わなければ、この場ですぐ極刑に処されそうだ。よりにもよって愛川先生に見つかるなんて、私ってホント運が悪い……。

　でもこのまま、この現実を切り抜けられるような、いい言い訳も浮かんではこず。仕方ないと諦めて、アパートでの出来事をぽつぽつと話し始めた。




「そういうことだったら、なにも隠すことなかったのに。怪我はなかったのか？」

　あるわけがない。アパートについた時には火事は収まっていて、呆然と立ち尽くしていただけなのだから。それでも心配してくれる愛川先生に「おかげさまで」と返し、緊張してカラカラになっていた喉を潤すため、マグカップに残っていたコーヒーを飲み干した。

「ところで愛川先生。事情はお話ししたので、このことは内緒に……」

「できない」

「え？　でもそれじゃあ約束が……」

「たしかに話してくれたら願いを聞いてもいいとは言った。言ったけどそれは約束したわけじゃない」

　なにそれ……。愛川先生のひどい言葉に、頭の中が真っ白になる。一ヶ月とはいえ住むところを失った私に、どうしてそんな非情なことが言えるのだろう。

　ああ、分かった。面倒なことに巻き込んでくれるなと、そう言いたいわけだ。一瞬でも愛川先生のことを信用した自分に、情けなさから目に涙が滲む。

「愛川先生に話した私がバカでした。もう頼みません、すぐにここを出ていきます！」

　興奮すると体内にアドレナリンが出て痛みも忘れると言うが、まさに今がその状態らしい。私はバッグを持ち上げると、臀部の痛みも感じず宿直室を出ようと歩きだす。

　愛川先生がここまで非情な人だとは思わなかった。涙がこぼれ落ちそうになるのを左腕で拭おうとして、上げたその腕を掴まれる。

「待てって。話は最後まで聞け」

　初めて聞く愛川先生の低い声に体がビクッと小さく震え、思わず足が止まる。

「離してください！」

　あんなひどいことを言ったくせに待てなんて、よくそんなことが言えたものだ。掴まれている腕は痛いが、意地でも振り向くかと踏ん張った。

「高梨さんって案外、頑固なんだな」

　ええ、ええ、頑固で結構。私は愛川先生のことが好きな女の子たちと違って従順でもなければ、可愛くもない。同じだと思っていたら大間違いだ。

「そう思うなら、私のことなんて放っといてください！」

　大きく腕を振り愛川先生の手を払おうとするが、逆にその腕を引かれ彼の腕に抱かれてしまう。大きなバッグが足元にボフッと落ちた。

「放っとけない。それに……」

　愛川先生は一度言葉を切り、私の頭を撫でる。その手を顔の輪郭をなぞるように滑らすと、柔らかく頬を包み込んだ。

「幸いなことに、俺は頑固な女性が好きだったりする」

　耳元で囁かれた言葉は優しく、苦手な男性の胸に抱かれているというのに居心地がいい。

「愛川先生って物好きですね。だからって、この状態はどうかと思いますけど」

　愛川先生の胸に両手を当て、その体をゆっくりと押し離した。

　名残惜しい。なぜかふとその言葉が頭をよぎり、この不思議な気持ちはなんなんだろうと小首を傾げ愛川先生の顔を見上げた。

「物好き、かあ。そうでもないと思うけど。まあ今日のところは満足かな。ところで高梨さん、君にひとつ朗報があるんだけど、聞く？」

　満足って、なにが満足なんだろう。意味がまったく分からない。しかし最後の〝朗報〟というのはちょっと気になる。気にはなるけど、相手は愛川先生だ。朗報と言っておいて、非報の可能性がないわけじゃない。ここは注意深くいかないと。

　バッグを拾い上げ、身を護るように抱きかかえる。椅子に深く腰かけると、慎重に話しかけた。

「あの。朗報って、なんですか？」

「俺もこの病院の関係者だ。君がここでひと晩過ごすのは認められないけど、しばらく生活するのにいいところを知ってる」

「ほ、ほんとですかっ？」

　これはまさしく朗報だと飛び上がり、グギッと痛むお尻に悲鳴を上げ椅子にゆっくり座り直す。腰のあたりを擦っていると頭の上に手が乗せられ、ポンポンと撫でられた。

「まったく、高梨さんってバカなの？　自分の体は自分でも労らないと。で、どうする、行く？　行かない？」

　腰をかがめた愛川先生に顔を覗き込まれ、距離の近さにドキッとして首をすくめた。

　愛川先生はどうしてこういうことを、いとも簡単にしてしまうのか。からかっているのなら、やめてもらいたい。いちいち心臓がおかしな動きをして、息苦しくなるじゃない……。

　でも今の私は文句を言える立場にない。ここはしばしの我慢だと自分に言い聞かせた。

「い、行きます！　よろしくお願いします！」

　藁にもすがる思いでそう言うと、勢いよく頭を下げた。よかったぁ、これでしばらくは生きていける！　十二月の寒空の下、野宿じゃなく暖かい部屋で暮らせるのであれば、この際どこでもいい。

　自分の住処を確保してテンションは上がりっぱなし。愛川先生の言葉を信じ、なにひとつ疑うことなく、彼に連れられ車に乗り込んだ。




　車内では会話もなく、無言のまま二十分――。

「……なんですか、ここ？」

　車から降ろされた私は自分の前にそびえ立つ建物を見上げ、あんぐりと大きく口を開けて立っていた。

「なんですかって。俺が住んでるマンションだけど、なにか？」

　なにかって、それはこっちのセリフ。いいところを知っていると言うからついて来てみれば、愛川先生の自宅マンション!?　話が違うじゃないかと、顔をしかめて彼の顔をまじまじと見上げる。

「寒いから、さっさと中に入ろう」

　そう言って愛川先生は私の背中に軽く触れ、中に入るよう促した。

「凄い……」

　この辺りに住んでいる人なら誰でも知っている、有名人かお金持ちしか買えないとして名高い超高級マンション。噂でエントランスが豪華だと聞いて一度拝見してみたいと思っていたが、まさかこんな形で見ることができるとは……。

「って、違うし！」

「どうしたんだよ、いきなり」

「いきなりもなにも騙すなんて、こんなの詐欺じゃないですか！　愛川先生のマンションがいいところ？　信じられない。いくら住むところがなくたって、先生と一緒になんか暮らせません！」

　一気にまくしたてて息が上がる。愛川先生は、なにを考えているのだろう。結婚前の女性が、独身のしかもひとり暮らしの男性の部屋に、たとえ一時期だとはいえ暮らせるわけないじゃない。

　そんなこと少し考えれば分かりそうなものなのに、愛川先生こそバカなんじゃないの？　キッと怒りを込めた目で見上げるが、愛川先生は飄々とした顔で私のことを見返している。

「そうか、分かった。じゃあいいんだな、宿直室に忍び込もうとしていたことを偉い人に話しても」

「はあ!?」

　突然の愛川先生の言葉に、自分の耳を疑った。今のは脅し、なんだろうか。愛川先生が私を脅迫している？　この男は、人のことをどれだけバカにすれば気が済むのだろう。

　あきれて物が言えない。その言葉が浮かび、大きく首を振る。

「朝晩二食付きでなんでも使い放題、もちろん家具家電付き。しかも部屋の中は、ポカポカに暖まっている。こんないい物件、他にないと思うけど？」

　愛川先生はそう言って顔を近づけるが、もうそれにいちいち反応して逃げるような気力もない。

　今入ってきた自動ドアの外を見れば冬の冷たい風が吹き、一段と冷えているように見えた。このまま外に放り出されては、凍死は決定的。刹那、明日の新聞の朝刊に『若い女性、住むところなく凍死か…』という見出しが目に浮かんだ。

　蘭子、どうする？　自分で自分に問いただす。けれどなにをどう考えても、答えなんて出てきてはくれない。ただひとつ分かったのは、今の私には愛川先生の脅迫に屈するしかないということだけだ。

　親切な言葉を鵜呑みにし、のこのことついてきてしまった自分を殴りたい。でも今さらなにをしても後の祭り。仕方なく愛川先生に向き直り、おずおずと顔を見上げた。

「なにもしないですか？」

　私の問いかけに、愛川先生の眉間に一瞬シワが寄る。

「なにもしないって、なに？」

「だから、その……突然背後から襲ってきたり、布団の中に忍び込んできたり……」

　言っていて、どんどん顔が赤くなっていくのを感じる。むちゃくちゃ恥ずかしいんですけど……。私はなにを言っているのだろう。夕方からいろいろありすぎて、ついに頭がおかしくなってしまったのか。

　でもこういうことは、はじめが肝心。少しでも隙を見せてしまったら、いつどこでパクっとさっくり襲われてしまうか分からない。

　ここは気を引きしめて強気にいかなきゃと、手を思いっきりギュッと握る。

「とにかく。私から半径一メートル以内には、絶対に近づかないでください！」

　言った、言ってやった。

　なんとなく肩に乗っかっていた重しが取れたようで、満足げに微笑む。でも愛川先生は話を聞いていなかったのか、私の手を強引に取った。

「なんだ、そんなことか。分かった分かった、約束するよ。で話はそれだけ？　終わったなら上に行きたいんだけど、ちゃんと歩ける？　また抱っこするか？」

「い、いえ、いいです。あの、手、手は……」

　この距離だ。私の声は届いているはずなのに、愛川先生は話を勝手に進め歩き出した。状況がうまく飲み込めない。たった今、半径一メートル以内には近づくなと言ったはずなのに、約束すると聞こえたのは、あれは聞き違いだったの？

　どうして自分が愛川先生に手を握られ歩いているのか分からない。もしかしたら彼には、常識は通用しないのだろうか。手を引かれたまま考え込む私と反対に、愛川先生の顔は至って普通。もうため息すら出ない。

　とにかく今は、彼についていくしかない。不安な気持ちを抱えたままの私は愛川先生の後ろ姿を追い、マンションの最上階へと向かった。










３．寝室は危険がいっぱい




　上には上があるものだ。私は愛川先生の部屋の玄関で、呆然と立ち尽くす。

　一階のエントランスも二層の吹き抜けだったり、マンションコンシェルジュがいたりで凄かった。エレベーターの中も、ここまで来る共有スペースにも、高そうな絵画や高価な骨董品が飾られていて、何度驚いたことか。ひっくり返したり壊したりしたら、数億円請求されたりするんだろうか……。

　まるでお上りさんのようにキョロキョロと辺りを見渡していると、愛川先生に肩を抱かれた。急なことに驚き、体がびくっと跳ねる。

「どうぞ、入って」

　いつの間にか玄関のドアが開けられていて、中へと促される。

「えっ、あ、はい。お邪魔します」

　もう半径一メートルもへったくれもない。体は密着していて、完璧に愛川先生のペース。でもここは致し方ないと我慢。そこへ男性の部屋に初めて入るという緊張感が加わって、どうにもぎくしゃくしてしまう。

「蘭子って男に免疫なさそうだけど、もしかして男と付き合ったことないとか？」

「な、なっ……」

　なんでそんなことが分かるのか、ズバリと言い当てられて言葉がない。

　二十四にもなった女がちょっと触れられただけで反応すると、女性慣れした男性ならばすぐに分かってしまう、ということなのだろうか。

　付き合ったことくらいある！　そう嘘を付くのは簡単だが、そんなことをしてもどうせすぐにバレるに決まっている。恥ずかしい話だが、こればかりは本当だから仕方ないとコクリと頷いた。

「この歳になって恥ずかしいんですけど、男性とお付き合いしたことなくて……って、ん？　あれ？　愛川先生、今私のこと蘭子って呼びませんでした？」

　付き合ったことない？と聞かれ、そちらばかりが気になって危うくスルーするところだった。

「呼んだけど、ダメなのか？　せっかく一緒に暮らすんだし、お互い名前で呼び合った方がいいだろう」

　その方が早く仲良くなれるからということらしいが、お世話になるのはたったの一ヶ月。仲良くなれた頃にはここを出ていくというのに、名前で呼び合う必要があるのだろうか。

　まあ恋人にでもなれば、話は別だろうけれど。……恋人……コイビト……そう、恋人！

「愛川先生、彼女は？　付き合ってる人はいないんですか？」

「え？」

　奥の部屋に行こうとしていた愛川先生が、不思議そうな顔をして振り向いた。たしか愛川先生は、三十歳くらいだったと記憶している。そんな大人の男なら、付き合ってる女性のひとりやふたり……いや、いくらイケメン医師でもふたりはマズい。マズいけれど、彼女がいたってなんの問題もないはずだ。

「いいところがあるって言うからついて来ましたけど、もしお付き合いしてる人がいたら申し訳ないなと思いまして」

　玄関で靴を脱ぐことができず立ったままでいる私の頭に、愛川先生の手が乗せられた。

「気になる？」

　その声に顔を上げると愛川先生は私を見下ろし、ふっと笑ってみせた。病院で見る笑顔とどこか違うものを感じ、不覚にもドキッとしてしまう。

「気になるというのとは、ちょっと……」

「俺は誠実な男だ。彼女なんていないから安心しろ」

　頭に乗っかっていた手がするりと滑り落ち、私の体を包み込む。と瞬間的に身の危険を察知した私は、彼の体をグッと押し離した。

「これのどこが誠実なんですかっ。ホントに誠実な人は、自分で誠実なんて言わないんです！　彼女がいないのは分かりましたから、離れてください！」

「なんだよ。彼女がいないって分かったなら、減るもんじゃないし抱きしめるくらい、いいんじゃないのか？」

　愛川先生は不満そうだが、初日からこれでは身が持たない。というか、どうして抱きしめられたのか、そこが全然分からない。ちょっと気を許すとすぐこれだ。やっぱりチャラ男なんじゃない……。ここで暮らせば凍死は免れても、愛川先生からの無駄なスキンシップで息絶えそうだ。私はバッグを拾い上げると、大きく肩を落とした。




「蘭子、こっち」

　おそらくこの先はリビングだろう。愛川先生に呼ばれ廊下を進み、彼の隣に立つ。

「いいか？　今からいいものを見せてやる」

　そう言うと愛川先生は私を見つめ、ドアノブを握り、カウントダウンし始めた。

「十、九、八、七……」

　ひとつ数が減る度に、期待感に覆われる。と同時に不安感にも苛まれる。小一時間前に騙されたばかりで、愛川先生の〝いい〟は信用できない。これは天国へのカウントダウンなのか、それとも地獄へのカウントダウン？

　次第に期待感より不安感が勝っていき、緊張した面持ちでドアが開くその時を待つ。

「……三、二、一……ゼロ！」

　派手にドアが開かれると、そこにはただ真っ暗な世界が広がっているだけ。

　少しは期待してたのに……。やっぱり騙されたのかとがっかりしていると、愛川先生の手が背中に軽く触れたのを感じ顔を上げた。

「な、なに……」

「いいから入れ。奥まで行ってみろ」

　背中をそっと押され、暗い部屋の中へと恐る恐る足を踏み入れる。途中まで来ると少し目が慣れてきて、窓の外に見える景色に目を大きく見開いた。

「愛川先生、これ……」

　正面の大きな窓に駆け寄ると夜景が一望できて、一気にテンションが上がる。興奮気味にガラスに顔を近づけ外を見ていると、ふと背中に気配を感じ振り返った。

「だから言っただろ、いいところだって。ここで暮らせば、毎日この景色が見れる」

　愛川先生は百九十センチ近くある身長を屈め、私と目線の高さを合わせる。自然と顔の距離が縮まり、慌てて体を後ろに逸らした。

「ち、近い……です」

「まだ慣れないのか？」

　そう言って愛川先生は苦笑するが、こればかりはすぐに慣れるものではない。助けを乞うようにバッグをギュッと抱きしめ、その場から離れた。

　こんな時、自分と同じ歳ぐらいの女性なら普通、どんな態度で接するのだろう。

　ここはひとまず、愛川先生が苦手だということは置いておいて。病院内でもトップの人気を誇る愛川先生と、彼のマンションでふたりっきり。

　たとえ一ヶ月とはいえお世話になるのだから、もっと柔軟な態度で接すれば、もっと面白い話でもできれば楽しく過ごせると思うのに、素直になれない自分がいる。

　脅迫めいたことを言われたとは言え、住むところを提供してくれる愛川先生に対しての今までの態度は、きっと彼に不快な思いをさせているに違いない。

　私ってホント、堅物でつまらない女だ……。相手のこともよく知らないくせに勝手に高い壁を作り、自分からシャットアウトしてしまう。こんな女と一緒にいたって、面白くないに決まっている。

　だから今まで彼氏ができなかったんだと、反省しきり。

「どうした、疲れたのか？」

「いえ、大丈夫です」

　そうは言ったが、普段は考えもしないことに悩んでいること自体、疲れているのだと思う。

　今日はいろいろありすぎた。明日は土曜日で早く寝る必要もないが、起きている気力も失せた。今日はもうなにもしないで、なにも考えないで、早く寝てしまいたい。

　バッグを抱え直すと、寝床はどこだと辺りを見渡す。

「愛川先生、すみません。やっぱり疲れてるみたいで、急に眠くなってきました。私、どこで寝たらいいんでしょうか？」

　愛川先生のマンションの部屋の中は、玄関もキッチンも、どこもかしこも暖かい。どこで寝ても凍えることはないだろう。だからトイレとお風呂場以外ならどこでもいいなんて思っていた。

　それなのに彼が私を連れて行ったのは、十畳以上ある部屋の中央にキングサイズのベッドがある広い寝室。

「ここ、ですか？」

「ああ。いいか？」

「いいもなにも、広すぎるくらいです。ありがとうございます」

　夢のような部屋を与えられてウキウキする私に、愛川先生は驚くような言葉を呟いた。

「一緒に寝れば暖かいからな」

「え？　それってどういう意味、ですか？」

　嫌な予感しかしない。いや、予感どころか決定的な言葉が脳裏を駆け巡り、あわあわと愛川先生を見つめた。

「そのままの意味だ。蘭子はここで、俺と一緒に寝る」

　やっぱり予感的中。途端、私の体から力が抜け、その場にズルッと崩れ落ちる。

　誰か嘘だと言ってよ……。

　ほくそ笑む愛川先生を見上げ心の中でそう叫ぶと、がっくり項垂れた。




　眠れない。まったくもって眠れない――。

　風呂に入った体はほどよく熱を残していて眠気を誘っているはずなのに、背中側に感じる愛川先生の気配に眠ることができない。

　どうして、こんなことになってしまったのか。

『俺と一緒に寝る』と愛川先生に言われた私は、もちろん何度も嫌だと抵抗を試みた。一緒に寝るぐらいなら玄関の方がマシだという猛抗議も、「却下」のひと言で片付けられて打つ手なし。なにを言っても愛川先生は首を縦に振ることはなく、泣く泣く今のこの状況というわけだ。

　ここの間取りは３ＬＤＫで寝室以外にふたつも部屋があるというのに、どうして布団の一組もないのか。そう文句を言ったら「俺がひとりで暮らすだけなのに、なんで布団がいる？」と逆にキレられてしまい、強制的にこの部屋へと押し込まれた。

　キングサイズのベッドだからふたりや三人一緒に寝られるだろうと愛川先生は言っていたが、男子学生の雑魚寝じゃあるまいし一緒にしてもらいたくない。病院の宿直室に忍び込もうとしたけれど、あくまでも自分は女なのだ。

　そう唱えてみたものの、心の中では愛川先生には届くはずもなく。このまま睡魔に負けて眠ってしまったら、愛川先生に襲われてしまう……そう思うと体の震えが起きて、眠れなくなってしまうのだ。

　アパートの時は和室に布団を敷いて寝ていたからか、慣れないベッドに体をもぞもぞと動かす。するとそれに気づいた愛川先生が、声をかけてきた。

「いつまで起きてるつもりだ。眠れないのか？」

　眠れないのは愛川先生のせいです！　そう言いたい衝動をぐっと抑える。

「すみません、起こしてしまったみたいで」

「いや、まだ寝てない。少し付き合ってやろうか？」

「え？」

　なにに付き合ってくれると言うのだろうか。

　ゆっくり体を動かし反転させると、こっちを向いていた愛川先生の妖艶な目と交わり、心臓がドクンと音を立てた。慌てて目線を逸らすと、愛川先生は呆れたように笑いだす。

「目が合ったくらいで動揺するな。これから一緒に暮らすんだ、毎回目が合うたびにそれじゃあ疲れるだろ」

「それはそうかもしれませんけど。一緒に暮らすと言っても、たったの一ヶ月です。慣れた頃には……」

　ここを出ていく……そう言おうとした口を、愛川先生の手がふわりと塞ぐ。

「余計なことはいいから、とにかく慣れろ」

　分かったか？と言う愛川先生にうんうんと頷くと、塞いでいた手が離された。

　びっくりした。

　突然口を塞がれて驚いたが、嫌な感じは全然しなかった。唇に当たる愛川先生の手は男っぽく骨ばっていたが、優しかったからだろうか。不思議とさっきまでの震えもパタッと消えさっていて、なぜか落ち着いている自分に驚くばかりだ。

「少し話すか？」

　愛川先生は片肘をつき掌で頭を支えると、私を見据えた。『少し付き合ってやる』というのは、このことだったんだ。

　お前からなにか話せというように顎を上げて見せた彼に、少し戸惑いながらも口を開く。

「ひとつ聞きたいことが」

「ん、なに？」

「病院での愛川先生と今の愛川先生。どっちが本当の先生なんですか？」

　なにげに、さっきから気になっていた。病院にいる時の愛川先生は、こう言っては悪いが軽薄そうで、明るく朗らかに見えるが女癖も悪そうに見えた。そういうところが苦手で、極力彼に関わらないようにしていたのだ。けれど今ここにいる愛川先生からは、病院で感じるような軽薄さは一切しない。どちらかと言えば年相応で紳士的な、大人の男性に見える。

　強引でぶっきらぼうだけど、どことなく優しさを感じる愛川先生に対し、強ばっていた心は次第に解けはじめていた。

　本当の愛川先生が知りたい。その気持ちが期待となって、彼を見つめた。

「どっちが本当の俺って……」

　聞いてはいけないことだったのか、それとも期待に気づいたのか、愛川先生にしては珍しく口ごもる。彼は目を泳がせながら頭をかくと、大きなため息をついた。

「そんなこと聞いてどうするんだ？」

「ど、どうするって……。ただちょっと気になったと言うか、今の愛川先生の方が私は好きだなと思って」

　口から出た素直な言葉は、愛川先生の泳いでいた目を止める。彼は驚いたような顔をすると、私をまっすぐ見つめた。

「あっ……えっと……」

　見つめられた私も、自分が〝好き〟と口走ったことに気づいて、慌てて顔の前で手を振った。

　勘違いをしてもらっては困る。好きといっても人として好きであって、間違っても愛情ではない。愛川先生のことを見る目は多少変わったが、彼のことを好きになるなんて、そんなことあるはずがない。

　あぁ、もう！　なんなのよ！

　別にムキになることもないのに、急に膨れ上がったわけの分からない感情に、頭の中は大慌てだ。

「おい、大丈夫か？」

　挙動不審な動きでもしていたのか、愛川先生が私の顔を覗き込む。数ミリの距離にまで近づいて息を呑んだ。

「うっ!?　愛川先生、近いですって！」

「だな、悪い」

　そう言って私の頭を撫でる愛川先生の顔は、穏やかに微笑んでいる。案の定、私の顔は一気に熱を帯び沸騰寸前。

「も、もう寝ます！　お、おやすみなさいっ！」

　慌てて掛け布団を引っ張り上げ、それを頭まですっぽり被る。

　結局どの愛川先生がホントなのか、聞けずじまいで終わってしまった。でも今はそれどころではない。ベッドの端まで移動し体を小さく丸めると、わけの分からない感情に蓋をするかのように固く目を閉じた。










４．ふたり暮らしも楽じゃない




　いつもとは違うふかふかの布団に包まれ、しばしまどろむ。心地よい暖かさと洗いたてのシーツの爽やかな香りを感じつつ、ゆっくりと目を開けた。

　ん？　ここはどこ？　夢うつつの状態で部屋の中をぼんやり眺めていると、壁に掛けてあるメンズスーツが目に入り、一気に目が覚めベッドの上に飛び起きた。

　そっか、ここは愛川先生のマンションの寝室！　昨日起こった出来事の数々を思い出し、うめき声をあげながら頭を抱えた。

　あのアパートが放火されなければ、宿直室に忍び込むところを愛川先生に見つからなければ、彼の誘いにのこのことついていかなければ、こんなことにはならなかったのに……。

　考えてもどうにもならないことに、後悔の息をつく。

「……はぁ、でも今さらだよね」

　肩を落とし、部屋の中を見渡す。ところで愛川先生は、どこにいるのだろうか。

　ベッドの左側はもぬけの殻で、寝室に先生がいる気配はない。窓の外はすっかり明るくなっていて、今は何時かと時計を探した。

「え？　嘘……」

　サイドテーブルの上にある小さなデジタル時計は、あと一時間で正午になろうとしていた。こんなところでぐずぐずしている時間じゃない。慌ててベッドから降りると、着ているスウェットのまま寝室から飛び出した。




　勢いよくリビングのドアを開け中に滑り込むと、ソファに座って雑誌を読む愛川先生を見つけ、すかさず頭を下げた。

「こんな時間まで寝ていて、すみませんでした！」

　今の自分は、ここに住まわせてもらっている居候の身。愛川先生は朝晩二食付きだと言っていたけれど、それを準備するのは自分の仕事だと思って、彼より早く起きるつもりでいたのに……。

　一日目から、大失態だ。

　肩を落としがっくりしていると、愛川先生の立ち上がった気配に顔を上げる。

「ヨダレ垂らして気持ちよさそうに寝てたから起こさなかった。気にしなくてもいい」

「えぇ、ヨダレ!?」

　慌てて口元を拭う。と、愛川先生は笑いをこらえられなくなったかのように、ククッと肩を震わせて笑いだした。

「ヨダレは冗談だ。まあ可愛い寝顔で、目の保養になったけどな」

「可愛い……目の保養……」

　ということは、愛川先生に寝顔を見られたってこと？　目の保養って、私はどんな顔で寝ていたのだろう。考えただけで頭がクラクラするんですけど……。

　愛川先生は私の寝顔でも思い出しているのか、まだ笑っている。随分と楽しそうだこと……。

　愛川先生は大人で経験豊富。子供の私をからかって遊んでいるつもりかもしれないが、こっちとしては面白くない。情けないやら悔しいやらで、ため息が出てしまう。

「またため息か。そんなにため息ばかりついてると、幸せが逃げるぞ。あぁ、もしかして腹が減ったのか？　悪かった、気づかなくて。すぐ用意するから、蘭子はそこに座って待ってろ」

　愛川先生はリビングの電気をつけると、キッチンへと駆け込んだ。

「いえ、そんなこと愛川先生にさせるわけには……」

　世話になるのは自分の方なのに、愛川先生に昼食を作らせるわけにはいかない。ひとり暮らしも四年経って料理もそこそこできる。自分が作るつもりでキッチンへ向かったが、愛川先生の姿を見て足を止めた。

　シャツの袖口をくるくるとたくし上げ、ギャルソンエプロンを手際よく腰に巻きつける。冷蔵庫の中から数種類の食材を取り出すと、大きな鍋に水を入れ火にかけた。

　手際がいい。なんか、ちょっと意外かも。今の愛川先生からは、いつもの軽薄感が微塵も感じられない。話し方も病院にいる時とはまったく違って、かなりつっけんどんな口調だが、なぜか嫌な感じはしない。むしろこっちの方がいいんじゃないかと思ってしまうくらいだ。

「変わった人……」

　小声で呟きなにげに愛川先生を見つめていると、ふと顔を上げた彼と目が合い即座に逸らす。

「そんな露骨に逸らさなくてもいいだろう。なに、なんか用？」

「いえ、その。手慣れてるなと思って」

　俯きがちにそう言うと、愛川先生は「ああ」と言って包丁を持つ手を止めた。

「ひとり暮らしも長くなると料理も慣れるんだよ。それに俺は外食が苦手で自炊派」

　愛川先生はぶっきらぼうにそう言うと、首の後ろをガシガシと掻いた。

　自分の中の愛川先生のイメージと言えば……。毎日可愛い女の子を連れて、お洒落なレストランで食事をする感じだと思っていたのに。まさか外食が苦手だなんて。

　勝手な思い込みは良くないなと、反省しきり。人は見かけによらないものね。そんなことを考えながら、ジッと愛川先生の料理をする姿を眺めていた。

「なんだよ、そんな顔で見て。俺に惚れたとか？」

　愛川先生の艶っぽい目と交わり、顔が勝手に熱くなる。

「っ!?　ほ、惚れるとか、なに言ってるんですか!?」

　やっぱり、からかわれている。そう分かっているのに、動揺して声が大きくなってしまった。

「ま、初日じゃ惚れないか」

　愛川先生はニヤリと含みのある笑顔をみせたが、すぐに目線を鍋へと動かし、料理を始めた。

　なんなの、今の顔？　初日じゃ惚れない？　それは、いつかは私が愛川先生に惚れるという前提での言葉なのだろうか。

　冗談も休み休み言ってほしい。誰が好き好んで、愛川先生みたいな男を好きになるというのか。今日の愛川先生はいつもと違って感じるけれど、それとこれとは話が別。なにも言い返せず黙っていると、目の前のカウンターにシュッとなにかが滑り込んできた。

「スマホ？」

　黒のシンプルなそれを手に取り、愛川先生を見る。

「なんですか、これ？」

「俺のスマホ。そこに蘭子の連絡先入れておけ」

「ど、どうしてですか？」

「どうしてって、そんなの当たり前だろ。一緒に暮らすのに連絡先知らないなんて、おかしくないか？」

「一緒に暮らす……」

　なにもそこを強調しなくてもと、愛川先生をチラッと盗み見る。

　でもたしかにお互いに連絡先を知らないと、なにかと不便かもしれない。同じ職場だとは言え、愛川先生は医師で自分は受付スタッフ。働くパターンも違えば、出退勤時間も違う。基本私の方が早く帰ることになるし、しばらくは聞きたいことも多いだろう。

　ポケットから自分のスマホを取り出し、電源を入れる。

「赤外線でやってもいいですか？」

「なんでもいい。蘭子に任せる」

　こちらを見ずに愛川先生はそう言うと、沸騰した鍋でパスタを茹で始めた。

　スマホと言えば個人情報がいっぱいで、他人には触らせたくないもの。それを簡単に渡すなんて大丈夫なのかと思いながらも、すばやく操作し連絡先を登録する。

　これでよし！

　愛川先生のスマホをカウンターの縁に置き、こちら側からキッチンを覗き込む。するとシンクのボールの中に、レタスとトマトが入っているのが見えた。

「愛川先生、この野菜どうするんですか？」

「ん？　ああ、それはサラダ用」

　少しだけ目線をこちらに向けた愛川先生だったが、包丁でベーコンを切っている最中で、すぐに目を手元へと戻した。

　ひとりで忙しそうだよね。

　私も愛川先生と同じように腕まくりをして、キッチンへと入った。

「手伝います。これ、水洗いすればいいですか？」

　キッチンにいる私を見て一瞬驚いたように目を大きくした愛川先生だったが、すぐにそれを真顔に戻すと冷蔵庫の横を指さした。

「そこにエプロンがあるから使っていい」

「あ、はい！　ありがとうございます」

　くるっと後ろを向き指さされた場所を見れば、可愛い花柄のエプロンが掛けてあった。と、すぐ頭の中に『これは愛川先生のものじゃない』という言葉が浮かぶ。

　果たしてこれが誰のものなのか……。人のことをあれこれ詮索するのは嫌いだが、なぜかこのエプロンが気になって仕方がない。しばらくそれを手にしたままジッと考え込んでいたが、愛川先生の動く気配に自分を取り戻し、無粋な想像を頭から追い払った。

　そうよ。このエプロンが誰のだろうと、私には関係ないじゃない。気にしていないふりをしてエプロンを身につけ、シンクの前に立つ。レバーハンドルを上げると、冷たい水が勢いよく飛び出す。冬の時期の水はとても冷たく、まるで氷水のようだ。

　でも新鮮な野菜をお湯で洗うわけにもいかず我慢して洗っていると、愛川先生に水を止められ両手をボールの中から掬い上げられてしまう。

「水耕栽培の野菜だ、さっと洗えばいい。指先が赤くなってるじゃないか」

「え？　ああ、そうですね。でもこんなのいつものことで、全然大丈夫ですから」

　そう言いながら目線を下げる。指先が赤くなった手は、温もりを分け与えるように愛川先生に握られたまま。離さないと、と思うのに照れくさい？　恥ずかしい？　でもちょっと嬉しい？　いろいろな感情が一緒になって、どうすることが一番いいのか分からなくなってしまった。

「な、なんだ。それなら水耕栽培って、早く教えてくれればよかったじゃないですか」

　心臓の音がうるさい。こんなこと初めてだ。

　それをごまかすように早口で話しもじもじしていると、ふっと笑い声が聞こえ顔を上げた。

「手を触ったくらいで顔が赤くなるなんて、蘭子って可愛いんだな」

　また可愛いって言った。きっと口癖なんだ。前に付き合っていた彼女が可愛い人で、いつもそう言って愛でていたに違いない。でもそれこそ、私には関係のないこと。

　愛川先生の言葉はスルーして、ボールの中にあるレタスとトマトをザルの上に取り出した。

「レタスは手でちぎっていいですか？」

　そう言いながら顔を上げ振り向くと、愛川先生の顔が目の前にあって、え？っと思う間もなく唇になにかが触れた。

　いや、なにかじゃない。間違いなく愛川先生の唇……。

　突然の出来事になにが起こったのか分からない。ただ黙って呆然と、愛川先生の顔を見つめた。

「ごめん、我慢の限界。蘭子を前にして、歯止めが利かなかった」

　愛川先生は私の頬に触れ、おでこをコツンと合わせた。これでは愛川先生から目が逸らせないし、体も離せられない。

　勝手にキスしておいて、ごめんとか。勝手にキスしておいて、我慢の限界とか。挙げ句の果てに、歯止めが利かなかった？

　……身勝手にもほどがある。

　そう思うのに頭の中が混乱して、反論すらできない。

「もう一回していい？」

　愛川先生の腕が私の体に巻き付き、ぎゅっと抱きしめられる。

「返事がないのはオッケーってこと？」

　なにを勝手な解釈をしているの？　オッケーもなにも、息が詰まって話すことができないっていうのに……。それでもなんとか息を吸おうと薄く開いた唇を、再び塞がれてしまった。

「んっ……」

　さっきの触れるだけのキスとは違う激しく深いキスに、頭の中心が痺れる。愛川先生の大きな手で体をゆっくり撫でられると、体中がとろけて腰が砕けそうになってしまった。

　いや、もう立ってられない――。

　足に力が入らなくなって自分から愛川先生にギュッとしがみつくと、重なっていた唇が離れ、愛川先生の甘く濡れた瞳と交わる。と同時に、パスタが茹で上がったことを知らせるタイマーの音がキッチンに鳴り響いた。愛川先生が、名残惜しそうに唇を離す。

「悪い、待ってて」

　愛川先生はそう言って私を抱きかかえ、キッチンの隅においてあるスツールチェアに下ろす。すぐさまコンロに移動して火を消すと、茹で上がったパスタをザルに上げ湯切りはじめる。それをボールに準備されていたソースに加え絡めると、キッチンに濃厚なチーズの香りがふわっと広がった。

「カルボナーラでいい？」

　この匂い……。今さら、いいも悪いもない。もうボールの中にはカルボナーラができている。それにカルボナーラは、私の大好物だ。

「はい」

　小さな声で答えると、愛川先生は「了解」と皿に盛り付け始めた。その姿は、至って普通。少し前にキスをした人とは思えないほど、何事もなかったように動いている。

　あのキスは、なんだったの？

　そっと唇に触れれば、まだ愛川先生の唇の感触がハッキリと残っている。

「ファーストキス」

「え？」

　ふいに言葉を投げかけられ、愛川先生を見上げる。でも先生は、こっちを向いていない。

「男と付き合ったことがないなら、今のがファーストキスだよな？」

　愛川先生の目線は、キッチンに向いたまま。手際よくレタスをちぎりトマトをスライスすると、みるみるうちにサラダが出来上がっていく。それをぼんやり眺めながら、小さく頷いた。

「そう、ですけど」

「けど、なに？」

「そうと分かってて、なんでキスしたんですか？」

　女の子なら誰だって、ファーストキスは大事なもの。それをなんで、愛川先生に奪われなきゃいけないの？

　恋がどんなものなのかよく分かってないけれど、私にだって夢や憧れはある。二十四歳まで経験がなかった、でもだからこそ、もっとロマンチックなところで大好きな人とファーストキスしたかったのに……。

　こんなわけの分からないうちにキスされて喜ぶほど、私はバカじゃない。ふつふつと怒りが湧き上がり、その場にすっくと立ち上がった。

「最初からそのつもりで、私をここへ連れてきたんですか？　だとしたら愛川先生は最低な人です！」

　やっぱりチャラ男だったんだ。いや違う、チャラ男の風上にも置けない。普通のチャラ男に申し訳ない……って、普通のチャラ男とか意味分かんないし！　とにかく、最低最悪、下衆の極み！と言いたいわけで。

「男の人に免疫のない女だからって、なにしてもいいって思ったら大間違いなんだからっ!!」

　愛川先生が医者だろうが年上だろうが、もうそんなこと関係ない。悔しくて悲しくて惨めで、これでもかというくらい大声で叫んだ。

　愛情ではないにしろ一度でも『今の愛川先生の方が好き』とか口走っちゃって、バカみたい。こんな時恋愛ノウハウがないと、こういう事態に陥るのね。

　悔しさに唇を噛むと、力なくスツールチェアに腰を下ろした。すると今まで黙っていた愛川先生が、サラダを混ぜるため両手に持っていたサーバーを、ガチャンッと激しい音を立ててキッチン台に置いた。

「言いたいことはそれだけか？」

　愛川先生の少し刺々しい口調に、体がビクッと跳ねる。

　な、なんなのよ、その言いぐさは！　怒ってる？　なんでキスした張本人の愛川先生が怒ってるの？　怒りたいのは、私の方なのに。

　愛川先生のことを睨みつけていると、ゆっくりと顔をこちらに向けた彼と目線がぶつかった。いつもならすぐに逸らしていた目も、今は負けじと見続ける。

「なにをしてもいいなんて思ってない」

「なら、どうして……」

「蘭子だから、蘭子のファーストキスだから奪った」

　愛川先生の言っている意味が分からず、小首を傾げる。

　私のファーストキスだから？　私のファーストキスに、なにがあるというのだろうか。

　勝手なことを言ってもらっては困る。奪われた方の身にもなってほしい。だいたい、私の気持ちはどうなるの？　ファーストキスは一生に一度しかできないのに……。

　冗談なら、そういうことは言わないで。からかうなら他をあたってよ。泣くもんかとこらえていた涙が、目に溜まっていく。泣き顔を見られたくなくて俯くと、ゆっくりと近づいてきた愛川先生に引き寄せられ、そのまま抱きしめられた。

「勝手だな。でも蘭子のファーストキスを、他の男に奪われるわけにはいかなかった。なあ蘭子、顔を上げてくれないか？」

　ほんとに勝手だ……と思いながらも顔を上げる。どこか釈然としないまま、愛川先生のことを見た。優しく柔らかい目をしている。

「蘭子。前からずっと、お前のことが好きだった」

「え？」

　突然の思いもよらない告白に、目を大きく見開き、口はポカンと開いたまま。みっともない顔になっている自覚はあっても、今の私にはどうすることもできない。

　前からずっと好きだった？

　そんなことを言われても全然ピンとこない。だって私と愛川先生の間には、今までなんの接点もなかった。総合受付で顔を合わすことがあっても、いつも挨拶程度。口腔外科医と受付スタッフ、それ以上でも以下でもない――そう思っていたから。

　でも今、私の瞳に映る愛川先生の真剣な表情は、まんざら嘘を言っているようには見えない。でもだからといって私の同意も得ず、勝手にキスしたことは許されざる行為だ。

「ずっとって、いつからですか？　ちゃんと話してください。私のファーストキスを奪ったことを許すか許さないかは、愛川先生の話を聞いてから決めます」

　何回も言うようだが、ファーストキスを奪われたのだ。私には話を聞く権利がある。今までは一ヶ月お世話になるからと、おとなしく下手に出ていた。けれど……形勢逆転。

　ファーストキスの代償は高いんだから！

　強い意思を持った目で愛川先生を見つめ、彼の体をぐっと押し離した。










５．大切な場所とキスの意味




　腹が減っては戦は出来ぬ……。

　と言わんばかりに、カルボナーラを大口で頬張る。それをすばやく咀そ嚼しゃくすると、お皿にふんわりと盛られた新鮮野菜のサラダに手を伸ばした。

　悔しいけれど、愛川先生の作ってくれたカルボナーラは最高に美味しい。どこかに粗がないかと探ってみたけれど、完璧すぎて文句のつけようがない。野菜サラダも手作りだというレモンのドレッシングが絶品で、彼の料理の腕には悔しいけれど脱帽だ。

「うまいか？」

　愛川先生にそう聞かれて、素直に頷いた。

　ホントはすぐに、愛川先生と話をするつもりだった。でも彼の腕から解放され緊張からも解き放たれた瞬間、私のお腹から「ぐうぅぅぅ～」と奇妙な音が鳴り響き、先に食事をとることになってしまった。

　なにも、このタイミングで鳴らなくても……。

　そう思っても、鳴ってしまったものは今さらどうしようもない。昨日の夜からなにも食べていないことを思い出した私は、カルボナーラの美味しそうな香りの誘惑に負けて、今に至っている。

「愛川先生、もう少し待っててください」

「慌てるな。俺は逃げも隠れもしない、ゆっくり食べればいい」

　愛川先生はもう食べ終わっていて、食後のコーヒーを飲みながら私のことを見ている。

「そんなふうに見られたら、食べにくいんですけど」

「気にするな」

　そう言われても……。

　愛川先生の目を見ると、キスされた時の甘い瞳を思い出して落ち着かなくなってしまう。それでも食欲に勝るものはなくて、用意された料理を全部平らげ手を合わせた。

「ごちそうさまでした。片付けは、私が」

　立ち上がり、食べ終わった食器を重ねる。愛川先生の方の食器に手を伸ばすと、その手をやんわりと握られた。

「片付けは後でいい」

　そのまま手を引かれ、リビングへと連れて行かれた。ちゃんと話してくださいと言ったのは自分の方なのに、唐突すぎてまたドギマギしてしまう。これじゃあ形勢逆転どころじゃない。

　気持ちをしっかり持つのよ、蘭子！

　そう意気込んで愛川先生に立ち向かおうとしたのに、隣に座った彼から発せられた言葉に戦意をなくしてしまった。

「好きだ、蘭子」

　まだ手は愛川先生に繋がれたまま。その手をギュッと握りしめ、切れ長の美しい目を私に向けた。そんな目で見ないでほしい。強く持った心が、ポキッと折れてしまいそう……。

　それでもなんとか歯を食いしばり、愛川先生を見返す。

「それはさっき聞きました。愛川先生は前からずっとと言ったけれど、そんなの信じられません。だって先生は私のこと、なにも知らないじゃないですか」

　それなのに、どうして簡単に好きだって言えるの？

　愛川先生と顔を合わせるのは週に三日ほど、それもほとんどが挨拶だけ。たまに声をかけられても〝高梨さん〟呼ばわりで、私に興味がないのは丸分かり。

　園枝さんも言っていた。『愛川先生は悪い人じゃないけど、女の子には見境ないところがあるから気をつけてよ』って。浅はかだった。もっと慎重になるべきだった。もっと疑うべきだった。

「愛川先生はモテるんですから、私なんかで遊ばなくても……」

　いろんな思いが渦巻いて、嫌味な言葉が出てしまう。

　そんな私を見た愛川先生はため息をつき、握っている手の力を緩めた。

「まあ、そう思われても仕方がないな。でも蘭子のことは、なにも知らないわけじゃない」

「どういう意味ですか？」

　そんなこと信じられないと、疑いの目を向ける。

「病院の中庭から見える、朝の景色っていいよな」

「え……」

　愛川先生は、まさかの言葉に驚いている私をチラッと見て、そのまま話を続けた。

「夜勤明けや早く出勤した日はいつも、あの中庭から景色を眺めていた」

　なんで……。

　愛川先生は私が同じ場所で、景色を見ていることを知っていて話してる？　じゃなければ、いきなりこんな話ができるわけない。

　震えそうな体を抑え、愛川先生を見つめた。

「でもある日。俺の大切な場所を、誰かさんに取られてしまった」

「え？　まさか、それって」

　大きく目を見開く私に、愛川先生はコクリと頷いた。

「そう蘭子、君だ。最初は俺の特等席を奪うなんて、なんて奴だと思ったのは本当。でもすぐに、俺の気持ちは変わった」

　愛川先生は微笑しながらそう言うと、私の髪を一束掴む。それをふわりと耳に掛け、露わになった頬をゆるりと撫でた。体に甘い痺れが走り、体の強張りが解けていく。

「なぜか知りたい？」

　魅惑的な瞳で見つめられ、それはまるで魔法のように私を頷かせてしまう。

「蘭子が幸せそうな顔をしていたから。蘭子も俺と同じことを感じているんだと分かったからだ。それからの俺は、いつも君の姿を目で追うようになっていた」

　そんなこと全然知らなかった。まさか愛川先生に見られていたなんて……。

　言葉を失ったまま見つめていると、愛川先生は話を続ける。

「一度だけだが、俺は蘭子が独り言を呟いているのを聞いてしまった。あれはきっと母親に話しかけていたと思うんだが、覚えているか？」

　そう聞かれて、小さく頷く。私はあそこで、よく母に話を聞いてもらっている。

「いつもは穏やかに微笑んでいる蘭子が、その日は涙を流していた。仕事では気丈な君が涙を流したことに俺はひどく動揺し、同時に蘭子を守りたい、俺が幸せにしたいと強く思うようになった」

　愛川先生の真剣な表情に、目が離せない。彼がどういう人なのか、まだ分からないけれど、きっと嘘は言っていないと思う。中庭からの景色は本当に素晴らしい。四季折々の風景は一日だって同じものを見せてはくれない。いつの頃からかそれが毎日の楽しみになって、それが私の活力となっていった。

　愛川先生も同じだったってこと？　あそこから見る景色から元気をもらっている人が、もうひとりいた。そして私のことを好きになったなんて……。

　胸の奥から不思議な感情が湧き上がってくる。こんなこと初めてで、自分の体が自分のものじゃないみたいだ。

　私を見つめながらゆっくりと近づいてくる愛川先生の顔が、数センチまで迫ってきた。それがなにかを悟った瞬間我に返り、驚いて思わず彼の胸に両手を当ててその体を押し止めた。

「愛川先生の話は分かりました。でもだからってキスの理由にはなりません。私の許可無くキスするなんて犯罪じゃ……」

「じゃあ許可してよ、蘭子」

　愛川先生の顔から、微笑は消えている。もうなにも言わせないとなおも顔を寄せ、綺麗な二重に縁取られた瞳が私を捉えた。痛いほど鼓動が速くて、胸が苦しい。

「……から、かわないで……」

　やっと出た言葉は頼りなく、か細く弱々しい。そんな私を見て愛川先生はほんの少し笑みを浮かべた。

「こんなこと、からかって言えるか。本気だ、蘭子が欲しい。好きだ、愛してる」

　愛川先生が発したとんでもなく甘い言葉に、ゆるゆると体の力が抜けていく。生まれて初めて男性から言われた愛の告白に、これが現実かどうかも分からなくなってしまった。

　私は愛川先生のことを、口腔外科医ということ以外ほとんど知らない。苦手なタイプだし、関わりたくないとずっと思っていた。

　それなのに『好きだ、愛してる』と囁かれ甘やかな目で見つめられると、愛川先生のことが好きなのかどうかもよく分からないのに、キスを許してしまいそうな自分がいた。

「……よく、分からないです」

　自分で自分がよく分からない。絞り出すようにそう言うのが、恋愛経験のない私には精一杯。悔しさに俯くと、体が小刻みに震えだす。

　と、その体が愛川先生の逞しい腕に包まれる。キュッと心地よい強さで抱きくるめられ、自然と身を任せてしまった。

「ごめん……」

　愛川先生のその言葉に顔を上げると、彼の困ったような顔が目に入ってきた。

「まだ当分手に入らないと思っていた蘭子が目の前にいて、ちょっと先走りすぎた。さっき言ったことは本当だけど、蘭子はゆっくり俺を好きになってくれればいい」

　そう言って愛川先生は私の額にチュッとキスをして、もう一度体を抱き寄せた。しばらくそのまま、黙って抱きしめられていた体を、自分からゆっくりと離す。

「考えて……みます」

　そうは言ったものの、なにを考えればいいのか分からない。人を好きになるというのは、考えたって答えが出るものじゃない。いくら私に恋愛経験がないと言っても、それくらいは分かる。

　でも愛川先生のまっすぐな瞳に見つめられたら、ついそう口走ってしまった。

「考える、か。それも悪くないが、考えなくても蘭子は俺のことを好きになる」

　自信満々にそう言う顔は、ニヤリとほくそ笑んでいるように見えた。

「なんですか、それ。愛川先生は、やっぱり愛川先生ですね」

　こういうところは病院で見る愛川先生だと、思わずクスッと笑ってしまった。

「真澄」

「え？」

　突然発せられた言葉に、笑いを止める。

「真澄……愛川先生の名前ですよね。それがなにか？」

「蘭子はいつまで、俺のことを〝愛川先生〟って呼ぶつもりだ？」

　人差し指でツンッと私の頬を突くと、その手で唇を摘む。口調は淡々としているのに、見つめる目は甘く、そして優しい。唇に触れている愛川先生の指がかすかに動くと、体に甘い痺れが走った。

　名前はもちろん、言われなくたって知っている。でもそんな顔で言われたって、どう反応していいのか困る。

「呼ぶつもりもなにも、愛川先生は愛川先生ですよね？　なんで私が、その……あの……」

　真澄……と名前で呼ばなくちゃいけないんだろうか。

「ここは病院じゃない」

「分かってます」

「俺は蘭子の主治医でもない」

「当たり前です」

「だったら今すぐ、真澄と呼んでほしい」

　そう言って見つめる目は、甘さを濃くしている。

　そんないきなり名前を呼んでほしいと言われても……。昨日から一緒にいて、この人にはなにを言っても敵わない……そう思っていたけれど、ここまで来るとさすがにお手上げ。ああ言えばこう言うで、なにを言っても堂々巡り。もうこうなったら「真澄」と彼の名前を呼ぶまで、このやり取りは終わりそうにない。

　そう悟ると、諦めにも似た大きなため息が漏れる。

「そのため息は、名前を呼ぶ気になったってことでいいのか？」

　愛川先生はぷっと噴き出すと、私の頭をくしゃくしゃと撫でた。

「なんでそんな、上から目線なんですか？」

「そんなこと聞くまでもない。どう見たって俺の方が上だろう。住む場所も提供してるわけだし」

「提供って、騙して連れてきたくせに……」

「は？　今なんて……」

　ぐいっと顔を覗き込まれて、慌てて愛川先生の肩を押さえた。

「はいはい、分かりました！　呼びます、呼べばいいんでしょ！　でもだからって、私のことを懐柔したとか思わないでくださいね、真澄さん！」

　呼んだ、呼んでやった。

　たったひと言名前を呼んだだけなのに、やり切った感でいっぱい。その反面恥ずかしさも半端じゃなくて、顔は熱くなるし掌は汗でびっしょりだ。

　でもここで照れた顔をするのは、私の中のちっぽけなプライドが許さない。これでどうだ！と言わんばかりに胸を張り、愛川先生を見据えた。

「まあ『さん』は余分だけど、今日のところはそれでいい。でもこれからは名前で呼ぶように。間違えたらその場ですぐに罰を与えるから、そのつもりで」

「罰……って？」

「そうだなぁ。蘭子からキス、してもらおうか」

　そう言って、愛川先生が指したのは自分の唇。

　それって私から、愛川先生にキスをしろっていうこと？　それはマズい。そんなハードルの高いこと、私からできるわけがない。

「無理！　そんなの無理です！」

　顔の前で手を振り、できないとアピール。

「名前を呼ぶだけだぞ。蘭子は意識しすぎだ」

　意識しすぎだと言われても、私は愛川先生みたいに慣れていない。男の人が目の前にいること自体意識してしまうのに、名前を呼べだなんて……。

「ま、俺は間違えてくれた方がいいけどな」

「ひ、ひどい……」

　頬を膨らまし反抗しようとした、その時、カウンターに置いてあった愛川先生のスマホが鳴り響いた。愛川先生は「悪い」と言って立ち上がり、スマホを手に取る。

「もしもし。ああ、田所。うん、そうか……分かった、すぐ行く」

　電話を切りスマホをズボンのポケットにしまうと、私の方へと目線を向けた。

「急用ができた。ちょっと病院に行ってくる」

「はい。でも田所先生って外科ですよね？　どうして愛川先生を呼ぶんですか？」

　そう言った途端、愛川先生がニヤッと笑った。なぜと思う間もなく先生は私に近づくと、少しかがんで顔を寄せた。

「何度言ったら分かる。俺は愛川先生じゃなく真澄だ」

「あ……」

「はい、罰。時間がない、早くしろ」

　面白がっているようにも見えるが、至って目は真面目。キスをしなきゃ、この場は収まらない雰囲気だ。

　どういう事情かは分からないが、病院では田所先生が愛川先生を待っている。早く行かせるためにも、ここは手っ取り早くキスした方が良さそう……だよね。

　キスなんて、外国では挨拶みたいなもの。勢いでしてしまえば、あっという間に終わってしまう。

　目をギュッと瞑り唇を少しだけ尖らせると、顔を愛川先生へと近づける。と、耳にふっと愛川先生の笑ったような声が聞こえ、後頭部をガシッと抱え込まれた。

「んんっ！」

　軽く合わせるだけのキス……そんなキスを想定していたのに、愛川先生は頭の後ろを抱え込み、もう片方の手で私を体ごと引き寄せた。唇どころか全身までもが密着して、これでは抱き合っているのとなんら変わりない。

　重なっている唇は、何度も角度を変えられて深さを増していく。息を吸う暇を与えられず、頭の中が朦もう朧ろうとしてきた。

　もう限界かも……。

　そう思った瞬間、愛川先生にされるがままになっていた唇が解放され、大きく息を吸い込む。しばらくは頭の中が酸素不足でなにも考えられなかったが、それがもとに戻り始めると急に怒りがこみ上げてきた。

「愛川……じゃなかった。真澄さん！　こんなの話が違います！」

「だな。でも今はマジで時間がない。文句は帰ってから聞く。蘭子は出かけられる支度をしておくように」

　愛川先生はいまだ怒り冷めやらぬ私の頭をぽんと撫でると、「行ってくる」と部屋を出ていってしまった。

「……行ってらっしゃい」

　なんだか、拍子抜けだ。

　またもや勝手なキスをされて怒り心頭だった気持ちは、頭を撫でられたことによって鳴りを潜めた。

「真澄さん、支度しておけって。どこかに行くつもりなのかな」

　ぼそっと呟き立ち上がると、まだ片付けが終わっていないダイニングへ向かった。




　待つこと四時間……。時計は午後の六時を回っている。

　ダイニングとキッチンの片付けは終わり、出かける準備も整った。もう特にすることはない。手持ち無沙汰で真澄さんの帰りを待っていると、玄関のチャイムが鳴った。

「は～い」

　人というのはどうしてチャイムが鳴ると、自分の家でもないのに返事をしてしまうのか。

「奥さんでもないのに」

　ぺろっと舌を出し苦笑すると、玄関へと向かった。待っていた時間が長く退屈だったからか、相手が真澄さんと分かっていても否応なしに気分が上がる。

「待たせて悪かった」

　開口一番、真澄さんはそう言うと、上がり框がまちで待っていた私の体を抱きしめた。彼からほんの少し、病院の消毒の匂いがする。優しく包み込むように抱かれ、その温かさに身を任せた。

　……なんて。彼女でもないのに、甘い気分に浸っている場合じゃない。

「真澄さん。私、どうして抱かれてるんですか？」

「ん？　どうしてって、そんなこと言わないと分からない？」

　頭上から聞こえてきた声と同時に、私を抱きしめている腕の力が強まる。身動きがしにくくなって、顔だけうんうんと頷いてみせた。

「疲れて帰ってきた俺が、蘭子を欲してるから」

　真澄さんはそう言うと、私にもたれるように体重をかけた。

「お、重いです、真澄さん……」

　どちらかと言えば細身の男性だが、身長が百九十センチ近くある真澄さんを支えるのは容易ではない。しばらく頑張ってみたが耐えきれなくなって、体勢が徐々に崩れだすと、抱かれたまま床に倒れ込んだ。

「真澄さん、いい加減にしてください」

　なにを考えているのか、真澄さんはずっと黙ったまま。なおも体を寄せるように抱きしめられて、まったく身動きが取れなくなってしまった。

　でもその時、彼の体の異変に気づく。真澄さん、体が小刻みに震えてる？

「真澄さん？」

　どうしたのかと声をかけたが返事はない。ただ黙って私の体を抱きしめ、時折髪を撫でるとため息にも似た息を吐き出す。

　もしかしたら病院でなにかあったのかも。

　それがなにか、私には分からない。でももしそうであるならば、今私にできること、それは……。

　真澄さんの気持ちが落ち着くまで、このままでいること。私には、そんなことくらいしかできない。

　彼を抱きしめるように腕を回し、その大きな背中をそっと撫でた。子供の頃、母にされたように、ゆっくりと何度も……。




　どのくらいの時間、そうしていたのか。

　真澄さんは腕立て伏せのようにして自分の体を上げると、私のことを真上から見つめる。そっと髪を撫でその手を頬に滑らしながら、ゆっくりと顔を近づけた。

　このパターンは、昼間から何度も経験している。すぐにキスされる――そう気づいたが、なぜか拒否することも抵抗することもできなかった。

　いや、できなかったじゃない。拒否も抵抗もしたくなかった。

　真澄さんが私を欲しているように、私もまた彼を欲していた。どうしてかなんて分からない。でも今はそうしたかった。

　そんな私を見て真澄さんは少し驚いたような顔を見せたが、その目をすぐに優しいものへ変えると唇を重ねた。

　それは病院へ行く前にされたキスとは違い、ほんの一瞬触れるだけの柔らかいキス。唇を離した真澄さんはすぐに、おでことおでこをコツンと合わせると優しく微笑んだ。

　綺麗に整った顔が間近に迫り吐息が鼻を掠めると、キスされるよりもドキドキしてしまう。

「な、なんですか？」

「いや、いつもみたいに怒って離れようとしないし、やけに優しいじゃないかと思って」

「それは……」

　言えない。自分も真澄さんと、キスしたかったなんて。

「医者ではないですけど、私も病院で働く身です。弱ってる人を放ってはおけません」

「弱ってる、俺が？」

「違いますか？　なんとなく、そんな気がして」

　それだけ言うと、真澄さんから目線を逸らす。

　自分でもよく分からない。真澄さんのことを好きかどうかまだハッキリしないのに、なんで真澄さんからのキスを素直に受け入れてしまったのか……。

「弱ってるかもな」

「え？」

「参ってる。こんなこと初めてじゃないのに、何度経験しても慣れない」

　真澄さんは顔を少し歪ませると、力なく微笑んだ。

　なにが？と聞くことは簡単だ。でも今は、あえて聞かなかった。真澄さんは言いたいことや聞いてもらいたいことがあるなら自分から話す、そういう人だと思う。

　聞くことはいつだってできる。真澄さんが話したくなったら聞いてあげる、それが一番いいと思ったから……。

　私は真澄さんの下からするりと抜け出すと、その場にしゃがんで真澄さんと目線を合わせた。

「真澄さん、お腹空きませんか？　なにか食べて、少しでも元気出しましょ」

　嫌なことがあった時、ツラいことがあった時、病気の時、どんな時でも食べることで少しでも元気が出れば、生きていく糧かてになる。

　真澄さんと一緒に立ち上がり困ったような顔をする彼に笑顔を見せると、キッチンへ行くためにクルッと回れ右をした。

　あ、でもさっき冷蔵庫の中を見たら、大したものは残っていなかったような。だったら買い物に連れて行ってもらうべき？

　もう一度クルッと回り、真澄さんを見上げた。

「あの……」

「なにか作ろうと思ってるだろ。でも今日はいい。もうこんな時間だし、外食で済まそう」

「でも真澄さん、外食は苦手って」

　だから自炊派だと言っていた。だったらまだスーパーも開いているし、簡単なものでも作った方がいいだろうと思ったのに。

　真澄さんは当たり前のように私の手を取ると、玄関へと歩きだす。

「たしかに外食は苦手だ。でも相手によっては別だ」

　それは暗に、私となら行ってもいいと言っているのだろうか。

　前を向いていて、その表情は窺えない。真澄さんの意図が分からないが、そうだとしたらちょっと嬉しいかも。

　ふと湧いた感情に戸惑いながらも前を歩く真澄さんを見ると、胸躍らせる私がいた。










６．嫌よ嫌よも好きのうち




　真澄さんのスタイリッシュな黒のスポーツカーで連れて行かれたのは、その車にはそぐわない古びた定食屋。勝手に思っていた真澄さんのイメージとは違っていて、少し拍子抜けだ。

　だからといって嫌なわけではない。私としては嬉しいぐらいで、気も使わなくていいしありがたいけれど……。

「どうした？」

　店の中に入り席につくと、私の視線に気づいた真澄さんが怪訝な顔をした。

「真澄さんは、もっと洒落た店で食事する人だと思ってました」

「蘭子は俺のことを、どんな人間だと思ってるわけ？」

　片肘ついてかったるそうにそう聞かれ、少し考える。

「そうですねぇ。綺麗な女性を連れて、お洒落な街でウインドーショッピングして。人気のお店で食事してから、ホテルの最上階のラウンジで綺麗な夜景を見ながら美味しいワインをふたりで傾ける？とかでしょうか」

「なんだ、それ。まあそういうのも悪くはないが、それは特別な人と過ごすプランだな」

　世間一般ならそうなんだろうが、病院での真澄さんを見ているとそんなプランが浮かんできてしまった。

　でもそういうことなら、今晩は特別じゃない――ということだろうか。

　まあ別に、どっちでもいいけど。でもこのチクリと感じる、胸の痛みはなんなんだろう。胸元を押さえると、浅く息を吐く。

「なあ蘭子」

　真澄さんの呼びかけに、下げていた目線を上げる。

「じゃあ私は特別じゃないの？とか勘違いするなよ。蘭子は俺にとって、間違いなく特別な女だからな」

　どうやら私の心は、勝手に読まれていたらしい。真澄さんは淡々とそう言い、ニヤリと笑ってみせた。

「べ、別に、勘違いなんかしてないです……」

　心を読まれたことへの恥ずかしさと、特別な女と言われた嬉しさ。ふたつの異なった気持ちが胸の中でぶつかって、なんだか複雑な気分。目の前に座っている真澄さんはまだ笑っていて、随分と楽しそうだ。

　もしかして、からかわれている？

　今思えば、ずっとそう。真澄さんの言動に一喜一憂して、振り回されっぱなし。なんだか面白くない。

「どうした？」

　真澄さんは、変わらず高姿勢だ。

「私のこと、からかってますよね？」

「いや、からかってない」

「じゃあ、子供扱いですか？」

　痛い。分かっていたことだけれど、自分で言って胸が痛い。

　真澄さんは頬杖をつき呆れたように息を吐く。そして私の顔をまじまじと見つめた。

「ああ、子供を子供扱いしてなにか悪いことでもあるのか？」

　まさかそんなハッキリ〝子供〟と言われるなんて思っていなかったから、ぽかんと口を開け呆然としてしまう。

「ふ、普通そういうこと、面と向かって言います？」

「じゃあなにか、蘭子は大人だって言いたいのか？　まだ男と付き合ったこともないのに」

「そういうことを言ってるんじゃなくて！」

　この人はなにを言っているの？　私は色恋のことじゃなくて、年齢とか経験とかそういうことを言っているだけなのに。真澄さんは、なんて意地悪なんだ。

「お待たせしました」

　まだ話の途中なのに、タイミングがいいのか悪いのか、注文した生姜焼き定食と唐揚げ定食が運ばれてきてしまう。

「い、いただきます！」

　私は注文した唐揚げをかぶりつき、むしゃむしゃと大口開けて食べ始めた。こういうところが子供と言われる理由なんだと分かっていても、真澄さんの言葉につい過剰反応してしまう。

　ダメだな、私って……。

「蘭子」

　名前を呼ばれ唐揚げを咥えたまま顔を上げる。と、テーブルの向こうから真澄さんが手を伸ばし、私の頭をクシャッと撫でた。

「心配するな。すぐに蘭子を大人の女にしてやる」

　まさかの言葉に驚き、咥えていた唐揚げが口から落ちる。綺麗な目にまっすぐ見つめられて、鼓動が速くなってドキドキが止まらない。

「な、なに言ってるんですか。真澄さんったら、あは、あはははは……」

　冗談も大概にしてもらいたい。大人の女にしてやる？　そんなこと言って、私が「はい、お願いします」と言うとでも思っているの？　ホント、おかしなことを言う人だ。

　真澄さんを放っておいて落ちた唐揚げを頬張ると、手元に影ができて何事かと顔を上げた。

「よっ、おふたりさん」

「えぇ!?　先生、どうしてここに？」

　そこに立っていたのは外科の田所先生。想定外の人の登場に慌てた私は、食べていた唐揚げを再度ポロッと落としてしまう。

「蘭子、また落ちたぞ」

　そんなこと、言われなくても分かってます。そんなことより、この危機的状況はどうするの？

　田所先生は、私の事情をなにも知らない。そんな先生が私と真澄さんが一緒にいるところを見れば、勘違いするに決まっている。どうするの、真澄さん!?

　必死に目で訴えても、真澄さんは気づかないのか少しの変化もない。ふたりでいるところを見られたというのに、どうしてそんなに平然としていられるのだろうか。

　真澄さんはそんな私の心を知ってか知らずか、軽く手を上げ田所先生と挨拶を交わしている。

「真司、遅かったな」

「悪い。あの後、急患が入ってさ」

　田所先生はそう言いながら真澄さんの隣に座り、私の顔を見てニッコリと笑った。

「高梨さん、こんばんは。今夜も冷えるね」

「こ、こんばんは……」

　この展開についていけない私は、呆然とするばかり。

　その間も目の前のふたりは何事もなく会話を続け、しばらくすると田所先生が注文したアジフライ定食が運ばれてきた。

「真司。お前はいつもアジフライ定食だな」

「そういうお前も、生姜焼きじゃないか」

　同期で親友。ふたりの関係は以前から知っていたが、ここまで仲が良かったとは。

　箸を持ったままボーッとふたりのやり取りを見ていると、その視線に気づいた真澄さんが私の空いている方の手を取った。

「蘭子、食べないのか？」

　ハッと我に返り大きく首を横に振ると、持っていた箸を下ろした。

「食べる食べないじゃなくて、この状況がうまく飲み込めなくて。真澄さん、いいんですか？」

「なにが？」

「私と一緒にいるところを、田所先生に見られても」

　田所先生はいい人だ。陰で不必要な話をするような人ではない。それは分かっているけれど……。

「別に構わない。それに、真司をここに呼んだのは俺だ」

「俺……」

　そう言えば真澄さんは、田所先生が来た時「遅かったな」と言っていた。それは来ることが分かっていた前提の言葉だ。

　ということは……。

「田所先生は、私が愛川先生のところで暮らしているのを知ってるってことですか？」

「当たり前だろう」

　真澄さんは偉そうにそう言うと、湯呑のお茶を飲み干す。

「高梨さんも物好きだね、真澄と同棲するなんて」

　ど、同棲っ!?

　飲んでいた味噌汁を噴き出しそうになって、慌てて口を押さえた。

「ちょ、ちょっと真澄さん！　同棲って、どういうことですか！」

　田所先生が私の顔を見てずっとニヤニヤしてるから、なにかおかしいと思っていたけれど。まさか私と真澄さんが、同棲していることになっているなんて。

「ちゃんと説明してください！」

「そんなの決まってるだろ。一緒のベッドで寝てるんだ、同棲以外になにがある」

「ど、どうしてそうなるんですか？　一緒に寝てるのだって布団がないからで、しょうがなくと言うか、強制的に寝てるだけでしょ！」

「強制的とか人聞きの悪いことを言うな。合理的と言え」

「合理的？」

　ひとつのベッドで一緒に寝ることの、どこが合理的というのか。

「もう一組布団はいらないし、肌と肌が触れ合っていれば思った以上に暖かい。無駄がないだろう」

「肌と肌……」

　よくもまあ、そんな誤解を生むようなことを言えたものだ。これではさすがの田所先生でも誤解するに決まって……。

「やっぱり……」

　田所先生を見れば、さっきまでにも増してニヤついた顔で真澄さんと私を交互に見ている。

「田所先生、これには深いわけがありまして」

「うん、知ってる。住んでいたアパートが火事にあって、それを機に一緒に住むことにしたんでしょ？」

「それを機にって、どういう意味ですか？」

「真澄から高梨さんと付き合ってるって聞いたけど、違うの？」

「真澄さんっ!!」

　店内に人がいることも忘れ大声を出す私を見て、真澄さんは少し驚いた顔を見せた。

「田所先生に、いい加減なこと言わないでください！」

「先手必勝だ。どうせ近い未来にそうなるんだから、いい加減でもなんでもない。それに」

　真澄さんはそう言って、ニヤリと片方の口角を上げた。この顔を見ると、嫌な予感しかしない。助けを求めるように田所先生を見たが、彼は両方の掌を上に向け、お手上げと肩をすぼめている。

　観念しろと真澄さんの瞳が私を捉える。と、ゆっくりと手を伸ばし、擦るように頬に触れた。

「蘭子はもう、俺のことが好きなんだろ？」

　まるで呪文のような甘い言葉は、私の脳を麻痺させて思考を鈍らせていく。

　もしかして好きなのかも……ぼんやりと真澄さんを見つめ、それを肯定するように首を縦に振ろうとした、瞬間。

　田所先生がゴホンとわざとらしい咳をしてみせ、一瞬で呪縛が解かれる。自分を取り戻した私は頬に触れている真澄さんの手を払いのけ、彼を睨みつけた。

「好きじゃないです。いやもう、どちらかと言えば嫌いだし。勝手なこと言うのやめてください！」

　一気にまくしたてコップの水を飲み干すと、気持ちを落ち着かせるために深呼吸をした。

「まあまあ高梨さん、ちょっと落ち着いて」

「落ち着いて？　田所先生、私は冷静ですけど？」

　田所先生は関係ないのに、つい睨みを利かせてしまう。

「参ったなぁ。おい真澄、いつものお前らしくないんじゃないか？」

「なにを言ってる、俺はいつもどおりだ。先手必勝のなにが悪い。蘭子のことが誰よりも好きなだけだろ」

　勝手なことばかりで、意味が分からない。田所先生も同じ気持ちだったみたいで、呆れたように肩を落とすと苦笑してみせた。

「はいはい、真澄の気持ちは分かったよ。まあそういうことなんで、ここはひとつ高梨さん。こんな奴だけど、真澄のことよろしくね」

　田所先生は私の肩を、ポンポンと叩いた。

　そんな簡単に、よろしくなんて言わないでほしい。私の気持ちは？　どうして私だけがおみくじの凶を引いたみたいに、こんな厄介な真澄さんと付き合わないといけないの？

　そう思ってはいても、真澄さんのところで暮らすしかないことは紛れもない事実で。目の前で生姜焼きを美味しそうに食べている真澄さんを見て、諦めのため息をついた。




「ごちそうさまでした」

　定食屋を出て真澄さんにお礼を言っていると、自分の愛車にもたれてこっちを見ている田所先生と目が合う。彼はゆっくり手を上げ、おいでと私を呼んだ。なんだろうと思いつつ田所先生のそばまで行くと、彼は私の耳元に顔を寄せた。

「あいつ、いろいろと大変な身の上でところどころ難ありだけど、本当にいい奴だから。安心して、俺が保証する」

　じゃあねと手を振り車に乗り込んだ田所先生を見送ると、真澄さんのところへ駆け寄った。

「真司になにを言われた？」

「今度また一緒に食事しようって」

　咄嗟に、嘘をついてしまう。嘘も方便だ。

「ふたりきりで行くなよ」

「さあ、どうでしょう」

　したり顔でそう言い返すと、真澄さんに思いっきり両手で顔を挟まれた。

「なんだと？　もういっぺん言ってみろ」

「うぐっ、うぐぐ……」

　もういっぺん言ってみろって言うから言い返そうと思ったのに、顔を両手で挟まれていてはなにも話せない。なんとか手を離させようと顔を振ってみるが、今まで以上に強い力で顔をホールドされ、あろうことかそのまま駐車場でキスされてしまう。

「……んっ」

　それはすぐに深さを増し、きつく吸い上げられる。ぐっと足を踏ん張って、力任せに真澄さんを押し退ける。と、不服そうな顔をした彼の目とぶつかった。

「もう！　所かまわずキスするの、やめてください！」

「蘭子は俺のものだ。どこでキスしようと俺の勝手だろ」

「そういうことじゃなくって、ここ外ですよ？」

「だから？」

「だからって。誰かに見られでもしたら、恥ずかしいじゃないですか！」

　定食屋は人気の店らしく客が頻繁に出入りしているし、前の大通りは車の往来が激しい。今のところこっちを見ている人はいないけれど、やっぱり外では視線が気になるわけで。って言うか、そもそもなんでキスするの？

　昼間から幾度となくキスされて、私も多少麻痺？しているみたいだけど。キスしていいなんて、ひと言も言っていない。

「寒いです。さっさと帰りましょう」

「分かった。外じゃなければキスできるしな」

「遠慮しておきます」

　肩に置かれた真澄さんの手をほどき、車のドアを開け助手席に乗り込む。

　田所先生の嘘つき。この人のどこが安心なのよ。ところどころ難ありじゃなくて、どこもかしこも難だらけで、私の手には負えそうもない。

「先が思いやられるよ」

　ボソッと呟いた言葉は、カーステレオの音にかき消された。










７．素直になるのは難しい




　二日後の、月曜日の朝。

「ふわぁぁぁ～」

　出勤してから何度目かのあくびをすると、乙葉さんが私の肩を叩いた。

「寝不足？　蘭子にしては珍しいね。なにかあった？」

　乙葉さんがそう言うのも無理はない。

　趣味もない、彼氏もいない、特に仲のいい友達もいない。ないない尽くしの私は、仕事が終わればまっすぐアパートに帰り、掃除洗濯食事を済ませ、お風呂に入ったら即布団に潜り込んで寝る。寝不足とは無縁の生活をしていたわけで。それを知っている乙葉さんにしてみれば、どうしてと首をひねるのも納得だ。

「すみません。ちょっと寝床を変えたら、寝付きが悪くなっちゃって」

　嘘じゃない。好きで変えたわけじゃないが、布団からベッドへ、もれなく真澄さん付き。まだ一緒に暮らして三日目では慣れなくて、いまだ寝不足状態だ。

　このことを誰かに話せば少しは楽になるのかもしれないけれど、真澄さんとのことは誰にも話すわけにはいかない。特に乙葉さんには絶対に話せない。話せばどんな目に合うのか……。想像しただけで怖い。

　そして怖いのは、もうひとつ。

　真澄さんのマンションは愛華総合病院と私のアパートがある町の隣町にあって、自転車で通うのは無理だがバス一本で行くことができる。だから私は、始発のバスに乗って通勤しようと思っていた。

　それなのに真澄さんは、「同じところに行くのに、どうして車に乗っていかない。俺は蘭子と一緒に行きたいんだ」の一点張り。なにを言ったって聞く耳を持たず、のらりくらりとかわされ、根負けした私は真澄さんの車に乗って出勤することを仕方なく承諾。

「病院の手前、誰も人がいないところで降ろしてください」

「どうして？」

「どうしてって。そんなの病院の誰かに見られでもしたら、困るじゃないですか」

「困るのか？」

「困ります！　真澄さん、自分がどれだけ人気者なのか分かってないんですか？」

「朝からキャーキャー言われてるな」

　こんなやり取りを数分間。やっとのことで降ろしてもらい、今に至っている。

「寝床変えたって、ベッドでも買ったの？」

「え？」

　ベッドという単語にすかさず反応してしまい、目があっちこっちへと泳いでしまう。

「なによ、そんなに動揺しちゃって。さては、男でもできた？」

　乙葉さんは顔を近づけ、疑惑の目で私を見つめた。

「お、男？　乙葉さん、なに言っちゃってるんですか？　私に男？　ないない、ないですよ～。そんな人がいたら、真っ先に乙葉さんに話してますって。私が嘘言ってるように見えます？　こんな純粋な目してるんですよ」

　うん。私にしては、うまくごまかせたんじゃない？

　そう思っていたのに、乙葉さんは疑いの目を濃くして私を見ている。

「蘭子が饒じょう舌ぜつになる時はなにか隠しごとがある時だって、私が知らないとでも思ってるの？」

「か、隠しごと？　ななな、なんのことでしょうか？」

　せっかくうまくいったと思ったのに、乙葉さんに迫られて動揺丸見え。これじゃあ男ができましたと言っているようなものだ。

　慌てる私を見て乙葉さんはしたり顔をしているし、これはもう背水の陣。このままでは真澄さんのことを、洗いざらい喋らされてしまうのは時間の問題だろう。

　乙葉さんに睨まれ逃げ場を失いマゴマゴしていると、例のごとくロビーが騒がしくなる。

「おはようございます」

　真澄さんがいつものプリンススマイルで現れて、同時に乙葉さんの意識が彼へと向けられた。

「今朝もプリンスは見目麗しいよね～」

　助かった。真澄さん、グッドタイミング！

　乙葉さんが真澄さんに気を取られている、その隙に――。

　コソッとその場を離れると総合受付の裏に行き、入退院支援センターへ向かった。

　今日の私はヘルプとして、入退院支援センターに入ることになっている。乙葉さんとは昼まで顔を合わすことはなさそうだが、なんだか気が重い。

「男ができた……か」

　真澄さんとは一緒に暮らしているが、彼氏ではない。好きだと告白されただけで、私の気持ちはまだ……。

「よく分かんないんだよね」

　そう。一緒に暮らす前の『チャラ男と関わりを持ちたくない』と思っていた気持ちは、もうとっくに消えている。いちいち面倒くさいし手に負えないことも多々あるけれど、悪い人でもない。

　俺様とまでは言わないけれど、いつも上から目線。でも大事にされている感も半端じゃなくて、少し、ほんの少しだけ居心地がいいのも事実で。

「でも三日で好きになるなんてこと、あるわけな……うっ!?」

　俯き加減で歩いていて、なにかにぶつかってしまった。「すみません」と顔を上げれば、そこに立っていたのは……。

「真澄さん！」

　急な出現に思わず名前を呼んでしまい、慌てて辺りを見渡す。

　よかった、誰もいない。何事もなかったかのように、真澄さんにペコリと頭を下げる。「失礼します」と横を通り過ぎようとした私の右腕は彼にがっちり掴まれ、大きな体に阻まれてしまう。

「真澄さん、離してください」

　バックヤードとは言え、ここは誰が来るか分からない病院内。こんなところを愛川先生ラブの新人たちにでも見られたら、厄介なことになるに違いない。

　ここにいたらマズいよね。仕方ない……。

　なにも言わず空いている方の手で彼の腕を掴み無理やり引っ張ると、物品庫にその大きな体を押し込む。もう一度誰もいないか確認しながら、ゆっくりドアをしめた。

「こんなところに連れ込むなんて、蘭子って意外と積極的なんだな」

「こんな時に冗談言わないでください。真澄さん、なにしに来たんですか？」

　私たち受付スタッフは当たり前のように行き来する場所だが、基本先生たちが立ち入るところではない。そんな場所にわざわざ来るなんて……。

「受付カウンターに蘭子がいなかったから、探しに来た」

「探しにって、なにか用事でも？」

　少し前まで一緒にいたというのに、なにがあるというのだろう。

　ん？っと首を傾げると、真澄さんは私と逆方向に首を傾げ、そのまま顔を寄せる。当たり前のように唇が触れ、「し忘れた」と真澄さんが至近距離でニヤリと笑った。

「真澄さん！」

「声が大きい。ここにいることがバレたら、マズいんだろ？」

　声を大きくさせてるのは真澄さん、あなたでしょ！

　そう叫びたいのをなんとかこらえる。

「今日は何時に上がれる？　あ、いい。帰り支度ができたら連絡して。今日はたぶん、一緒に帰れると思うから。じゃあ」

　真澄さんは満足そうな顔で勝手なことを言うと、軽く手を振って物品庫から出ていった。ひとり取り残された私はと言えば、真澄さんが出ていった扉を呆然と見つめるしかなくて。

「これじゃあ完全に、真澄さんのペースじゃない……」

　力なく壁にもたれて、唇にそっと手を伸ばす。

　軽く触れただけのキスなのに、その瞬間を思い出すと胸がしめ付けられて苦しくなる。なんなのよ、これ――。

　また勝手にキスされて腹が立っているというのに、頭の中に浮かぶのはニヤリと笑った真澄さんの顔ばかり。

「もう！　仕事仕事！」

　ぶるぶると首を大きく横に振り、頭の中に居座る邪魔者を吹き飛ばす。大きく深呼吸すると、息を整え物品庫をあとにした。




「では、入院に関するご説明をさせていただきますね」

　面談用の机の上に入院の手引きや必要書類を並べると、ひとつひとつ丁寧に話を進める。

　入院というものは、患者自身はもちろん、そのご家族にとっても不安なもの。それが初めての入院とならば尚さらだ。そんな心の不安を少しでも取りのぞけるよう細心の注意を払うのも、私たち受付スタッフの大事な仕事。

　面談相手の話も聞きながらひと通りの説明を終えると、書類等を封筒に入れる。それを患者に手渡し、にこりと微笑んだ。

　どんな時でも笑顔。これ、園枝さんの教えで基本。

「こちらからの説明は以上になります。もし心配なことがあれば、いつでもお気軽にご相談ください。また担当の科で必要なものがある時は、予め担当医師または看護師から説明があると思いますので」

　入院日時は後日、入退院支援センターから電話で連絡することを伝えると、患者とご家族を見送った。

「お疲れ様。午前の仕事はそろそろ終わりそう？」

　ホッとしたのもつかの間。患者と入れ替わりで乙葉さんがドアからひょっこり顔を出し、やっぱり来たかとガックリ肩を落とす。

　今日のランチ、食べそこねるかも……。引き出しから財布やスマホが入った小さなバッグを出すと、スタッフに声をかけて支援センターを出た。

「お昼、どこ行きますか？」

「そうね。今日は誰にも邪魔されずじっくり話を聞きたいから、外の喫茶店で」

　病院の近所にはいくつかの喫茶店や軽食屋があり、病院スタッフや患者の憩いの場になっている。その中のひとつ【喫茶さつき】は、乙葉さんと私の馴染みの店。あそこなら患者は多いけれど、病院スタッフの来店は少ない。コソコソと話していても、怪しまれることはないと思うけれど。

　乙葉さんは私の前を、ルンルンという言葉がぴったりな足取りで歩いている。反対に私の足取りは……ずっしり重たい。

　なにをどうやって話そうか。きっと乙葉さんにはごまかしが利かないだろう。だったら洗いざらい話して、他言無用と口止めした方がいいのかもしれない。そんなことを考えながら、乙葉さんの後について【喫茶さつき】へ向かった。

「おばちゃん、こんにちは」

　喫茶店のドアを開けると、カランコロンと少し古臭いが心癒やされるベルが鳴る。

「あら～。乙葉ちゃんと蘭子ちゃん、いらっしゃい。いつものカウンターでいい？」

「おばちゃん。今日はちょっと大事な話があるから、奥の席でもいいかな？」

　そう言って乙葉さんがニヤッと笑うと、おばちゃんはなにかを感じ取ったらしく、親指を立てて奥を指す。私は焼きそば、乙葉さんは日替わり定食を頼み、奥の席を陣取った。

「さあ蘭子、寝不足の理由を話してもらおうか」

　乙葉さんに刑事のような鋭い目で見据えられ、蛇に睨まれた蛙のように動けなくなる。

「そんな目で見ないでくださいよ。ホント、男なんてできてないですから」

　そうだ、真澄さんはまだ彼氏じゃない。まだ、と言うのもおかしいが、今のところ私にはそのつもりがないのだから。

「分かったから。寝床を変えたっていうのは、どういうことよ」

「それは……」

　このままはぐらかす力量もないし、他にうまい言い訳も浮かばない。仕方なく、三日前の火事の出来事から話し始めた。




「そんなことがあったなら、なんで私に連絡してこなかったのよ、水臭い。で今はどこで暮らしてるの？」

　私の話を聞いた乙葉さんは少し興奮気味にそう言うと、グッと身を近づけた。

「乙葉さん、顔近いですって！　話します、話しますから少し落ち着いてください！」

　彼女の肩を押しもとの位置へ座らせると、乾いた喉を潤おすためにコップの水を飲んだ。

「いいですか、乙葉さん。ここからの話は絶対に他言無用です。もし誰かに話したら、いくら乙葉さんでも許しませんから」

「うん、分かった。女と女の約束ね」

　そう言って差し出された小指に、自分の小指を絡ませる。相手が乙葉さんだけに小指の約束じゃ心許ないけれど、しないよりは幾らかマシというもの。迷った挙げ句、重たい口を開いた。

「愛川先生のところで、お世話になってます」

「は？　愛川先生って、口腔外科の愛川先生？」

「そう。その愛川先生」

　乙葉さんはぽかんと口を開け、かたまっている。

「はい、焼きそばと日替わり定食」

　同時に、注文した料理が運ばれてきて、乙葉さんはそのまま首だけ動かしおばちゃんを見上げる。

「お水、もう一杯ください」

　そう言って出したコップの中には、まだ水がなみなみと入っている。

「おかしな子だねぇ」

　おばちゃんに笑われると、乙葉さんはその視線をまた私に戻した。

「あんたと愛川先生って、付き合ってたの？」

「付き合ってませんよ。乙葉さんも知ってますよね、私が愛川先生を苦手だってこと」

「じゃあなんで、愛川先生のところで暮らしてるのよ」

　それもそうだ。説明不足だったと火事の後に起こったことを事細かく全部話し、乙葉さんの疑問を解消させた。

「偶然ってことね」

「はい。その後、いいところがあるからって言われてついて行ったら、愛川先生のマンションで。時間も時間だし、他に行くところもなくて」

「愛川先生のマンションで暮らすことになった……そういうこと？」

　小刻みに頷くと、やっと焼きそばにありつけた。

「愛川先生って彼女とかいないの？」

「いないみたいですよ。自分で自分のことを誠実だなんて言ってたし。あ、それに、愛川先生、私のことが好きだって……」

　思わず、口が滑ってしまった。

「誰が誰のことを好きだって？」

　乙葉さんの目が大きく見開き、その表情がみるみるうちに変わっていく。

「い、いえ。えっと……」

「なにどぎまぎしてるのよ。良かったじゃない」

　なにがいいのか、さっぱり分からない。

「でも乙葉さん、愛川先生のこと好きなんじゃ……」

　上目遣いにこそっと乙葉さんの顔を見ると、いつの間にか穏やかに笑っている。

「たしかに愛川先生はイケメンだし目の保養にはなるけど、私の好きなタイプじゃないなぁ。それに私、彼氏いるし」

「あ……」

　そうだった。乙葉さんには十歳年上の、素敵な彼がいるんだった。

　乙葉さんに全部話したら、肩の荷が下りたと言うか、少しだけ気持ちが楽になる。こんなことならすぐにでも、メールか電話で話をすればよかった。と、ひとり苦笑する。そんな私を見た乙葉さんが、「ふ～ん」と事ありげに鼻を鳴らした。

「で、蘭子あんたは？」

「ん？」

　焼きそばを頬張ったまま、顔を上げた。

「あんたは愛川先生のこと、どう思ってるのよ？」

「んぐっ!?」

　ニヤリとした目を向けられ、焼きそばを噴き出しそうになる。

「どう思ってるって。私は愛川先生のことが苦手って……」

「それは以前の話でしょ。今のあんた見てると、愛川先生のことが気になるって顔に出てるけど？」

「え？　嘘……」

「動揺しちゃって。もうキスされたとか？」

「もう～、ヤダッ！」

　慌てて顔を隠すが、それこそ後の祭り。

「ビンゴか。恋も知らない純情な蘭子にキスするなんて、さすが愛川先生だねぇ～」

「ほんと嫌。ファーストキスだったのに……」

　ぼそっと呟くと、乙葉さんに大笑いされてしまった。

「なんで笑うんですか？」

　顔を覆っている指の隙間から恨めしい目で見れば、呆れたような乙葉さんの目と合う。

「言うほど、嫌そうに見えないんですけどぉ」

「な、なに言ってるんですか！　ファーストキスですよ？　なんでそれを真澄さんに」

「真澄さんって呼んでるんだ」

「あ……」

　乙葉さんの前だと、どうも調子が狂う。

　さっきまで気にしていたから〝愛川先生〟と言えたのに、気が緩むとすぐこれだ。慣れというのは本当に恐ろしい。

　乙葉さんの興味津々の目をかわし、残っていた焼きそばを口いっぱいに頬張る。それを水で喉の奥に流し込み、小さく息を吐いた。

「よく、分かんないんです。まだ一緒に暮らし始めて三日ですよ？　騙されたようにマンションに連れて行かれた時は腹も立ったし最低なんて思ったけど、今は真澄さんのペースに巻き込まれてもさほど嫌とは思わなくて。彼の言動に一喜一憂してる自分の、この気持ちがなんなのか……」

「自分の気持ちに素直になればいいのよ」

　乙葉さんの優しい言い方に、その言葉の意味を考えてみる。

「恋ってね、そんなに難しいものじゃないと思うの。キスしたいと思ったらキスすればいいし、エッチしたいと思ったら彼を受け入れればいいんじゃない？」

「エ、エッチ!?　そんなこと、しませんよ！」

「でも一緒に寝てるんでしょ？　愛川先生は蘭子のことが好きなんだし、時間の問題だと思うけど」

「そんなもんなんですか？」

「ま、私の場合は男とベッドに入る＝ヤる、だけどね」

　それはそれで、節操がなさすぎるんじゃないだろうか。

　……と心の中で呟く。

「真澄さんに好きって言われたから、気になってるだけってことはないですか？」

「もしそうだとしても、それが恋への入り口……なんだと私は思うけど？　カチコチの頭柔らかくして、もっと簡単に愛川先生との生活を楽しんでみたら？」

「カチコチの頭って……」

　もっと他の言い方はないものか。でも乙葉さんの言葉が胸の奥に染み込んでいくと、スーッと心が軽くなる。

　この先自分の気持ちがどうなるか分からないけれど、乙葉さんの言った通り、真澄さんとの生活を楽しんでみようかな。そうすれば、自ずと答えは出てくる？

「おばちゃん。クリームソーダひとつ！」

　モヤモヤしていたものが消えたら、焼きそばを食べたばかりなのにお腹が空いた。

「あ、私も！　今日は全部、蘭子のおごりだって！」

「えぇ!?　もう、しょうがないなぁ」

「蘭子、スッキリした顔してる。持つべきものは、頼りになる先輩でしょ？」

　乙葉さんはそう言って腕を伸ばし、私の頭に手を置く。

「まあ、頑張って」

　なにをどう頑張ればいいのかそこはよく分からないけれど、私の未来は少し明るくなりそうだ。運ばれてきた緑色のクリームソーダを飲むと心の中が爽やかに弾け、口元が自然とほころんだ。










８．診療室と白衣の先生




　その日の午後はいつもの総合受付カウンターで、予約診療の患者さんの対応。

「受付番号252番の斉さい藤とうさま。斉藤信のぶ子こさま」

　患者さんを呼び出すと、診察券を返して診療科への案内をする。見えなくなるまで見送り書類を取りまとめファイルに綴じて、次の業務に取り掛かった。

　――と。急に奥歯に痛みを感じて、右頬を押さえた。

「どうしたの？」

　そんな私にすぐ気づいた園枝さんが、心配そうな顔を見せる。

「奥歯が痛くて。お昼にクリームソーダ飲んだからかな」

「なにちんぷんかんぷんなこと言ってるの。それ、親知らずじゃない？　ひどくなる前に見てもらった方がいいわよ。ちょっと待ってて」

　園枝さんはそう言って立ち上がり、バックヤードに入っていく。痛み止めでも持ってきてくれるのかしら？　右頬を押さえたまま書類に目を落としていると、書類に被せるように一枚の紙がすっと割り込んできた。

「今日は忙しくないし、すぐに診てもらいなさい」

「受診票……」

　いつの間に用意したのか、歯科口腔外科の受診が予約されている。これはマズい。

「そんな、勤務時間中ですし、また今度……」

「ダメ。あなたはそう言って、自分のことはなんでも先延ばしにするでしょ。これは上司命令、さっさと行きなさい」

　仁王立ちした園枝さんには、誰も敵わない。近くにいる他のスタッフも、みんな笑っている。

「……分かりました」

　仕方なく立ち上がると受診票を持って、重くなった足を引きずりながら歯科口腔外科へ向かった。

　歯科口腔外科は同じ棟の四階にある。エレベーターで四階まで上がると、何度もため息をつきながら待合室の前で足を止めた。科の受付には誰もいない。

「すみません、総合受付の高梨ですけど」

　歯科受付で声をかける。すると、いくつもある診療スペースのひとつ、二番のカーテンが開く。中から少しふくよかな看護師さんが出てきた。

「はいはい、高梨さんね。時田さんから聞いてますよ。え～と、七番に入って待っててくださいね」

「七番。あ、あの、どの先生が診てくれるか分かりますか？」

「ええ、分かるわよ。愛川先生」

　もしやと思っていたが、まさか真澄さんだなんて……。

「あなたラッキーね。愛川先生に診てもらえるなんて」

　うふふ――と笑って、ふくよかな看護師さんは、また二番へと戻っていった。

　アンラッキーの間違いでしょ……。

　憂鬱な気持ちでトボトボと歩き、オープンスペースになっている診療室内の一番奥にある七番の診療室に入った。まだ真澄さんの姿はどこにもない。

　初めて入る口腔外科の診療室をキョロキョロと見回す。見たことがない器具を覗き込んでいると、後ろから聞こえたカーテンの開く音に振り返った。

「高梨さん、お待たせ。はい、そこの椅子に腰掛けてね」

　白衣を着た病院バージョンの真澄さんに、しばし思考が停止する。

　うぅ……カッコいいじゃない。

　彼の白衣姿を見たのは初めてじゃない。でも診療室での姿を見るのは初めてで、マスクで半分が隠された顔に見つめられると、彼の考えていることがまったく読み取れなくてさらにドキドキを増長させられる。

「さっさと座れ」

　今度はマンションバージョンの真澄さんに低い声で囁かれ、体が小さく跳ねる。慌てて椅子に座った。

「急に痛みだしたんですか？」

「は、はい」

「ちょっと見せてくださいね」

　またもや病院バージョンに戻った真澄さんが、なにやら操作する。するとユニットの椅子がゆっくりと倒れていき仰向け状態になり、真澄さんとの距離がグッと縮まる。真上から見下ろされ、生唾をゴクリと呑み込んだ。

「緊張してるの？」

　潤んでいるような艶のある目で見られるのに耐えられなくなって、自分から目を逸らす。

「な、なんで、真澄さんに緊張しないといけないんですか？」

　ほんの少しの対抗心が働いて、憎まれ口をたたいて強がってみせる。でも真澄さんは、

「はいはい。ま、そういうことにしとくか。じゃあ高梨さん、大きく口を開けてくださいね」

　と相手にもせず、コロコロと人格と表情を変え、治療を始めようとした。

　完全に遊ばれている――。

　そう思っても、ここは彼の独壇場。真澄さんの目の前で寝そべって、まな板の上の鯉状態の私にはなんの抵抗もできない。

「優しくがいい？　それとも手っ取り早く荒療治？」

　そう言って不敵な笑みを浮かべる真澄さんに、恐怖すら覚える。優しくか荒療治かなんて、そんなこと考えるまでもないじゃない。

「優しくで」

　ひと言ピシッと言い放つと、真上からククッと押し殺したような笑い声が降ってきた。

「優しくか。とにかく一度見てみる」

　真澄さんは私の唇の端に指を掛け、クイッと引っ張った。ここは口を大きく開けるのが正解なのだろうが、なかなか開けられずにいた。

　口の中を見られるのが、こんなにも恥ずかしいなんて……。

　ふと昼に、青のりいっぱいの焼きそばを食べたことを思いだす。こんなことなら午後の仕事が始まる前に、歯磨きしとくんだった……。今さらしても遅い後悔を、頭の中で何度も繰り返す。

「早く口開けないとキスするけど、いいのか？」

「キ、キ……」

　キスなんて、いいわけないじゃない！　大きく目を見開き、無言の抗議。

　もしキスの最中に、歯科助手や看護師が入ってきたらどうするのよ！　でも真澄さんのことだ。ここがどこだろうと構わず、確実にキスするに違いない。

　だったら口の中を見られた方がよっぽどマシというもの。仕方がない……。

　見開いていた目をギュッと閉じ、これでもかというくらい大きく口を開けた。

「やればできるじゃないか」

　真澄さんは子供を褒めるように頭を撫で、おもむろに口の中を覗く。

「智歯周囲炎だな」

「智歯、周囲炎？」

　初めて聞く言葉に、首を傾げる。真澄さんはさっき撮ったレントゲン写真を見て、なにかを考えるように顎に手を当てた。

「ここ見てみろ。親知らずが歯茎の中でひとつ手前の歯の根に向かって伸びて、その歯を押している。そのせいで歯肉が炎症を起こし腫れて、痛みを発生させているというわけだ」

「へぇ～」

「へぇ～って蘭子。結構腫れてるんだけど、かなり前から痛かったんじゃないのか？」

「う～ん、よく覚えてないです」

　言われてみれば以前から違和感があったような……。歯を磨く時に痛みを感じる時もあったけれど、特に気にしていなかった。

「おまえなぁ……ったく。もう一回、口開けて」

　今度は素直に口を開く。

「ここも痛いだろ」

「うぅ……っ」

　金属の棒のようなもので歯茎を突かれると、飛び上がりたくなるほどの痛みが走った。

「いたいやないれすか！」

　口を開けたまま話したせいで、おかしな発声になってしまう。

「抜歯だな」

「へ？」

「腫れもひどいし膿も出てる。一度炎症を起こした智歯は、炎症を繰り返すことが多いからな」

　抜歯。それって歯を抜くってことだよね？　まさかいきなり、そんなことになるなんて……。

「智歯が歯茎の中に埋もれてるからな、切開して歯を取り出す」

「切開……」

　頭の中で歯茎を切り開かれる様子が繰り広げられ、考えただけで憂鬱になる。生まれてこの方、虫歯にもなったことがない。小学生の頃には歯科健康優良児で表彰されたこともあるというのに、なんで歯を抜かなくちゃいけないのか。

　急なことに血の気が引く。

「どうした？　不安そうな顔して」

「切開って言われて、不安にならない人はいません！」

　恐怖で歪む顔を、両手で覆う。

「椅子起こすから、一度口をゆすげ」

　ユニットの椅子が上げられ、言われるままに口の中をゆすぎ水を吐き出した。

「心配するな。抜歯は今日じゃない」

「え？　そうなんですか？」

　てっきり今日、抜かれると思っていた。だったらそうと、もっと早く言ってくれればよかったのに。

　安心したからか少し心の中が晴れ、落ち着きを取り戻す。

「炎症を起こしている間は、抜歯できないからな。腫れと痛みが治まった後に抜歯する。そうだなぁ、来週の土曜日はどうだ？」

「はい、大丈夫だと思います」

　アパートも修繕中、真澄さんのところでお世話になっている私には、なんの予定もない。土曜日は予約診療のみだから出勤も月に一度だけ、来週末は私の当番じゃなかったはずだ。

「今日は腫れている歯肉を洗浄して、抗菌薬と鎮痛薬を出しておく。細かい話は、また帰ってからでいいな？」

　コクンと頷き真澄さんを見る。口元はマスクで隠れて分からないけれど、目は笑っている？

　それにしてもイケメンというのは、顔が半分以上隠れていてもイケメンなのね。カッコいいのは、認めるしかなさそうだ。

　ジッと真澄さんの顔を眺めていると、なにかを探っているのか彼の目がスッと細められる。なんとも色っぽさを感じるその目に心拍数が上がりはじめ、慌てて目線を逸らした。

「なに？　仕事してる俺はカッコいいとか？」

「はぁ!?　な、なに言っちゃってるんですか？」

　心を見透かされて、激しく動揺。チラッと真澄さんを見れば、笑いをこらえているのか微妙な表情で私を見ていた。

「素直じゃないよな。まあとにかく、蘭子はなにも心配することない。俺を誰だと思ってる？」

「……口腔外科医」

「違う。優秀な口腔外科医だ」

「そ、そうでしたね」

　もう本気で相手するのも面倒くさい。さっさと退散するのがよさそうだ。シューズを履いて立ち上がり頭を下げる。

「まだ仕事中なので、この辺で失礼します」

「ああ、気をつけて戻れよ」

　真澄さんはマスクを取って、私の頭を撫でる。見慣れた顔なのに、ドキッと心臓が跳ねた。

　誰か来たらどうするのよ……。

　そう思っていても、腹立たしい気持ちは半分。もう半分は……よく分からない。

「い、言われなくても、気をつけて戻りますよ。この場所のことはよく分かってます！」

　毎日来ている通い慣れた病院内だ。気をつけるもなにもない。カゴの中にある小さな手提げを手にすると、今度は深々と頭を下げた。

「お忙しい時に予約もなしで診ていただき、ありがとうございました。このお礼は……」

「いらない」

「え？」

　思いもよらぬ言葉に遮られ、黙ったまま真澄さんを見つめる。

「近いうちに、蘭子をもらうから」

　顔を寄せ耳元で囁かれたのは、想像を遥かに超えた甘い声とセリフ。

　その言葉の意味が分からないほど子供ではない私は、顔が熱くなったのに気づき、「失礼します」とその場から逃げるように診療室をあとにした。




　真澄さんのバカ！　なんなのよ、一体。

　エレベーターに駆け込み一階まで降りると、早足でロビーの奥の中庭へ急ぐ。そこは毎朝私が行く、心落ち着ける場所。早朝じゃないからまだ人はいるが、今はそんなことかまっていられない。

　とにかくこの顔と体の火照りを冷まして、気持ちを落ちつかせなくちゃ。

　周りを気にしながらいつもの場所に立ち、大きく深呼吸をする。早朝と違い冷たく澄んだ空気とまではいかないが、ここから眺める景色はやっぱり申し分ない。

　こんな腹立たしい気持ちじゃなければ、もっと気分良くこの景色を楽しめたのに……。

　いつまでたっても静まらない心を落ち着かせるために、ゆっくり目を閉じる。頭の中を無にしてなにも考えない……そう思っていたのに、マスクを取った真澄さんの顔が浮かんできて、諦めるように肩を落とした。




　やっぱり私、真澄さんのことが好きみたい。

　白衣を着て治療をしている姿は、れっきとした口腔外科医で。心配するなと言われて安心できたのは、他の誰でもない真澄さんだったから。彼の本当の姿に触れて彼の本心を知り、私の『もしかしたら』と思っていた気持ちは、確信へと変わりはじめている。

「蘭子！」

　と、その時。乙葉さんの声がして、その方向に振り向く。

「どうしたの？　口腔外科でなにかあった？」

　園枝さんに聞いたのか、乙葉さんは心配そうに私を見つめた。

「あ！　もしかして、愛川先生になにかされたとか？」

「乙葉さん、声が大きい」

　慌てて乙葉さんの口を手で覆い、もう片方の手でシーッと人差し指を立ててみせた。同時に周りを確認してみたが、誰も聞いていなかったようでホッと胸をなでおろす。

「なにかされたって、なにされるっていうんですか？」

　キスされそうになって危なかったけど……。さすがにそうは言えず、笑ってごまかす。

「愛川先生じゃなかったの？」

「愛川先生でしたよ。でもさすがに病院内じゃ、手出しできないでしょ？」

　彼なら所かまわず、いろいろしてくるだろうけれど……とも言えず、今度は苦笑してみせた。

「じゃあなんで、そんな微妙な顔してるのよ？」

　微妙な顔って……。他の言い方はなかったのかと、心の中でボヤく。

「微妙な顔は生まれつきです。奥歯の痛みの原因は親知らずの炎症で、状態が良くないから来週の土曜日に抜歯することになって」

「だから、その顔なのね。蘭子のことが大好きな愛川先生だもの、治療だけで済むのかどうか」

　乙葉さんは耳元でそう言うと、ニカッと笑顔を見せた。

「それ、どういう意味ですか？」

「やっだー！　そんなこと、ここで言えるわけないじゃない!!」

　そう言いながら私の背中をバシバシ叩く乙葉さんはかなり興奮していて、その声がロビーに響き渡る。

「乙葉さん！　園枝さんに怒られますよ！」

　彼女の腕を引っ張りながら歩きスタッフ専用のドアを開け、グイッと奥へ押し込んだ。

「もう午後の診察も始まってて、患者さんいるんですから」

「ごめん、ごめん。ちょっと想像しちゃってね」

「想像ってなにをですか？」

「ほら、恋愛小説なんかでよくあるじゃない。病院内で先生とイチャイチャ……むふふ」

　乙葉さんの下品な笑い方を見てピンときた私は、彼女の頬をキュッと摘んでひねった。

「ひ、ひぃたい……」

　乙葉さんの声にならない声に、ふふっと笑いがこみ上げる。

「乙葉さん、現実に戻ってきてくださーい。ここは小説の中でもおとぎ話でもありませんよー」

　摘んでいた指を離し、その頬を擦る。

「とにかく愛川先生のことは、内緒でお願いしますね。乙葉さん」

　そう言ってもう一度念押しすると、乙葉さんは小さく身を縮ませた。

「分かってるって。私も面倒事に巻き込まれるのはゴメンだし。だけど、困ったことがあったら、いつでも相談するのよ。分かった？」

「はい、ありがとうございます」

　ふとランチの時、乙葉さんに言われた『持つべきものは、頼りになる先輩でしょ？』の言葉を思い出して、心の中が少し軽くなった。




「終わったぁ」

　保険確認や患者さんへの診療情報提供、駐車料金減額の処理をしたり電話や患者さんへの対応をしたりと、午後の忙しい時間も終わりが近づく。時刻は午後の六時半。

　今日は最後の患者さんの診療が長引いて残業になったけれど、この時間なら許容範囲。デスクの上を片付け引き出しから小さなバッグを取り出し、ロッカールームへと向かった。

「蘭子、お疲れ～」

　先にロッカールームに来ていた乙葉さんは化粧をし直し、素敵な女性へと変貌を遂げていた。事務服を着ていた時の乙葉さんとは別人のようだ。

「彼氏さんとデートですか？」

「もちろんでしょ。来週はもうクリスマスだよ。デートしなくてどうするの？」

　その理論はまったく分からないけれど、来週はクリスマスなのかと小さくため息をつく。

「蘭子ちゃんは、なんでため息なんかついてるのかな～」

　無防備な私の頬を、乙葉さんが指でつつく。

「なんでって……」

　分かってるくせにそんなこと聞くなんて、乙葉さんのイジワル。

　昨年までのクリスマスは、私にはなんの関係もないイベントだった。特になにをするわけでもなく、気が向いた時だけコンビニスイーツを買いテレビを見ながら過ごすだけ。まあひとりなんだから、当たり前なんだけど……。でも今年は少し事情が違う。

　今年もひとり、おんぼろアパートで過ごすと思っていたクリスマスは、あの超高級マンションで過ごすことになるだろう。たぶん、真澄さんも一緒に。

　彼女はいないと言っていたし、なにしろ彼は私のことを好きと言ってくれている。そんな彼が、クリスマスに他の誰かと過ごすとは考えにくい。

「今年はぼっちなクリスマスじゃないのが不安と言うか、どうしたらいいのか分からなくて」

「ぼっちじゃないから楽しいんじゃない。ひとりよりふたり。蘭子も経験すれば、その意味が分かるわよ」

「ひとりよりふたり……」

「もうゴチャゴチャ言ってないで、クリスマスプレゼントくらい用意しておきなさいよ。じゃ、お先に」

　乙葉さんは私の肩をポンポンと叩き、さっそうとロッカールームから出ていった。

「クリスマスプレゼントなんて、なにを買えばいいのよ」

　ボソッと小さく呟いた言葉は、薄ら寒いロッカールームに吸い込まれるように消えていく。

　誰がこんな展開になるなんて想像できただろう。気が重くなり肩を落とすと、おもむろにスマホを手にし真澄さんにメールを送った。




「遅い」

　真澄さんが待っている場所に到着して、車のドアを開けた途端これだ。

「そんなこと言われても、仕事が終わったのが六時半なんですから」

「違う。病院からここまでの時間が掛かりすぎだ」

「ああ……」

　そういうことですか。だって、しょうがないじゃない。生まれつき運動音痴で、ハイハイも歩き始めるのだって遅かった私は、運動会の徒競走や持久走大会でいつもブービー賞ばかり。スポーツはなにをやったってうまくいかなかった。一生懸命走ったのよ。それなのに、「遅い」のひと言で片付けられるのは納得がいかない。

「人間が車に敵うわけないじゃないですか！」

　そういう問題じゃないのは分かっている。でも今は、そんなことでしか真澄さんに対抗できない自分が悲しい。

「物は言いようだな」

　車に乗り込みシートベルトを締めると、真澄さんはそう言ってふっと笑い車を走らせた。

「歯はどうだ？　まだ痛むか？」

　唐突にされた質問に、昼間痛んでいた頬を押さえる。

「もらった薬を飲んだからか、今はほとんど痛みません。ありがとうございました」

「そうか。その様子なら土曜まで大丈夫そうだな。あまり心配させるな、これからはもっと早く言え」

　心配してくれていたのか私の言葉を聞いて、真澄さんは安堵の表情を見せた。でもその顔は至極真面目で、なんだかんだ言っても本物の医者なのだと痛感したと同時に、自分に対する彼の気持ちが嘘ではないと実感する。

「夕飯どうする？　食べられそうか？」

「はい！　お昼ご飯は食べたんですけど、なんか食べた実感が湧かない食事で。お腹空いてるから、なんでも食べれそうです」

「なんだよ、それ。現金な奴だな」

　そう言いながらヒョイッと伸びてきた真澄さんの左手が、私の頭をクシャクシャ撫でる。

　真澄さんってよく私の頭を撫でるけど、癖なのかしら。

　それとも、彼にとっては単なるスキンシップなのかもしれない。でもこんな仕草に慣れてない私は、恥ずかしさを隠すように首をすぼめるしかなかった。

「今晩も冷えるし、鍋にでもするか？」

「鍋？　いいですね。真澄さんは、何鍋が好きなんですか？」

「そうだな。寄せ鍋か水炊きってとこだな。蘭子は？」

「わあ、偶然ですね。私も寄せ鍋と水炊きが大好物なんです。でも鍋ってひとり暮らしだと材料揃えるのが面倒だし、ひとりでお鍋つつくのも寂しくて」

「たしかにな。でもこれからはふたりだ、寂しいのは解消される」

　ふたり――。

　その言葉だけでも十分、私の心を温めてくれる。真澄さんといると、なんか楽しい。不意に湧いた感情に、温められた心が幸せで満たされていく。もしかしたらこれが、乙葉さんが言っていた『生活を楽しむ』というやつなのかもしれない。

「じゃあ今晩は寄せ鍋にするか。足りない材料を買うから、スーパーに寄るぞ」

「はい」

　まるで付き合っている恋人同士のような会話に、私の心は軽やかに弾んだ。










９．バースデーはベッドの上で




　ひとりで暮らしていた時は時間が経つのが遅いように感じていた日々も、真澄さんと暮らし始めると一週間はあっという間に過ぎていく。今日は十二月二十二日の土曜日。

　世間はクリスマスを間近に控えて街もきらびやかに着飾っているというのに、今日の私は相変わらず冴えない。クリスマス前の土曜日だというのに半日仕事。真澄さんも午後から仕事で、私と入れ違いだそうだ。

　久しぶりの、おひとりさま出勤。朝の空気は日に日に冷たくなっていき、毎朝温かい布団から出るのツラい。毛布にくるまるように寝返りを打つと、真澄さんはまだぐっすり夢の中のようだった。

　真澄さんと暮らし始めて一週間。好きだと告白はされたけれど、あれ以降なんの進展もない。『蘭子はゆっくり俺を好きになってくれればいい』と言っていたから、待ってくれているのかもしれないけれど。自分からなにをしていいのか分からない私は、真澄さんのことを好きだと気づき始めてもなにもできないまま、同じような日々を過ごしている。

　普段なら私より先に起きている真澄さんも、今日はゆっくりでいいからか目覚ましをセットせず、まったく起きる気配がない。

　総合病院のお医者さんは忙しそうだし、きっと疲れているのだろう。そんな彼を起こさないように、そろりとベッドから出る。ふわふわのカーディガンを羽織ってから、音を立てないようリビングへと向かった。




　愛華総合病院の土曜日は、一般診療はない。診療予約や検査予約の受付だけを扱っている。平日ほど患者さんの数は多くはないが、面会やお見舞いの人たちも訪れているから、ロビーにはそれなりに人が集まっていた。

「蘭子ちゃん。ちょっと内科に行ってくるから、ここお願いしてもいい？」

「はい、分かりました」

　なにか不備があったのか、内科受付に呼ばれたのだろう。会話もそこそこに園枝さんは走りだすと、あっという間にエレベーターホールへ消えていった。

　今日のシフトは五人体制。土曜日のわりに検査の予約も多く、園枝さんをはじめ中堅どころが出勤している。もちろん乙葉さんも一緒で、顔を合わせては「愛川先生がいなくて残念ね」とからかわれるから、少々面倒くさい。

「ところで、クリスマスプレゼントは決めたの？」

　受付が一段落したのを見計らってか、近づいてきた乙葉さんが私の肩をつつく。

「決まってません。っていうか、そもそもなにを買えばいいのか分からないのに、決まるはずないじゃないですか」

　受付が一段落したとはいえ、まだ勤務中。乙葉さんに顔を寄せ小さな声でそう答えると、彼女は呆れたようにため息をついた。

「そんなことだと思った。今日の午後は空いてる？」

「はい。予定はなにもないですけど」

「じゃあ一緒にクリスマスプレゼントを買いに行くわよ」

「え？　今日ですか？」

「もう二十二日だよ？　今日行かなくて、いつ行くの？」

　ごもっともな言葉に、諦めて頷く。そんな私の姿を見た乙葉さんは満足げに微笑み、椅子を転がし元の位置へと戻っていった。

　クリスマスイブかぁ……。幸か不幸か、その日は普段どおりに仕事。真澄さんはどうか聞いてないけれど、夜は一緒に過ごすことになりそうだ。だとすれば、お世話になっている真澄さんに、クリスマスプレゼントを用意するのは不可欠で。でもひとりでショップに出かけても、プレゼントを決められる自信がない。

　乙葉さんの誘いをありがたく受けることにした私は、残りの仕事を片付けるべくパソコンに向き直った。




　もしかしたら出勤してきた真澄さんと会えるかも――寝ている真澄さんを起こすのが忍びなくて黙ってマンションを出た私は、ウキウキしながらそう思っていたのに、時すでに遅し。

　真澄さんの車は駐車場の定位置に停まっていて、出勤したあとだったかと意気消沈。乙葉さんの車に乗り込み肩を落とすと、運転席からクスクス笑う声が聞こえた。

「残念だったわね。愛川先生に会えなくて」

「な、なに言ってるんですか!?　私そんなこと、ひと言も……」

「顔に書いてあるわよ、会いたかったって」

「嘘……」

　バックミラーを覗き込み、自分の顔を見てみる。当たり前だが、もちろん会いたいなんてどこにも書いてない。「騙された」と呟くと車内に笑い声が響いた。

「もう愛川先生のことが好きだって、認めちゃえばいいのに」

「そんな簡単にはいきません」

　でも心の隅でウズウズしている〝好き〟という気持ちに気づいてしまい、なんとも複雑な気分。恋に落ちたことのない私は、こういう時の対処法を知らない。ひとり悶々としていると、そんな私を見ていた乙葉さんは苦笑し「行くよ」と車を走らせた。




　黄色の可愛い軽自動車で乙葉さんに連れて行かれたのは、病院から一番近い大型ショッピングモール。一番近いと言っても、車で四十分となかなかの距離である。

　その中にあるフードコートで昼食をとり足早に向かったのは、ハイセンスでお洒落な文具や雑貨が揃っているステーショナリーストア。

「新しい年に変わる前だし、これなんかどう？」

　そう言って乙葉さんが勧めてきたのは、本革製のシステム手帳。〝厳選された最高級の本革を使った贅沢な手帳は上司への贈り物にピッタリ〟とポップに書かれている。手帳を持たない私でも、しっかりとした作りや上品な光沢からひと目でいいものだということが分かった。

「日本の職人の手でひとつずつ丹念に作られたものなんだけど、値段もお手頃じゃない？」

「ホントですね」

　私でも手の届く値段に頷くと、その横にあるボールペンが目に入った。

「これも合わせたらどうかな？」

「うん、いいんじゃない。愛川先生、喜ぶと思うよ」

　乙葉さんの言葉を聞いて、トクンと胸が躍る。ふと頭の中に真澄さんの喜ぶ顔が浮かんで、頬が緩んだ。

「嬉しそうな顔しちゃって、蘭子も可愛いとこあるじゃない」

「な、なんですか、それ」

　私が可愛いとか、あるわけない。乙葉さんにからかわれ頬を膨らませると、フンッと彼女に背を向けた。

「これ、買ってきちゃいますね」

　恥ずかしさを隠すようにそのまま駆け出し、レジへ向かう。クリスマスプレゼント用にラッピングをしてもらい、それを抱え乙葉さんのところへと急いだ。

「お待たせしました」

「いいクリスマスプレゼントが買えたわね」

「乙葉さんのおかげです。お礼に、お茶でもごちそうしますよ」

「やった！」

　そう言った乙葉さんに腕を引かれ、モール内で人気のカフェへ向かう。と、途中で鞄の中から着信音が聞こえた。

「ちょっと、すみません」

　乙葉さんにそう告げ、スマホに出る。

「はい、高梨です」

《蘭子、今どこにいる？　マンションか？》

「真澄さん!?　どうしたんですか？　モールで買い物中ですけど」

《そうか、分かった。六時には迎えに行けるから、そこで待ってろ。着いたらメールする》

「えぇ!?　でも真澄さん、帰りは乙葉さんが……真澄さん！　切れちゃった」

　分かっていたことだが、真澄さんは一方的で相変わらず勝手だ。

「愛川先生、なんだって？」

「六時には迎えに行けるから、そこで待ってろって、一方的に切れちゃいました」

　コンコースの中央にある大きな時計の針は、午後四時過ぎを指している。

「まだ二時間も先だし、乙葉さんどうします？」

「愛川先生に挨拶もしたいし、一緒に待つよ」

「挨拶？」

　どうして乙葉さんが、愛川先生に挨拶する必要があるのだろう。うむと考えるが、よく分からない私は小首を傾げた。

「なんか、すみません。お茶したら帰るつもりだったのに、付き合わせてしまって」

「でも、私が一緒にいたら、愛川先生驚くかもしれないね」

「あぁ、たしかに」

　そうだった。

　真澄さんのことだ。私たちのことを乙葉さんに話したと言っても、さほど動じないだろう。けれど、なんとなく言いそびれてしまっていた。

「病院で見る愛川先生と全然違う人ですよ。乙葉さんこそ、驚かないでくださいね」

　一緒にいる乙葉さんを見て、真澄さんは一体どんな顔をするのか。わくわくする気持ちを抑えながら、乙葉さんの腕に自分の腕を絡める。

「さ、時間までカフェでお茶しましょ」

　早く真澄さんに会いたい……乙葉さんの腕を引き、軽やかな足取りでカフェへと急いだ。




　お茶をしてしばらくするとスマホが軽快な音を鳴らし、メールが届いたことを知らせる。

「愛川先生？」

「たぶん」

　慌ててスマホに手を伸ばし、画面を確認した。

【駐車場に着いた。どこにいる？】

　その画面を乙葉さんに見せると、ふたりで顔を見合わせてクスッと笑った。

「蘭子、愛されてるね～」

「そ、そうですか？」

　真澄さんから送られてきたメールの、どこに愛され感があるのか。私にはまったく分からないけれど。そんな直接的に愛されているなんて言われて、照れて赤くなっているだろう顔をそむけた。

「ここに呼んでもいいですか？」

　頷く乙葉さんを確認してから、真澄さんにすばやくメールを返す。

「なんか緊張するね」

　いつも堂々としている乙葉さんにしては珍しく、そわそわしている姿に笑みが漏れる。

「乙葉さん、しっかりしてください。じゃないと、あの真澄さんには勝てないですよ」

「勝てないって、もともと争うつもりないんだけど」

　乙葉さんが苦笑してそう言った時、店の入り口に真澄さんの姿が見えた。

「真澄さん、こっちです」

　立ち上がり手を振りながら彼を呼ぶと、私に気づいた真澄さんがホッとした顔をして私たちの席まで来た。

「愛川先生、こんばんは。今日は蘭子をお借りして、すみませんでした」

　すっくと立ち上がった乙葉さんはそう言うと、ペロッと舌を出しておどけてみせる。

「こんばんは。なんだ蘭子、乙葉さんに話したのか？」

「……はい。と言うか、私の態度がおかしいからって尋問されて」

　私も立ち上がり、すみませんと小さく頭を下げた。

「で、バレたってとこか？」

　コクンと頷く。

「まあ俺は誰にバレても、なんの問題もないけどな」

　やっぱり、そうなんだ……。

　心の中で呟くと、乙葉さんを見て肩をすぼめた。

「ところでみなさん、立ち話もなんですから座りません？」

　乙葉さんにそう促され、それもそうだと椅子に座る。もちろん真澄さんは私の隣に座り、当たり前のように肩を寄せた。

　外でこんなふうに座るのは初めてで、触れ合う腕にドキドキしてしまう。チラッと真澄さんを見るが、舞い上がっているのはどうやら私だけみたいだ。

　大人だな――。

　比べても仕方がない。そう分かっているのに、子供な自分に情けなくなってしまう。

「蘭子、どうしたの？　愛川先生に会えたのに、嬉しくないの？」

　俯き加減な私を見て心配したのか、乙葉さんがテーブルの向こうから顔を覗き込む。こんなんじゃダメだと小さく深呼吸すると、笑顔で顔を上げた。

「乙葉さん、なに言ってるんですか。嬉しいに決まってるじゃないですか！」

「え？　嬉しいに決まってるって。蘭子、もしかして俺のこと……」

「あ……いや、その……」

　乙葉さんに聞かれて、つい本心を答えてしまった。いや、答えてはいけなかったわけではないが、今のこの状況って……。

　真澄さんのことが好きってバレた、だろうか。

　もう一度、真澄さんを見上げてみる。こっちを見ていた真澄さんと目が合い、彼はニヤッと笑ってみせる。その目に妖しさを感じた私は、慌てて目を逸らした。

　真澄さんの目は危険だ。あの目に見つめられると、自分が自分でなくなってしまう。マンションならまだしも、ここはモール内のお洒落なカフェ。自分を見失うのはマズい。

　そんな私に構うことなく、真澄さんがぽんと頭に手を乗せる。いつもの仕草にため息をつき、ゆっくり目線を戻した。

「なんですか？」

　視線がぶつかり、ふて腐れ気味に問いかける。

「いや。今晩が楽しみだと思って」

「今晩？」

　今晩って、なにかあっただろうか。今朝は寝ていて、なにも話していない。私がいない間に、急な予定でも入ったとか？

　首を傾げるが、真澄さんは微笑するだけでなにも答えてくれない。しばらくそのまま見つめ合っていたら、目の前に座っている乙葉さんがコホンとわざとらしい咳をした。

「ふたりの世界に浸っているところ悪いんですけど、愛川先生にひとつ質問」

　乙葉さんは腕を組み、鋭い目で真澄さんを見据える。

「ああ、なんでもどうぞ」

　真澄さんも真澄さんで座っている姿勢を少し崩し、同じく腕を組んで臨戦態勢だ。私ひとりが蚊帳の外で、このあとなにが起こるのか小さくなって息を呑む。

「いつもの愛川先生と随分感じが違いますが、病院での愛想のいい愛川先生にはなにか理由でも？」

　乙葉さんの言葉に、真澄さんの顔色が曇る。そう感じたのは乙葉さんも同じだったらしく、ふんと澄ましてみせると真澄さんをジッと見つめた。

　あ、それ！　私も聞きたかった！　前に同じ質問をした時はなんとなく流されてしまって聞かずじまいで、ずっと気になったままだったから。

　私も乙葉さんと同じように、横に座っている真澄さんを見上げる。

「感じが違うか。今の俺を見れば、そう感じるのは当たり前だな。理由は……まあ、あると言えばある。でも悪いが今は言えない」

　そう淡々と話す真澄さんを見て、乙葉さんは片方の眉をぴくっと上げた。

「そうですか。まあ私には関係のないことなので、これ以上は聞きません。ですが、蘭子を泣かすようなことがあったら容赦しませんのであしからず」

　乙葉さんの挑むような態度に、今度は真澄さんが眉根を寄せた。

「乙葉さんは、蘭子のなに？」

「そうですね。蘭子は私にとって、大事な妹ってところでしょうか」

「なるほど。よく分かった」

　真澄さんは頷き、笑顔を見せる。もう眉間にシワはない。なんなんだ、このふたりのやり取りは……。

　呆然とふたりを眺めていると、乙葉さんがテーブルの上に置いていた私の手を掴んだ。

「愛川先生。もうご存知とは思いますが、蘭子は……純粋無垢な子なんです」

　乙葉さんが、ちらりと私を見た。なに、一瞬空いた間は？　それに純粋無垢って？　どういうことと目で訴えたが、見事にスルーされる。

　そんな私は置いてきぼりで、ふたりの会話は続いていく。

「純粋無垢か。まあ、知ってると言えば知ってる」

「大丈夫でしょうか？」

「心配ない。俺を誰だと思ってる？」

『優秀な口腔外科医』……今日病院で言われた言葉を思いだす。でも乙葉さんは違ったようで、ニヤッと含み笑いをした真澄さんを見て肩をすぼめた。

「ほどほどにお願いします」

　とひと言、私の手をポンポンと撫でた。

　横に座っている真澄さんを見れば、なぜか涼しい顔をしている。ふたりの会話の流れは、私にはさっぱり理解できない。

　完全に蚊帳の外で面白くない私は頬を膨らませ、真澄さんをジロッと睨んだ。

「私だけ仲間はずれですか？」

　そんな私の言葉はスルーして、運ばれてきたコーヒーを優雅に飲む姿はカッコいい。でも私のことにはお構いなしの態度は、少々鼻につく。

　でもふたりはその後、終始和やかで。コーヒーを飲み干すと、乙葉さんが席を立った。

「じゃあ蘭子のお守りは、ここでおしまい。あとは愛川先生にバトンタッチしますね」

　なんだ、お守りって。はいはい、どうせ私は子供ですよ。

　残っていたミルクティーを全部飲み、私も一緒に立ち上がる。

「ここは俺が」という真澄さんに、乙葉さんとお礼を言うと店を出た。他愛のない話をしながら駐車場に到着。乙葉さんとはそこで別れた。

　真澄さんの車に乗り込むと、ほっと息をつく。

「どうした？」

　ふいに腕を伸ばした真澄さんが、私の肩に手を回し入れ体を抱き寄せる。

「なんか疲れたというか、緊張してたみたいで」

　体の力を抜き、そのまま彼に身を任せた。

「やけに素直だな」

「ダメ……ですか？」

　なぜだろう、急に甘えたくなってしまった。

　朝は寝顔を見ただけ。昼も入れ違いだったから、素直に嬉しいという気持ちが態度に出てしまう。いや、真澄さんとのことが自分だけの秘密じゃなくなったから、安心したのかもしれない。それに、ここへ迎えに来てくれたことも素直に嬉しかった。

　どちらにしても〝好き〟という思いが、心から溢れて止まらない。上目遣いに顔を上げれば、ふっと甘い顔を見せた真澄さんが当たり前のようにキスを落とした。

「素直になるのは大歓迎だ。やっと俺に落ちたか？」

　満足げにそう言う真澄さんに、首を振ってみせる。

「やっと、じゃないです。もうかなり前から……えっと、その……たぶん、落ちてます」

〝好き〟という気持ちを誰かに告白するのは初めてで、真澄さんの顔をまっすぐ見ていられない。伏し目がちに言葉を紡ぐと、それを理解した彼が顎を捉え、私の顔をクイッと持ち上げた。目線が自然と交わる。

「言っただろ、蘭子は俺のことを好きになるって。でもまさか、このタイミングで告白されるとは思ってなかったけどな」

「このタイミング……」

　ん？　それって、なんのこと？　どんなタイミングだと言いたいの？

　あ！　もうすぐクリスマスだからとか、そういうこと？　だとしたら真澄さんって、意外とロマンティストなのかもしれない。見つめ合う瞳に笑みを見せると真澄さんが顔をぐっと寄せ、その距離が数ミリと近づいた。

「今晩は長い夜になりそうだ。夕飯は簡単に済ませるとして、大きなケーキを買って帰ろう」

　早口だが嬉しそうに言うと、真澄さんは最後に軽く唇を重ねる。一連の流れが把握できていない私は、呆然とするばかりだ。

　そんな私をよそに真澄さんは体を離すとハンドルを握り、すばやく車を発進させた。

　長い夜って今は十二月末の冬で、夏に比べれば当然夜は長い。今さら口に出して言うことでもないと思うんだけど。しかも大きなケーキを買って帰るなんて、クリスマスイブは二日後で、今日はなにを祝うと言うのだろうか。

「前夜祭的なやつ？」

　小さくぼそっと呟いた声は、カーステレオから流れる音楽にかき消された。真澄さんは軽快に車を走らせている。

　まあ、いっか。真澄さんが嬉しそうなら、私も嬉しい。今は余計なことは考えず、真澄さんに任せておこう。シートベルトを締め直しまっすぐ前を向くと、カーシートに身を深く沈めた。




　隣町で人気の洋菓子工房でフルーツがいっぱい乗った小ぶりのタルトを、隣接されているベーカリーではいくつかパンを買って家路についた。

「先に体を温めた方がいいだろう」と真澄さんがお風呂の準備をしてくれている間に、私は野菜とベーコンでコンソメスープを作る。

　帰り道に真澄さんと話し合って、ベーカリーで買ったパンとコンソメスープで夕食を済ますことにした。真澄さんと暮らすようになって、夕飯をパンで済ますことは初めてだ。

　なにか考えがあってのことだろうが、どうしてそうするのか……。もうあえて追及はしない。

　どうしてと聞いたところで、真澄さんに軽くあしらわれるのは目に見えている。それに今晩は、食後にフルーツタルトが待っている。

　色とりどりのフルーツがキラキラと輝くタルトの方が、実は楽しみだったりするのは秘密。甘いものは別腹という言葉通り、フルーツがたくさん散りばめられたケーキに、私は目がない。

　なにが言いたいのかといえば。パンでお腹が満たされなくても、フルーツタルトでお腹も心も満足できればそれでいい……ということ。なんて、私は食いしん坊か！

　自分で自分にツッコむと、フフッと笑みがこぼれた。

「随分と楽しそうだな」

　油断していた体に、真澄さんの腕が背中側から入り込んでくる。え？っと思う間もなく、キツく抱きしめられた。

「ま、真澄さん!?　いつから、そこにいたんですか？」

　一気に心拍数が上がる。ドキドキが止まらない。

　それがバレてしまわないように息を整えたくても、真澄さんの唇が首筋を這うから、なお一層呼吸が乱れてしまう。

「真澄さん……やめて……」

　手にしていたお玉を離し、胸の前に組まれている真澄さんの手に自分の手を重ねた。彼の手を解こうと試みても、離す気がないのか固く組まれどうすることもできない。

「……蘭子」

　甘い声で囁かれ耳たぶを甘噛みされると、粟立つような感覚に立っているのがツラくなってきた。カフェにいる時から思っていた。今日の真澄さんは、なにかおかしい。『今晩が楽しみだ』『今晩は長い夜になりそうだ』とか、言っていること自体も変だ。それに、いつにも増してスキンシップが激しすぎる。

　ここ何日かなにもなかったからそう思うのかもしれないけれど、このままでは真澄さんの思うがまま。

　真澄さんのことが好きだから、いずれは〝そういうこと〟になるのを受け入れなきゃいけないのは分かっている。いくら男性と付き合ったことがなくて経験のない私にも、それくらいの知識はある。でも、ものには順序というものがあるでしょ？　私にだって、心の準備というものが……。

　それにここはキッチンだ。薄目を開ければ、まだコンロの火は着いたまま。早く消さなきゃスープが煮詰まってしまう。

　……って、心配するのはそこ!?　だって、そうでしょ。食べ物を粗末に扱ってはバチが当たる。生産者の皆さまに申し訳ない。……なんて、もうっ!!　私の脳内、どうした!?

　真澄さんからの愛撫は続いていて、頭の中がパニック寸前。なにをどうしていいのやら、自分自身が分からなくなってきた私は、真澄さんの腕を力強く掴んだ。

「蘭子？」

　真澄さんの体がひくっと跳ね、うなじを這っていた唇が首筋から離れる。

「……無理……」

　なぜその言葉が口から吐いて出たのか、自分でもよく分からない。でも私の脳が命令し口から発せられたのだから、とにかく……無理なんだろう。

「立ってられなくなったか？」

　ああ、そういうことか。真澄さんは私より、私のことをよく分かっているのね。

　そうだと言わんばかりに二度三度頭を縦に振ると、真澄さんはコンロの火を消し、私の体をクルッと回す。そのまま左腕で肩を支えると、右腕を私の膝裏へと回し入れた。

　途端ふわっと体が宙に浮き、視界が揺らぐ。

「キャッ！」

　すぐに抱きかかえられたことに気づき、不安定な体勢に慌てふためくと、真澄さんの首にがっちりしがみついた。

「下ろして……」

　どうして抱きあげられたか分からないが、この体勢はよくない。このままどこに連れられてしまうのかと思うと、かなり不安だ。

「同じことを言うんだな」

　でも真澄さんは「ふっ」と笑いながらも余裕綽しゃく々しゃくで、ひとりこの状態を楽しんでいるように見えた。

『同じことを言うんだな』というのはアパートが家事になった日、旧病棟でばったり会ってしまった時のことだろう。あの日も、驚いて尻もちをついた私を、今と同じように抱きかかえて運んでくれた。

　まだあの日から一週間ちょっとしか経っていないけれど、なんか懐かしい。

　今の危機的状況のことも忘れて懐かしさにふけっていると、真澄さんは私の体を抱え直してからその場にゆっくりと下ろした。

　そこはバスルームの脱衣所。ぼーっと突っ立っている私のニットの裾から手を入れようとする真澄さんに気づき、慌ててその手を掴む。

「な、なにしてるんですか!?　私の許可なく脱がそうとするなんて……」

「一緒に暮らし始めて、もう一週間以上経ってるんだ。今更、蘭子に許可を取る必要ないだろ」

　不機嫌な顔をする真澄さんだが、そこ間違ってるから。もう一週間じゃない、まだ一週間が正解だ。それに私は、なにもできない子供じゃない。服ぐらい、ひとりで脱げる。いや、お願いだから、ひとりで脱がせて！

　これ以上邪魔されないように自分自身を抱きかかえ身を護ると、真澄さんに背を向けた。

「なに、それで抵抗してるつもり？」

「抵抗もなにも、服くらい自分で脱ぎます。それに、お風呂はひとりで入るのが正解です」

　お風呂に入るのに正解も不正解もないでしょ！　なんて言われるかもしれないけれど、これは絶対に譲れない。

「いや、そうでもない。ふたりで一緒に入った方が時間も短縮できるし経済的だから、ふたりで入るのが正解だ」

「ああ、たしかに……って、真澄さんっ！　バカなこと言ってると、本当に怒りますよ！」

　真澄さんの口車に乗せられて、危うく納得するところだった。

　お風呂に一緒に入るとか。いくら真澄さんのことが好きでも、それとこれとは話が別。あんな明るいところで素っ裸なんて、恥ずかしくて絶対に無理。

　真澄さんから逃げるように後退り、脱衣所の隅まで行く。そんな私を見て諦めたのか、彼はガックリと肩を落とした。

「分かった。分かったから逃げないで。そばに来てよ」

　あれ？　珍しく反省してる？　ちょっと言葉遣いが違うような。いやいや、真澄さんのことだ。彼の言葉を真に受けてそばに行ったら、きっとまた抱きくるめられるのがオチ。まだにわかには信じがたいが、どうする？

　だけど、ここで暮らしてから一度も見たことのないような、ちょっと落ち込んでいる真澄さんの姿に気持ちが揺らぐ。好きな人に『そばに来てよ』なんて言われたら、行かない訳にはいかない……よね。

　でも油断は禁物。そろりそろりと足を動かし、少しずつその距離を縮める。

「俺は、そんなに信用ないのか？」

　今さら、そんなこと聞く？　真澄さんは自分のことを分かっていないらしい。

「口腔外科医の愛川先生としての信用は厚いかもしれませんが、真澄さんとしてはそうとしか言いようがありません」

「そうくるか。でも、俺のことが好きなんでしょ？」

　上から目線で窺うように聞く真澄さんの声は甘さを含み、眼差しは柔らかい。

「それは……」

　好きな人にそんなふうに見つめられたら、頭がクラッとして返事につまってしまう。恋に慣れていないのを知っていてやっているのだとすれば、意地悪がすぎるというものだ。

　あと一歩で真澄さんの目の前――というところで、足が止まってしまった。

「蘭子……」

　私のそんな態度に呆れているのか、名前を呼ぶ声にため息のような吐息が混じる。真澄さんは一歩足を踏みだすと、動けないでいる私の体をふわっと包み込んだ。

「真澄さんは意地悪ですね」

「意地悪？」

　不思議そうな声を出す、真澄さんを見上げた。

「そうです。真澄さんも知っての通り、私には恋愛経験がありません。それなのに真澄さんは……」

「俺は、なに？」

「……甘すぎます」

　自分の口から出た恥ずかしい言葉に俯き、真澄さんの胸に顔を埋めた。きっと今の私の顔は、真っ赤なんじゃないだろうか。そのくらい顔が熱くて仕方ない。深く息を吸い込んで、その熱を冷ますように息をゆっくり吐き出す。すると真澄さんの手が、私の背中をゆるりと撫でた。

「甘すぎるは良かったな。でも今晩は、こんなもんじゃ済まない」

　また今晩……。

「真澄さん。帰り道からずっと気になってたんですけど、今晩今晩って、なにがあるんですか？」

　顔は上げないまま、真澄さんの鼓動に耳を澄ます。

　今日の真澄さんは、ことあるごとに〝今晩〟を強調する。きっとそのためのケーキなんだろうけれど、なにも話してくれないからどこか引っかかる。

「そうか、気になってたのか。でもまだ、教えるわけにはいかない」

　真澄さんがそう言うと、頬が当たっている彼の胸が小刻みに震えだす。不思議に思い顔を上げれば、彼は愉快だと言わんばかりに笑っていた。

「真澄……さん？」

　一体、なんなの？　嫌な感じの笑いではないが、わけの分からない私は面白くない。

「そんな怒った顔するな。でも蘭子は、どんな顔も可愛いからな、いろんな表情を見たくなる」

　そう言いながら、真澄さんは私の頬をツンとつついた。どうやら知らぬ間に、頬を膨らませていたらしい。

　それにしても今日の真澄さんは、甘さに拍車がかかっている。彼の口から出たやっぱり甘い言葉と指先の感覚に、頭の中はショートして、今晩のことなどどうでもよくなってしまった。

「ま、真澄さん！　もう離してください！　お、お、お風呂、お先に失礼します！」

　体を大きく動かし真澄さんの腕を払い、彼の体を軽く押し退ける。大きな体がふらっとよろけた隙にバスルームへ駆け込み、後ろ手でドアを閉めて鍵もかけた。

　これで、もう安心。

　ホッとひと息ついていると、脱衣所にいる真澄さんがドアに近づいたのに気づく。

「夕飯の続きは俺がやっておく。ちゃんと温まってこいよ」

　それだけ言うと笑い声とともに、脱衣所から真澄さんの姿が消えた。

「だったら最初から、そう言えばいいのに……」

　ボソッと憎まれ口をたたくと、風呂に入るために服を脱ぎ始めた。




　風呂から上がりリビングへ向かう。煮込みが途中だったコンソメスープは仕上げられていてテーブルの上へと運ばれていた。帰りに買ってきたパンも、いい感じに温められている。

「髪はちゃんと乾かしたか？」

　キッチンから出てきた真澄さんは私の髪を一房掬い、それを確認するように口づける。

「蘭子の香りがする」

　私と真澄さんは同じシャンプーを使っている。それなのに『蘭子の香りがする』なんて、真澄さんったらおかしな人。

　クスッと笑みを漏らす私を見て真史さんは、なんで笑っているんだと言わんばかりに身を寄せ、耳たぶを甘噛みする。急な刺激に身を捩ると、「笑っていられるのも今のうちだ」、そう耳元で囁かれた。

　今の、なに？

　パッと顔を上げてみれば、真澄さんは普段どおりの涼しげな顔で、食事の準備をしている。

「そんなところで立ってないで、さっさと座れ」

「え？　は、はい」

　言われるがままに席に着くと、眼の前の真っ白なスープ皿に透き通ったコンソメスープが注がれた。ふわりと白い湯気があがり、ダイニングに芳香が漂う。

　途中までは私が作ったけれど、そのあと真澄さんがなにか手を加えたのか、どこか違って見える。グイッと近くまで顔を寄せて違いを探していると、頭を小突かれる。

「行儀が悪いな。犬食いでも、するつもりか？」

「ち、違いますよ！　これ、なにか入れましたか？」

　コンソメスープを指差してみせたが、真澄さんは首を捻る。

「いや、なにも。蘭子が作ってくれたからうまそうだ」

　ポンッと私の頭を撫でてから、自分の席に座る真澄さんは、笑みを浮かべている。嘘ではない言葉に、心がじんわり温まる。

「誰が作ったって同じ。ただのコンソメスープですよ」

　真澄さんのまっすぐな言葉は、嬉しいけれど照れくさい。つい自虐的なことを口走ってしまう。でも真澄さんは、私を喜ばす術を緩めない。

「蘭子の愛情が詰まったコンソメスープだ。それだけで価値がある」

「そんなに褒めたって、なにも出ませんよ？　さ、食べましょう」

　ふたり同時に手を合わせ、コンソメスープに手を伸ばす。

「美味しい……」

　野菜から出た甘みだろうか、素朴な味わいに、お腹も気持ちも満たされていく。真澄さんに『美味しいね』と目で伝えれば、彼も同じように返してくれた。

　誰かと一緒に食事をするのが、こんなにも楽しいなんて。いや、誰かじゃない。真澄さんとだから、きっとこんな簡単な食事でも楽しくて幸せなんだろう。

　母が死んでひとり暮らしをするようになって、ひとりで食事をするのが当たり前になってから、こんな気持ちも忘れてしまっていた。

「手が止まってる。どうした？」

　真澄さんを見つめたままスプーンを持つ手が止まっていた私を見て、真澄さんが心配そうな顔をする。私のこととなると、ほんの些細なことでも見逃さない真澄さんは、かなりの〝過保護〟じゃないだろうか。でも、そんな些細なことでも愛情を感じて嬉しい。

「なんでもありません。真澄さんとこんな時間が過ごせるなんて、幸せだなぁと思って」

　私が幼い時に両親は離婚。一緒に暮らしていた母も四年前に亡くなったが、不幸せだと思ったことは一度もない。母との生活は苦しい時もあったけれど、ふたりで乗り越えた生活は幸せな思い出ばかりだ。

　それでも真澄さんとこんな時間を過ごすと、幸せを噛みしめる自分がいることに驚く。

「そうだな。俺も幸せだ」

　そう言って微笑む、真澄さんの屈託のない笑顔に心を奪われる。

　マンションでの真澄さんは、病院にいる時とは別人。口数も少ないし口調も無愛想、到底明るいとは言いがたい。それでも真澄さんに心惹かれるのは、たぶん時々見せてくれるこの笑顔なんだろう。

　病院にいる時に見せるチャラ男の笑顔とはまったく違う、相手を想っての笑顔だ。それを向けられている私は、真澄さんに愛されている――。




　真澄さんからは以前に『好きだ、愛してる』と告白されている。その時はまだ自分の気持ちが彼に向いていなかったし、本当の意味で信用していなかった。だからその告白も、いまいちピンとこなかったけれど……。今なら真澄さんの告白も、身勝手な寵愛も、素直に受け入れられる？

　自惚れてるかな……。

　なんだかくすぐったい気持ちに、顔がニヤけるのを隠すようにほんの少し俯いた。食事も終わり片付けをしていると、真澄さんがキッチンを覗き込む。

「風呂に入ってくる。片付けが済んだら、寝室で待ってて」

「え？　寝室ですか？　じゃあタルトは……」

　今日、食べないんですか？

　恨めしい気持ちで、タルトが冷やしてある冷蔵庫を見つめる。同じ店で買ってきたパンがすこぶる美味しかったから、さぞかしフルーツタルトも美味しいんだろうと楽しみにしていたのに。残念……。

　ひとり肩を落とし片付けの続きを始めると、背中側から引き寄せられ抱きしめられる。私の肩口に顎を置いた真澄さんの、甘い吐息が耳を掠めた。

「俺よりもタルトの方が大事か？」

「それは……」

　比べるものじゃ、ないと思うんだけど。

「それ、次元が違いません？　今の私には、どちらも大事です」

　今置かれている状況を鑑みても、ここは『真澄さんの方が大事です』と答えるべきだったかもしれない。でも嘘はよくない。人間正直が一番だと、ひとり頷く。

「たしかに、俺もフルーツタルトは好きだ」

「そうなんですか!?」

　真澄さんも甘いものが好きだったなんて初耳。彼について知らなかったことをひとつ知れるなんて、今日はなんていい日なんだろう。

　胸の前で組まれている真澄さんの腕を、無意識に掴む。キュッと力を込めれば、私を抱いている真澄さんも同じように強く抱いた。

「でも今晩は」

　真澄さんはそこで一度言葉を切り首を傾ける。すると次の瞬間。

「フルーツタルトより、蘭子を味わいたい」

　首筋をペロリと舐められて、体に衝撃が走る。

「ま、真澄さんっ!!」

　なにをするんだと大声を上げれば、いとも簡単に腕がほどかれた。いつもとは違う真澄さんの反応に、しばし思考が惑わされる。それを見透かしてか真澄さんは私から離れ、「風呂に入ってくる」とひと言だけ残してキッチンから出ていってしまった。

「もう、なんなのよ……」

　蘭子を味わいたい――なんて。私は人間であって、食べ物じゃないのに。しかも首筋を舐めるとか、真澄さんってもしかして変態？

　そう思いながらも、私の体はなぜか熱くて。真澄さんに舐められたところを手で押さえると、わけの分からない体の反応に息を漏らした。




　真澄さんに言われた通り寝室で待っているが、なかなか姿を現さない。時計を見れば、なんやかんやで時刻は、とうに二十三時を回っている。こんな時間からフルーツタルトを食べるのは罪悪感しかないが、たまのことだからＯＫと、なんとも甘い自分に笑みが漏れる。

　お前の頭の中は、フルーツタルトのことしかないのか？と言われても、こればかりは致し方ない。だってそのために、パンの数を減らしたんだから。ペコペコとまでは言わないが、腹八分目。私の胃には、まだかなりの余裕がある。

　真澄さんは『寝室で待ってて』と言っていたが、やっぱりリビングで準備した方がいいだろうか。そんなことを考えながらベッドの縁で立ったり座ったりを繰り返していると、ドアが開く音に身を翻した。

「待たせたな」

「真澄さん、遅い！　なにしてたんです、か……」

　慌てて立ち上がり真澄さんのところに駆け寄ると、彼が手にしていたものに目を奪われる。

「お待ちかねのフルーツタルトだ」

　買った時に姿かたちは見ているが、こう目の前に現れると、その輝きとフルーツの色合いに心が弾む。自分ひとりなら、どれかフルーツをひとつつまみ食いしているところだけれど、それをグッとこらえた。

「あれ？　このローソクはなんですか？」

　やっぱりなにかのお祝いなんだろうか。カラフルな細長いローソクが、三本立てられている。

「なんだと思う？」

　それが分からないから聞いたというのに、逆に問いかけられて首を傾げた。

「もうすぐだな」

　真澄さんは時計を確認しながら、サイドテーブルにフルーツタルトを置いた。そしておもむろにベッドの脇に座り、私を手招きする。

　なにが始まるというのだろう――。

　緊張しながら真澄さんに近づく。小さく息を吐くと、彼の隣にゆっくりと腰を下ろす。顔だけを横に向け不安げに真澄さんを見上げれば、肩をそっと抱かれた。

「あと一分」

　そう言う真史さんの顔は、少し照れくさそうだ。

　あと一分――。

　その言葉で、はたと気づく。今日は二十二日。時計の針はあと少しで二十四時を超え、二十三日を迎える。それって、もしかして……。

　そう思った瞬間。サイドテーブルのケーキの横に置かれていた真澄さんのスマホから、ピピピッと音が聞こえてきた。真澄さんは手を伸ばしスマホを手に取ると、その音を消した。

「やっと二十三日になった」

　スマホをポイッとベッドサイドに放り投げ、真澄さんが私の体を引き寄せた。

「ベッドの上で、俺の誕生日を祝ってくれる？」

　やっぱり……。ついさっき頭に浮かんだ『もしかして、二十三日は真澄さんの誕生日？』というのは間違いじゃなかったみたいだ。

　これでやっと、真澄さんが言い続けていた〝今晩〟の謎が解けた。日付の変わるその時に、ふたりで一緒に祝いたい。ううん、違う。真澄さんは私に、祝ってほしかったんだ。

　そのためにケーキを用意して、食事を早く済ませて、私を寝室で待たせておく。そして日付が変わる時間きっかりを狙って、不意打ちをかける。そんなことを考えていたなんて……。

　真澄さんって、可愛いかも。

　大人の男の真澄さんを可愛いとか申し訳ないような気もするが、またまた知らない真澄さんの一面を知れたようで、心の奥から得も言われぬ喜びが湧いてくる。

　それにしても、どうしてベッドの上で祝わなければいけないんだろう。どうせ祝うならリビングで――そう思うのが普通だと思うんだけど。

「真澄さん、お誕生日おめでとうございます。でもなんで、ベッドの上なんですか？」

　ふと疑問に思ったことを口にしてみる。すると真澄さんは両手を上げ、私の頬を包み込む。目には妖艶な笑みを浮かべ、顔を覗き込んだ。

　ち、近いっ。お互いの鼻と鼻がくっつきそうな距離に息を呑む。真澄さんとのキスは経験済みだが、熱を帯びた目で見つめられると、いまだに緊張して体が強張ってしまう。

「分からない？」

　その問いに首を傾げる私の頬を、真澄さんは指で優しく撫でた。

「誕生日といったらプレゼントだろ。蘭子からプレゼントが欲しい」

　そ、そうか！　たしかに誕生日といえばプレゼントがつきものだ。でも如何せん、真澄さんの誕生日を知ったのは二分前で。プレゼントなんて用意してあるはずがない。

　まだ頬は包み込まれたまま、伏し目がちに言葉を紡ぐ。

「ごめんなさい。真澄さんの誕生日、今知ったばかりで、プレゼント用意してなくて……」

　真澄さんのためのプレゼントはある。でもあれはクリスマスのために用意したもの。包み紙もそれ仕様だし、なんだか急にこしらえたようで申し訳ない。

　自分のダメさ加減に嘆息すると肩を落とす。目には涙まで滲んできてしまった。

「蘭子」

　優しく囁いた真澄さんは、左手にはらりと落ちた私の髪を耳にかける。あらわになった頬に唇を押し当てた。

「泣かすつもりはなかったんだけどな。でも可愛い」

　頬にある唇をそのまま滑らし、真澄さんは私の目尻に溜まった涙を吸い取る。その仕草がくすぐったくて首をすぼめると、腰に手を回し入れた真澄さんが、私の体を引き寄せ抱きしめた。

「ま、真澄さん。私は可愛くなんか――」

「蘭子は自覚がなさすぎる。病院の先生たちが、お前のことを狙ってるの知らないのか？」

「へ？」

　ピシャリと言葉を遮られ、ポカンと口を開く。そんなこと全然知らない。初耳だよ、初耳。それ誰かと間違った情報じゃない？

　真澄さんの腕の中で知らないとブルブル大きく頭を振る。

「真司だって、お前のこと気に入ってたんだからな」

「し、真司って。田所先生も!?」

　嘘でしょ。まさか田所先生までとは……。

「でも誰にも、告白的なこと言われたことない、ですけど」

「当たり前だ。俺が寸前で阻止した」

「そ、し？」

　恐ろしい言葉が頭上から聞こえてきて、恐る恐る顔を上げた。片方の口角を上げてほくそ笑む真澄さんと目が合い、なにも言わず顔をもとの位置に戻す。

「心配するな。お前には愛する恋人がいる、そう言っただけだからな。まあ真司には、俺の女だから手を出すなと、釘を刺しておいたが」

「はぁ、俺の女……」

　次から次へとすごい言葉が出てきて、頭の中はパンク寸前。少し落ち着こうと息を大きく吸い、それをゆっくり吐き出した。と、肝心なことを忘れていたことに気づく。

「真澄さん、誕生日！」

　そうだ、プレゼントの話をしてたんだった。

「そうだな」

　ふっと甘い声を出す真澄さんが、抱きしめている私の背中を撫でる。その気持ちよさに体の力を抜き、身を預けた。

「まだ誕生日を迎えたばかりだし、今日プレゼント買いに行きませんか？」

　今日は日曜日で、ふたりとも休み。時間はたくさんある。私ひとりではなにを買えばいいのか分からないし、真澄さんに好きなものを選んでもらった方がいい。我ながら、いい案じゃない？

　ふふっと満足げに笑っていると、思いもよらない返事が返ってきた。

「行かない」

「え？」

　慌てて顔を上げる。どうしてそんなことを言うの？　真澄さんを見つめる目が、悲しみから戸惑うように揺らぐ。

「……蘭子。お前はちょっと早合点がすぎるな。話は最後まで聞け」

　真澄さんはそう言って、私の体を抱きしめる腕を少しだけ緩めた。片方の手を上げ私の前髪をかきわけるとおでこにキスを落とす。その唇の熱さに、思わず頬が熱くなる。

「行かないとは言ったが、いらないとは言っていない。プレゼントなら目の前にある」

「目の前、ですか？」

　それはどういうことなのか。あるとしたらフルーツタルトだが、これは真澄さんが買ったもので私が用意したものじゃない。プレゼント……寝室にそんなものあっただろうか。辺りをキョロキョロと見回していると、真澄さんが私の耳元に顔を寄せた。

「欲しいのは蘭子だけだ。他のなにでもない蘭子が欲しい、抱きたい」

　耳たぶに触れながら囁く言葉は少し掠れていて。その声に甘さ以外のなにか……欲望？みたいなものを感じた私は、胸がぎゅうっとしめつけられる。

　そんな遠くない未来にこんな日が来るだろうと、おぼろげながら思っていた。真澄さんのことがハッキリ好きだと気づいてからはベッドに入るたびに、いつ触れられるんだろうとドキドキしていた。

　私だって子供じゃない。経験がなくたって、本当に好きな人には、身も心も奪ってほしい。そして、私だって同じ気持ち……真澄さんが欲しい。

　そう思うのは自然の摂理で、それは誰も逆らえない。

「私で、いいん、ですか？」

　震える唇でたどたどしく伝えれば、その唇を真澄さんの親指がそろりとなぞる。

「さっきも言っただろう。蘭子が欲しい。蘭子じゃなきゃダメなんだ」

　これでもかというくらい力強く、ギュッと抱きしめられる。

「うぅっ！」

　一瞬苦しさから、こんな時に似つかわしくない唸り声が出てしまう。頭上から「ごめん。でもやっぱり可愛い」と今日二度目の嬉しい言葉に全身が熱くなっていく。

　抱きしめられたままふたりでベッドに、もつれるように倒れ込む。私の顔の両横に手を置いた真澄さんが体をもたげた。真澄さんの指が私の耳に触れパサリと落ちた髪を耳にかけると、そこに唇を当てた。

「できるだけ優しくする。いいな、抱くぞ」

　いいな、抱くぞ――。

　私を気遣うための言葉なんだろうが、どうやらそれが私の笑いのツボを押したらしい。こんな時に笑っちゃダメだとこらえればこらえるほど体が震えだす。

「ふふ……ふふふっ……真澄、さん、抱くぞって……ふふっ」

　両手で顔を隠し、笑いをなんとか押し殺す。初めてのことだから分からないけれど、こういう時って宣言するものなのだろうか。だとしたら笑ったりして申し訳ないと言うか、もしかして私、空気読めてない？

　肩で息をしながら手をそろりと動かすと、憮然とした表情の真澄さんと目が合う。やっぱり空気が読めてなかったらしい。もしかして呆れてる？　シュンと肩をすぼめた私の頬を、真澄さんの大きな手が包み込む。

「なんだ、随分余裕あるんだな。初めてだから優しくしようと思ったけど、やめた。好きに抱かせてもらう」

　そう言うなりナイトウェアの裾から手を入れられ、慌ててその手を押さえた。

「な、なにするんですか!?」

「なにって、服を脱がなきゃ抱けないだろう」

「あ……」

　それは、そうだけど。寝る時ブラジャーをつける習慣のない私は少々戸惑ってしまった。しかもこの部屋は電気がついたまま。間接照明だけれど、思った以上に明るい。

「真澄さん、電気は」

「消さない。さっき笑った罰だ」

　ニヤリと笑う意地悪な顔は、どうも本気らしい。

「そんなぁ」

　情けない声を出すと、至近距離まで顔を近づけた真澄さんがニッコリ微笑んだ。

「というのは建前で、蘭子がどんな顔して俺に抱かれるのか見たくなった。俺の中にこんな自分がいるなんて知らなかったよ」

　さらりとさもありげにそう言う真澄さんだが、そこ間違ってます。真澄さんはいつだってＳっ気たっぷりですから。きっと子供の頃は、イジメっ子だったに違いない。でも嫌われたり憎まれたりはしなかったと思う。

　それは彼の中に優しさがあるから。病院での愛川先生も、ふたりでいる時の真澄さんも、中心には優しさがあって。そこはブレることがない。

　まあ真澄さんの時はその優しさに意地悪がプラスされるけれど、それが私への愛情の裏返しなのも分かっている。もう、とやかく言うのはやめよう。この期に及んで往生際が悪いのは、みっともないというものだ。

　一度深呼吸をすると、真澄さんの目をまっすぐ見つめた。そんな私を見て気持ちを察したのか、真澄さんの黒い瞳に熱が帯びるのを私は見てしまった。

　途端、不安が頭の中をよぎり、目をギュッと瞑る。

「蘭子。目を開けて俺を見ろ。心配するな、その不安はすぐに解消してやる」

　私の心の中が分かるのか、真澄さんはそう言って私の頭を撫でた。まるで母親に撫でられているような感触に目を開けると、慈愛に満ちた真澄さんの目と交わる。それから真澄さんとひとつになるまで、そう時間は掛からなかった――。

　と言うのも、真澄さんは『好きにさせてもらう』の言葉通り、なにもかもが彼のペースで。初体験の私は、息をつく暇さえ与えてはもらえなかった。

　真澄さんは私の着ていたナイトウェアを手際よく脱がせると、それをポイポイ投げ捨てた。自分も私に跨ったまま膝立ちして私を見下ろしながら、着ていたバスローブを脱ぐ。すぐに彼のたくましい体が目の前に現れて、見てはいけない物を見てしまったと慌てて顔をそむけた。でもそれも許してはもらえず、両頬を包み込まれもとに戻されてしまった。

「俺から目を逸らすなんて許さない」

「そ、そう言われても……」

　困ると言おうとした唇が、私に覆いかぶさってきた真澄さんの熱い唇で塞がれる。そして私の両の手を掴み頭上に縫い止め、耳たぶから頬へ唇を這わすと、それがもう一度唇へと戻ってきた。

　軽く触れた唇がすぐに離れた。

「口……」

「え？」

　と問いかけようと開いた口を真澄さんに塞がれ、温かく柔らかな舌が差し込まれる。歯列を舐め上顎や舌の付け根をなぞられるたびに、体の力が抜けていった。

「んっ……」

　どこから出たのか分からない艶っぽい自分の声に、恥ずかしさから涙が出そうだ。

「どうした？」

　至近距離で見つめられ、そっと視線を逸らす。

「……は、恥ずかしくて」

　掴まれていた腕が解かれ、急いで顔を隠した。でもそんなことすら真澄さんはお見通しのようで、すぐに外されてしまう。

「恥ずかしいのは分かるが、今からもっと恥ずかしいことをするんじゃないのか？」

　そう言いながら真澄さんは私の頭を撫で、頬にキスをした。

「それは、そうですけど……こ、声が」

「声？」

　一瞬眉根を寄せた真澄さんだったが、その意味が分かったのか「ああ」とひと言呟くと私の両頬を包み込む。

「我慢しなくていい。俺以外、誰にも聞こえない」

　真澄さんは笑ってそう言うが、それがなかなか難しいわけで。やっぱり無理と目と仕草で訴えてみたが、どうも聞き入れてはもらえなかったみたいだ。

「蘭子の感じてる可愛い声が聞きたい。俺だけの、勝手な独りよがりだって思いたくないからな」

「分かり、ました……」

　コクンとひとつ頷くと、真澄さんは嬉しそうな顔を見せた。たったそれだけのことに胸がキュンと疼く。真澄さんを喜ばせたい――。

　ふわりと湧き上がったその想いは、私を少しだけ大胆にさせた。

「真澄さん、よろしくお願いします」

　彼の首に両腕を巻きつけ、真澄さんの唇に自分の唇を重ねる。照れ隠しでニカッと笑ってみせると、彼は驚いたように目を見開いた。

　でもそれも、ほんの一瞬のこと。真澄さんは穏やかに目を細め、私の体を力強く抱きしめた。

「分かった、俺に全部任せてほしい。蘭子、大切にする」

　そう耳元で妖艶に囁かれ、私と真澄さんの長い夜が始まった。




　いまだ収まらない鼓動に胸を押さえる。ベッドにうつ伏せになったままゆっくり顔を上げ、ぼんやりと時計を探した。今、何時……。

　まだハッキリしない頭でそんなことを考えているが、私の体の上には真澄さんがのしかかっていて、肩のあたりで荒い息を吐いている。百九十センチ近くの体だ。重たいことには違いないが、なんだか今はそれが心地いい。

　そっと彼の背中に腕を回し、素肌に手を這わす。思っていたより冷たくて、慌てて毛布を引っ張り上げた。

「ああ、悪い。寒かったか？」

　息も整い始めた真澄さんは体を起こすと私の横に移動して、やおら私を抱きしめた。包み込むように腕の中に閉じ込められて、安心感から頬が緩む。

「そうじゃなくて。真澄さんの背中が冷たかったから、これ以上冷やしちゃいけないと思って」

　彼の体に抱きつくと、胸元に頬を寄せた。

「汗をかいたからな、それが冷えたんだろう。でも大丈夫だ。こうやって抱き合ってると温かい」

　抱かれている腕に力が込められて、体がより密着する。毛布の中でふたりで抱き合っていると、お互いの鼓動が重なった――そんな気がした。

「体、大丈夫か？」

　真澄さんは私の顔が見えるように少し体を起こし、髪を掻き分け頬にキスをする。背中を労るように擦っている彼の手が、トントンと指先でリズムを取り始めた。くすぐったさに身を捩る。

「大丈夫かって、それを真澄さんが聞きます？」

　少しだけ怒った顔をすると、彼の髪に手を伸ばす。硬そうに見えていた髪は柔らかくて、感触の良さに指を梳くように掻き入れた。




　真澄さんに愛された時間は、夢みたいに幸せな時間だった。けれど、世間では〝あれ〟が一般的なんだろうか。

　なにしろ、なにもかもが初めての経験で、なにも知らない私は真澄さんにされるがまま。あんなことやそんなことをされ、愛撫の激しさに嬌声を上げ、真澄さんから受ける甘い刺激に震えた。だんだん意識が朦朧としてくるのを、シーツをギュッと掴んでなんとか保つ。初めて真澄さんとひとつになった時は、体が壊れるかと思うくらいの痛みに涙が浮かんだ。

　世の中の女性は皆、こんな大変な思いをしているの？

　何度もそう思いながらも、彼の手から与えられる甘い刺激と言葉が少しずつその痛みを和らげ、快感へと変えていく。

　好き、大好き――。

　これ以上なく大きく膨らんだ私の気持ちは、自分の口を勝手に動かした。

「真澄さん、いっぱい愛して。真澄さんの好きにして……」

　そんな私の言葉を聞いた真澄さんは、驚いたのか大きく目を見開いた。でもすぐにその目を優しく細め、私に覆いかぶさり耳元に顔を寄せた。

「仰せのままに……」

　まるで王子のような口調で囁かれ、やっぱりこの人はプリンスなんだ――と思った。

　でもそれも一瞬で。彼の大きな手が頬に触れると、ニヤリと片方の口角を上げてほくそ笑む目が私を見つめた。

　今頃になって、自分はなんてことを口走ってしまったんだと後悔。でも、時すでに遅し。

　真澄さんからの溢れんばかりの欲情で何度も絶頂を迎えた今の私の体は、言葉が合っているかは分からないが〝ボロボロ〟だった。




「悪かった」

　私の言ったことを理解したのか、真澄さんの頭をやわやわと撫でている私の手に、自分の手を重ねる。そのまま手を掴むと顔の前へと移動させ、手の甲にチュッとキスをした。

「そんな、王子様みたいなことをしたってダメですから」

　無理な体勢をさせられたからか腰は痛いし、何度も打ちつけられた下腹部はヒリッとした違和感が残ったまま。これが幸せの痛み、なんだろうけれど、彼の余裕ある顔を見ていたらひと言文句を言いたくなってしまった。

　でも真澄さんはそんなふて腐れる私を見て、ふっと微笑む。

「そう言うな。蘭子が俺に見せたことのない顔をするから、心のタガが外れた。でも今晩は気をつける」

　真澄さんは私の髪を撫でるように掻き分けると、唇にキスをする。それはすぐに口内に忍び込み舌を絡め、まるで私の心の中を探るように口の中を動き回る。絡ませた舌を吸い上げられ、気持ちよさから甘い吐息がこぼれそうになるが、ふとあることに気がつく。

　今晩は気をつける……。

　真澄さん今、そう言わなかった？　キスに夢中でなにげに聞き流していたけれど、今晩、なにがあるというのだろう。

　止みそうにないキスに応えながら、ふむと考えてみる――と、ひとつの答えに行きつき、真澄さんの胸に手をつけ力いっぱい押し返した。

「ま、真澄さん！　今晩は気をつけるって、もしかして……」

「ん？　ああ、分かってる。あまり激しく抱かないようにするよ」

「あ、あのぉ。今晩も……するんですか？」

「当たり前だろう。今晩だけじゃない、毎晩抱くつもりだ」

「……毎晩」

　あまりにもあっさり言われ、口をぽかんと開けたまま、言い返すことができなくなってしまった。ついさっきコトを終えた体は、まだ痛みを残し疲れたまま。今日は日曜日だからいいものの、この状態が平日ならば、仕事に支障をきたすこと間違いない。

　真澄さんは筋肉の付き方といいバランスといい、どこから見ても体力がありそうだが、私は小学生の頃から体育の成績は中の下。それは今も変わっていなくて、子供並みの体力しか持ち合わせていないのだ。

「お気持ちは嬉しいんですけど、毎晩はちょっと難しいかと」

　こういうことは初めが肝心。ちゃんと言っておかないと、真澄さんの押しに流されてしまうのがオチ。ここで負けるわけにはいかない。

　強い意志を持った目で、真澄さんを見つめた。でも真澄さんは両手首を掴みベッドの上に私を組み敷くと、優しい瞳で見下ろす。

「なにを言ってるんだ。愛し合う恋人同士は、毎晩抱き合うと決まっている」

「え？　そうなんですか？」

「乙葉さんにでも聞いてみろ。きっと、俺と同じことを言うはずだ」

「乙葉さんに……」

　なんでここで彼女が出てくるのだろう。

　不思議に思いながらもふと先日彼女に、真澄さんと同じようなことを言われたことを思い出す。頭の中であれでもないこれでもないとゆっくり記憶をたどっていくと、〝喫茶さつき〟での会話が脳裏に浮かんだ。

『ま、私の場合は男とベッドに入る＝ヤる、だけどね』

　こ、これだ！　話の流れからして、真澄さんが言ったこととは少しニュアンスは違うかもしれないけれど、私はあれやこれや頭で考えすぎなのかもしれない。

　乙葉さんも言っていた。『カチコチの頭柔らかくして、もっと簡単に愛川先生との生活を楽しんでみたら？』と。

　真澄さんのことが好き。その気持ちは本物で、今なお私の中で大きく膨らんでいる。

　今はその自分の心を信じて、真澄さんのことを信じて、彼に身を任せればいいのかもしれない。そこにたどり着くと、身も心もふわっと軽くなる。

「真澄さん……」

　いつの間にか解かれていた手を胸元に戻し、右手だけ上に伸ばす。真澄さんの頬に触れると彼の体がピクッと跳ね、なんだかそれが可笑しくて、左手を口元に当てるとクスッと笑みを漏らした。

「なに、その笑い。まだ余裕、ありそうだな」

「よ、余裕なんてないですよ。ただ……」

「ただ、なに？」

　緩やかに目を細めた真澄さんは、私の頬を撫でる。

「真澄さんといると、幸せだなと思って。でも私は真澄さんみたいに体力には自信ないし強くもありません」

　素直な気持ちが言の葉となって、口からふわりとこぼれ出た。

「幸せ……そうか、ならよかった。でも蘭子が言うほど、俺は強い人間じゃない」

　真澄さんはそう言いながら、私の上に馬乗りになっていた体を倒す。

「え？」

　覆いかぶさるように抱きしめられ、真澄さんの顔が見えなくなってしまった。

　真澄さんが強い人間じゃない？　なにおかしなことを言っているの？　いつも勝手で偉そうな態度のくせに。

　どの顔がそんなことを言っているのかと、私の肩口に顔を寄せている彼の顔を覗き込む。でも前にもこんなシチュエーションがあったことが頭をよぎり動きを止め、また記憶の淵を探った。




　あれはたしか、ここで暮らすことになった翌日。昼を回った頃、真澄さんは田所先生に呼び出され病院へと向かった。そして日が沈み、空も暗くなった頃に帰ってきた真澄さんは、なにを思ったのかいきなり私を強く抱きしめた。最初はなにか冗談を言っていたような気もするが、彼の体が小刻みに震えているのに気づいた私は、なにかあったと察して彼が弱ってると感じたんだっけ。

　真澄さんが強いだけの人ではないのなら、弱い部分も全部知りたい。

　どんな彼も、まるごと愛したい……。

　胸の奥からじわりと湧いてきた想いが、自然と私を掻き立てる。自分の体の上に乗っている真澄さんの背中に腕を回すと、その大きな背中をゆっくりと擦った。

「私から見たら、真澄さんはやっぱり強い人です。でも私だっていろんな真澄さんを見てみたいから、時々は弱音を吐いてもいいですよ」

　私の言葉に耳を傾けていた真澄さんが、少しだけ顔を上げ私を見つめる。

「思った通り、やっぱり蘭子はできた女性だ」

　そう言いながら真澄さんは、私の乱れた髪を整えるように梳き、髪を一房掬うと、それにそっと唇を寄せた。男性に向けて思うことではないのかもしれないけれど、その仕草があまりにも艶かしくて、うっとり見惚れてしまう。

　そんな自分が恥ずかしい。

「で、できた女性かどうかは分からないけれど、真澄さんのことは前より分かってきました」

　伏し目がちに言葉を呟く。と、真澄さんが私の顎を、長い指で軽く持ち上げた。

「そうか。ならもっと俺のことを分からせてやる」

　ニヤリと口の端を上げて笑みを浮かべるその顔は、さっきまでの艶かしさはどこにもない。往々にして自信家ならではの仕草で真澄さんらしいと言えばそうなのだが、なぜ今ここでそのキャラが現れるのだろう。私なにか、地雷でも踏んだ？

　これって、まさか……嫌な予感しかしない。これはヤバい展開なんじゃないだろうか。

　危険信号を察知した脳はすばやく命令を出し、私は慌てて真澄さんの胸に手を押し当てた。

「ダメです！　無理……というか、真澄さんのことは徐々に分かればいいのでは」

「でも俺といると幸せなんだろ？」

「そ、それはそうですけど」

　もう。なにを言えば分かってくれるというの。はぁとため息をつき肩を落とす私を見て、真澄さんはクスクス肩を揺らして笑っている。

「意地悪……」

「好きな女には意地悪だってなんだってする。男っていうのは、そういう生き物なんだ。諦めろ」

「なんですか、それ」

　そういう生き物で片付けようとするなんて、なんて勝手なんだと思うのに、なぜかフフッと笑いがこみ上げる。

「蘭子の、その笑顔が愛しいんだ」

　私の髪を優しく梳く。耳元で響く低く甘い声に酔いしれながら、彼の存在を確かめるようにもう一度背中へ手を回した。

「私も」

　このままずっと離れたくない――そう言わんばかりに、彼の体をギュッと抱きしめる。なにも言わず真澄さんを見つめていると、チュッと触れるだけのキスをされた。

「愛してる――」

　真澄さんの吐息とともに囁かれた言葉が耳に届くと、そっとまぶたを閉じた。










10．幸と禍は隣り合わせで




　誕生日の翌日、二十四日の月曜日。午前六時半――。日の出の時刻まではまだ少しあるが、空は明るくなり始めている。今朝は真澄さんの車で一緒に出勤すると、人の目をかいくぐり中庭のいつもの定位置にふたり並んで立った。

「やっぱり、ここからの眺めは格別だな」

「そうですね」

　私はいつもの通り、朝イチの澄んだ空気を大きく吸い込んで、それをゆっくり吐き出した。頭の天辺からつま先まで浄化されたようで、体も心も清々しい。

　とは言っても、それで体の痛みが消えるわけではない。朝から体中あちこちが痛い。腰をさすりながらチロリと隣りにいる真澄さんを盗み見れば、私とは正反対に余裕綽々の表情で景色を眺めていた。

　健康優良児のような真澄さんが恨めしい……。結局昨日は、ほとんどの時間をベッドの上で過ごしてしまった。しかも一日中、裸の状態で。

　最初はそんな一日の過ごし方があるのかと戸惑うばかりで、服が着たいと懇願したが『どうせすぐに脱ぐんだ。必要ない』と呆気なく却下。外はいい天気だというのに部屋の中に閉じこもっていては不健康だと訴えれば、『ふたりで汗をかくほど動いているのに、どこが不健康なんだ？　それとも、俺に抱かれるのがそんなに嫌なのか？』と悲しい目を向けられる始末。

　私、ちょっと前まで処女だったんですけど……。

　いきなりこんな展開になるなんて想像もしていなかったから、体は悲鳴をあげる寸前。それでも真澄さんに『愛している』と囁かれると、体は痛みを忘れ甘く蕩けてしまい、彼に体を委ねる自分がいるから、どうにもこうにもお手上げ。大きなため息をつき、目線を窓の外に向けた。

「どうした？」

　モヤッとしている私と大違いで、真澄さんは上機嫌だ。

　いろいろと思うことはあるけれど、そんな笑顔を見せられたらなにも言えなくなるじゃない。

　こんな時、こうやって隣にいてくれるだけで幸せだと思っちゃうから、私も大概真澄さんに甘いなと自分で自分に苦笑してしまう。

「なんでもありません。あ！　それより真澄さん。ちょっと聞きたいことが」

　ふといつもの朝の受付の光景が頭に浮かび、ずっと気になっていたことを聞いてみたくなってしまった。周りに誰もいないことを確認して、少しだけ体を寄せる。背の高い真澄さんを見上げると、不思議そうな顔をする彼の目と交わった。切れ長の綺麗な瞳に胸がトクンと高鳴る。

「私以外の受付スタッフのことは名前で呼ぶのに、どうして私のことは〝高梨さん〟って呼ぶんですか……」

　なんだか急に照れくさくなって、真澄さんから目線を外す。彼と目を合わせて話すことにも少しは慣れたつもりでいたのに、昨日のことがあったからか、なぜかドキドキしてしまう。

「なんだ、そのことか」

　俯き加減の私の耳に届いた、真澄さんの優しい声に顔を上げる。

「気になってたのか？」

　少し腰をかがめた真澄さんの顔が近づく。ジッと見つめる彼の瞳が私の真意を窺っているようで、どう答えたらいいのか目があちらこちらへと泳いでしまった。

「ま、真澄さん、顔が近い……」

「大丈夫だ、まだ誰もいない。それにこの方が、蘭子の表情がよく見える」

「それは、そうですけど」

　たしかに付近には、まだ誰もいない。でもだからって、こんなに顔が近くては、心の奥底まで見透かされそうだ。

「で、どうなんだ。気になってたのか？」

　再度同じ質問をされて、仕方なく小さく頷いた。別に他のスタッフのように〝○○ちゃん〟と呼ばれたかったわけじゃない。真澄さんが愛川先生の時のチャラ男仕様は苦手だし、興味がないくらいに思われていた方が都合もよかった。

　でもどうしてか『なんで私だけ？』という思いは払拭できなくて、今思えばその行為が気に入らなかったのかもしれない。だからそれが、ずっと頭の中に残っていたんだと思う。チャラ男は苦手なんて言いながら、私真澄さんのことを……。

『どうでもいい』『都合もいい』なんて思っていたのに、ため息が漏れてしまっていたのは、おそらくそういうことだろう。

「だったら、俺の作戦は成功してたってことだな」

「作戦、ですか？」

　まったく予想もしてなかった言葉が真澄さんから飛び出して、目をパチクリさせる。一体どんな作戦だというのだろうか。

「蘭子のことをずっと好きだったからな、本当はお前のことだけを蘭子って呼びたかった。でもあの場でそう呼べば、あまりにも露骨だろ。どうして高梨さんのことは蘭子って呼ぶんですか？とか聞かれたくなかったしな」

「は、はあ……」

「それで考えたんだ。じゃあどうすれば、蘭子が俺のことを気にするようになるかって」

　そして出した答えが、私のことだけを〝高梨さん〟と呼ぶこと……だったらしい。

　思わず心の中で『子供かっ！』とツッコミを入れてしまう。

　マンションで一緒に暮らしている大人な真澄さんからは、想像もできないような安易な作戦に、苦笑いしか出てこない。もっと他に、スマートで大人な作戦があったんじゃない？

　まあそんな安易な手に、まんまと踊らされていた私も、どうかと思うけれど。

「私は真澄さんの罠に引っかかった、ということですね」

「どんなことでもいい、蘭子との繋がりが欲しかった。直球でぶつかっても、蘭子は落とせないって思ってたしな」




「たしかにチャラ男の真澄さんが直球できたら、即お断りしてました」

「だよな……」

　あからさまに落ち込む真澄さんの左手に、誰かに見られないようにそっと触れる。それなのに真澄さんときたら、腰に手を回し入れて私の体を引き寄せ、そのまますっぽり抱き包んでしまう。

「ま、真澄さん、ここ病院ですよ!?」

　慌てて真澄さんの腕から抜け出そうとしても、ギュッと抱きしめられているから容易に動けない。

　こんなところを誰かに見られたりでもしたら……。包まれている腕の中から真澄さんを見上げるが、どうやら焦っているのは私だけみたいだ。

「大丈夫だから、黙って」

　彼の落ち着き払った声に、慌ただしかった心が落ち着きを取り戻す。

　でもやっぱりここは病院内で。プライベートと仕事はちゃんと分けた方がいいと思った私は、彼の胸に両手を押し当てた。

「真澄さん。そろそろ出勤の時間です」

「ああ、そうだな」

　気持ちが通じたのか、私の体に巻き付いていた真澄さんの腕が、名残惜しそうに解かれていく。

「今日もチャラ男の愛川先生でご出勤ですか？」

　少し意地悪して聞いてみる。

「言うようになったな。まあ俺にもいろいろとあるんだ」

「いろいろですか？」

「ああ、いろいろだ。でもいつかちゃんと話す。それまで俺のことを信じて待ってろ」

「待ってろって。こういう時は普通、待っててくれないか？ってお願いするんじゃないんですか？」

　ちょっと偉そうに腕を組んでそう言うと、真澄さんが私の額をピンッと弾いた。

「偉そうに」

「痛いじゃないですか！　暴力反対！」

　ツンと痛む額を擦りながら、そう目でも訴えてみる。

「分かった、分かった。じゃあ今晩反省の意を込めて、うんと甘やかしてやる」

　でも真澄さんからの反応は予想と違っていて。耳を掠めるように甘い言葉を囁くと「じゃあな」とひと言残し、その場から離れていった。

「もう！　なんなのよ！」

　真面目なのかチャラいのか。やっぱり真澄さんは、いまいち掴みどころがない。腹が立つのに怒れない。それどころか体は真澄さんが発した『うんと甘やかしてやる』に反応して、勝手に火照り始める。

　どうしてくれるのよ――。

　小さく息を吐き真澄さんの甘い声が残る耳を塞ぐと、姿勢良く歩く彼の背中を見つめた。




「乙葉さん。お昼どうしますか？」

　午前の受付を終え、乙葉さんに声をかける。

「そうねぇ。休憩時間ちょっと減っちゃったし、職員用の食堂にする？」

　休み明けの月曜日は仕事が立て込んでしまって、休憩時間にまで割り込んでしまうこともしばしば。とは言っても普段の休憩時間が一時間半と長く、今日もまだ一時間近くは残っているけれど。

「そうですね。外に出るのも億劫ですし」

　天気はいいけど、如何せん外は風が強くてとてつもなく寒い。こんな日はどこもかしこも温かい、病院内にいるのが一番安心で幸せだ。いつもの通りに引き出しから財布やスマホが入った小さなバッグを取り出して、それを小脇に抱える。

「今日のランチはなんでしょうね、乙葉さん」

「う～ん。月曜だし、魚がメインじゃない？」

　他愛のない会話をしながら、旧病棟の奥にある職員用の食堂へと向かう。すると、目前にある食堂のドアから田所先生が出てきた。

「あ！　高梨さん！」

　突然大きな声で名前を呼ばれ、辺りをキョロキョロ見渡す。

　ここ愛華総合病院で真澄さんの人気は絶大だが、田所先生も負けていない。特に彼は病院関係者、女医や看護師からの人気が厚く、親衛隊もいるとの噂だ。

　そんな彼から名前を呼ばれ手なんて振られているところを、その親衛隊の人たちにでも見られたものならば……考えただけで恐ろしい。敵は作りたくない。体がブルッと震える。

　慌てて田所先生に近づき、「しー」っと人差し指を唇の前に立てる。周りに誰もいないのを確認すると、彼に小声で話しかけた。

「田所先生、大きな声で名前呼ばないでください。困ります」

「え、どうして？　あ！　俺と話すと真澄に怒られるとか？」

　ニヤリと笑って顔を覗き込まれ、途端にボッと顔が火照る。どうしてここで、真澄さんの名前を出すかなぁ……。真澄さんと付き合うことにはなったが、まだ公にはしないでほしいと、私から真澄さんにお願いした。

　病院での〝愛川先生〟は人気者だ。そんな彼と私が付き合っていると分かれば、きっと仕事がやりにくくなる。それに私が彼女では申し訳ないと言うか……まだ自信がない。真澄さんを想う気持ちは嘘ではないけれど、堂々と彼女だと宣言できるほど、まだ大人になりきっていない。今日はクリスマスイブだと言うのに、重いため息が漏れる。

「高梨さん？　もしかして、真澄とうまくいってない？」

「え？　いや、そんなことないです。たぶん、順調かと……」

　昨日のことを思い出し、照れから語尾が小さくなっていく。

「たぶん？　ははっ、なんだよそれ。でも君の顔を見ている限り、順調そうだね」

　またもや顔を覗き込まれて、慌てて身を引いた。

「もう先生！　私をからかってます？」

　人の顔を見て『順調』なんて、そうとしか考えられない。それとも、順調の二文字が顔のどこかに浮かび上がってきてるとか……って、そんなことあるわけない。

　真澄さんと同期で親友。だから似た者同士とでも言うべきか。

「まあ、あいつもいろいろ大変そうだけど、高梨さんの存在が癒やしになってると思うからよろしくね。さっきも上に呼び出されてたし……」

「え？　上、ですか？」

　上ってなに？　旧病棟の上って、なにがあったっけ？　首を傾げ後ろを振り返り、そばにいた乙葉さんを窺う。乙葉さんも『なんのこと？』と言うように首を横に振った。

「あぁ～ふたりとも、そんなに深い意味はないから。上っていうのは医局のこと。気にしない気にしない。じゃ、またね」

　私も乙葉さんもなにも言っていないのに、田所先生はそう早口でまくしたて、あっという間に姿を消してしまった。

「乙葉さん。なんだったんでしょう、今の」

　すっごく気になるんですけど……。

「さあ。でもなんか、焦ってたよね」

　ふたりで田所先生がいなくなった方を黙って見るが、そんなことをしても答えなんて出るわけもなく。

「蘭子、さっさとお昼食べるよ」

「……はい」

　田所先生の様子が気になりつつも、私も乙葉さんのあとを追って食堂へ入った。




「ところで蘭子。先週に比べると綺麗になったというか、肌ツヤが良くなったような気がするんだけど。愛川先生と〝なにか〟あった？」

　食堂の今日のおすすめＡ定食を食べ終わった乙葉さんが、片肘ついてニヤニヤしながら私の顔を見ている。

「もう乙葉さん！　そんな顔して見ないでくださいよ」

「そんな顔って、どんな顔って言いたいのよ？」

「イ、イヤらしいです。それに、田所先生と同じこと言わないでください」

　乙葉さんの言いたいことは分かっている。私と真澄さんが一緒のベッドで寝ているのを知っているのは乙葉さんだけ。だから彼女の言う〝なにか〟というのは……。

「ご想像にお任せしますけど、乙葉さんが考えてることで間違ってないと思います。たぶん」

　……ってなに言ってんだ、私。

　言ってから恥ずかしくなって、慌てて顔を両手で隠した。

「そう、よかったじゃない。蘭子もやっと大人の女になったわけだ」

　乙葉さんの柔らかい声に、閉じていた指を少し開け隙間から彼女を窺う。紙コップに注がれたコーヒーを飲んでニッコリ微笑んでいる、乙葉さんと目が合った。

「恥ずかしがることないのに。蘭子、〝あの人〟に抱かれて幸せじゃなかった？」

　上目遣いに私を見る乙葉さんの目が、やけに優しく感じる。

　さっきの田所先生のこともあってか、真澄さんのことを〝あの人〟と気遣ってくれる、乙葉さんの気持ちも嬉しかった。

「し、幸せな時間、でしたよ。でも、やっぱりこの手の話は、相手が乙葉さんでも恥ずかしいです」

　なにもかもが初めての経験で、なにをどこまで話したらいいのか、さっぱり分からない。それでも信用している乙葉さんにならと思っていたけれど……。

「恥ずかしいか。ま、そういうとこが蘭子らしいというか、可愛いんだけどね。で、今晩のクリスマスイブのご予定は？」

「仕事が終わったら買い物に行って、ふたりでクリスマスディナーを作る予定です」

　真澄さんは特別な日だからと、どこか予約して外食でもいいと言ってくれた。けれどあまり外での食事が好きではない真澄さんを、大勢の人で賑わうところへ連れて行くのは忍びない。だったらふたりでゆっくりできるところが一番いいんじゃないかと、マンションで過ごすことに決めた。幸いなことに、ふたりとも料理をするのが苦ではない。

　作る時間も、ふたりで楽しむ……想像するだけで楽しい。

　乙葉さんが前に座っているのも忘れて、ムフフと笑ってしまう。

「なんだか楽しそうね。その笑い方は、ちょっと不気味だけど」

「不気味って、乙葉さんひどい！」

　頬を膨らませ怒った顔を見せていると、小さなバッグの中のスマホがブルブルと震えているのに気づく。

「乙葉さん、ちょっとすみません」

　バッグに手を伸ばし、スマホを手に取る。

「メール？　噂の彼からじゃないの？」

「ですかね」

　スマホをタップしてディスプレイを確認すると、乙葉さんの言う通り、真澄さんからのメールが届いていた。

「なんだろう」

　仕事が終わったら連絡してと言われていたが、昼のこの時間にメールが来るなんて。なにかあったんだろうか。首をひねりながら真澄さんからのメールを開く。

　送られてきた内容を見て言葉をなくしている私を見て、乙葉さんが怪訝そうな顔をして顔を覗き込んだ。

「蘭子？　誰からだったの？」

「え？　あ、はい、彼からでした」

「なんだって？」

「実家のご両親から緊急の呼び出しがあって、仕事が終わったらまっすぐそちらに行くそうです。帰りは遅くなるから、先に寝てていいって……」

　笑ってそう乙葉さんに伝えたが、うまく笑えているだろうか。天国から地獄……それはちょっと言いすぎかもしれないけれど、今の私はそんな気分だ。

　彼女と過ごす約束をしているのに、三十にもなった大人がクリスマスを祝うからと、両親の待つ実家に行くとは思えない。なにかわけがあって、どうしても今日行かないといけない理由があったんだろうと頭では分かっているのに、心はざわついて落ち着かない。

　ついには……。

　真澄さんはそんな人じゃないと分かっているのに、こんな日に会いに行くのは、もしかして女性？　そうまで思ってしまうから、自分でも笑ってしまう。かなりダメージを受けているみたいだ。

「蘭子、大丈夫？」

　乙葉さんが心配そうな顔をしている。『大丈夫』そうひと言言って彼女を安心させたいのに、そんな簡単なひと言が言えないなんて……。鼻の奥がツンとする。ヤバい泣きそう……と思った時には、目尻から涙がぽろりとこぼれ落ちた。

　一緒に料理をするって約束したのに。『うんと甘やかしてやる』なんて甘く囁いたくせに。真澄さんに対する嘆き節ばかりが胸を焦がす。

「心配？」

　今さら隠しても仕方がない。乙葉さんにそう聞かれて、素直にうんと頷いた。

「まだ彼女になりたての蘭子にはキツイよね。しかも今日はクリスマスイブ。先生、タイミング悪すぎ」

　呆れたように肩を落としため息までつく乙葉さんを見て、私も一緒にため息をついた。

「でもね、蘭子」

『心配？』と聞かれた時とはあきらかに違う乙葉さんの優しい声音に、ボーッと一点を見つめていた目を上げる。

「病院での彼しか知らなかった時なら、私も心配したと思うけど。この前ショッピングモールで会った時の彼なら、きっと大丈夫」

「大丈夫……。でも彼、モテモテだし」

　食堂の窓ガラスに映る、自分の顔を見つめた。私なんかより綺麗で可愛い女性は、世の中にごまんといる。真澄さんが目移りしたってなんら不思議じゃない。真澄さんはこんな私を可愛いと言ってくれるけれど、それだって一瞬の気の迷いだったと言われれば素直に納得できるというもの。

　この世の終わりみたいに気落ちしていると、乙葉さんのクスクス笑う声が耳に届いた。

「落ち込んでる私を見て笑うなんて、乙葉さんひどくないですか？」

　目線を乙葉さんに移し怒った顔をすると、少し膨らませていた頬をプニッとつままれる。

「ごめんごめん。でもそんな怒ると、可愛い顔が台無しよ」

「もう！　私なんか全然可愛くないですし。真澄さんだって、本当のところはどう思っていたのか……」

　つい愚痴が漏れてしまう。と同時に、乙葉さんがつまんでいた頬を、グイッと引っ張りながら離した。

「痛い！　乙葉さん、なにするんですか！」

「蘭子。今の言葉、撤回した方がいいよ。あんたは気づいてないかもしれないけど、モールに迎えに来てからの先生、蘭子のことしか目に入ってなかったから」

「え？」

「私はあの時の先生を見て、蘭子を任せても大丈夫って思ったの。あの人は蘭子のことを裏切らない。今日だってよっぽどの事情だと思う」

　その確信はどこから来るのか……恋が初めての私には分からないけれど、乙葉さんの目は本気そのもの。

「よっぽどの事情……そう、ですよね」

　分かったような、分からないような。半信半疑な気持ちで、曖昧に答える。

「恋に目覚めたばかりの蘭子には分からないか。だったらこの乙葉さんのことを信じて、先生の帰りを待ってなさい！　なんて、私に言われても説得力ないかぁ～」

「そうですよ、説得力ないない」

「なにー！　言ったな、こいつー!!」

　立ち上がった乙葉さんが拳を振り上げる。

「乙葉さん、やめてください！　暴力反対！」

　私と乙葉さんのやり取りを見て、近くにいる人たちが笑っている。そんな時間が私の胸のくすぶりを、少しだけ軽くしてくれた。




『そんな寂しそうな顔をした蘭子を、ひとりで帰せない』という乙葉さんに彼女の車で送ってもらい、マンションへと帰ってきた。

　クリスマスイブに気を使わせてしまったのは申し訳なかったけれど、乙葉さんに話を聞いてもらったおかげで気持ちは随分と落ち着いている。荷物を片付け、簡単に部屋の掃除をして風呂に入る。真澄さんがいないのをいいことに、お気に入りのナイトウェアを着ながらキッチンに行き、電子レンジでミルクを温める。そこに蜂蜜を落とすとアカシアの優しい香りが鼻をかすめ、ホッと心が温かくなった。

　リビングのソファの上で膝を抱え、ホットミルクをひと口飲む。『蜂蜜の女王』と言われるアカシア蜂蜜の上品で癖のないあっさりとした味が、ホットミルクにはよく合い、ひとりで寂しい気分の私を少し笑顔にしてくれた。

　時計は二十三時を回っている。

　真澄さんからは昼にメールをもらって以降、なんの連絡もない。遅くなるから先に寝ていていいとメールには綴られていたが、どうしたものか。

「まだ眠くないし、待っててもいいよね」

　テレビの電源を入れ、膝を抱えたままソファに体を倒す。しばらくすると、ホットミルクで体が温まったのが良くなかったのか、それとも横になったのがいけなかったのか。急に睡魔に襲われる。

「ふわあぁぁ～」と大きなあくびをすると、テレビを見ていたはずのとろんとした目は、ゆっくり閉じていった。




「――蘭子。おい、蘭子、起きろ」

　夢の中だというのに、耳元で真澄さんの声がハッキリと聞こえる。会いたい気持ちが強すぎるのかな？と、可笑しくなってフフフと笑ってしまう。

「おい蘭子、笑ってる場合か。こんなところで寝てたら風邪引くだろう」

　体がふわっと抱き寄せられ、夢の中にしてはやけにリアルだなと薄っすら目を開けた。

「……真澄、さん？」

　夢の中でもスーツ姿が決まっていてカッコいい。今なら少しぐらい大胆になってもいいよね。

「大好き……」

　そう言ってスッと腕を伸ばし、真澄さんの体にギュッと抱きついた。ん？　あれ？　夢にしては抱き心地がいいというか、真澄さんの筋肉質の体がしっかりと伝わってくる。

　これはなにかがおかしい……。

　ショボショボする目を頑張って開くと、目の前にドンと眉目秀麗な顔があって。一瞬で現実に引き戻された私は、慌てて体を離そうとしてあえなく失敗。

　いや、失敗というのは違うか。体を離したくても、そうさせてもらえなかったと言うのが正解。真澄さんに強く抱きしめられている体は、うんともすんとも動かない。

「先に寝てろと言ったはずだ。どうしてベッドで寝ない？」

「そ、それは……」

　真澄さんを待ってた、そう言いたいのに、なんだか彼が怒っているように見えて素直にそう言えない。急に悲しくなってきて、涙が出そうだ。

「悪い。別に怒ってるんじゃないんだ。ここで俺の帰りを待っててくれたんだよな？」

　その言葉に安心して、小さく頷く。

「結局、寝ちゃったけど」

「遅くなった俺が悪いんだから、そんなこと気にするな」

　そう言いながら顔を近づけた真澄さんは、軽く唇を重ねた。

「真澄さん、お酒飲んできたんですか？」

　彼の呼吸から、ほんの少し赤い果実の香りがした。

「ああ。一杯付き合えと親父に飲まされた」

　そしてこれもほんの少しだが、真澄さんのスーツから女性ものの香水の匂いがするのに気づいてしまう。

　それは誰のものなのか……。

　真澄さんから家族のことは聞いたことがないが、実家に行ったのなら母親か、女きょうだいか。それとも……。また良からぬ想像が頭の中に浮かび、唇を噛みしめる。

「蘭子？　どうした？」

　顎に当てられた人差し指で顔を上げられて、慌てて笑顔の仮面を貼りつける。想像だけで真澄さんを疑うのはよくない。そう分かっているのに、自然に笑うことができない。

　真澄さんのことを信じたいのに……。情けない自分が、また顔を出す。

「ど、どうもしませんよ。真澄さん、お風呂は？」

「そうだな、シャワーをさっと浴びてくる。少し待っていられるか？」

「は、はい。それは大丈夫ですけど」

　なにがあるというのだろう。首を傾げる私に、真澄さんが顔を寄せる。

「もう遅いからな。蘭子を啼かせるのは諦めるが、抱きしめて眠りたい」

　甘く囁かれ耳たぶを甘噛みされると、寂しさを感じていた体が震えた。

「な、啼かせるとか言わないで……恥ずかし……んっ」

　ボソッと出た言葉は、真澄さんの唇に塞がれる。それはすぐに深く重なり、無遠慮に入ってきた舌が口腔内を彷徨うと、私の思考を奪っていく。

　今はなにも考えたくない……。真澄さんの体をもう一度強く抱きしめ、彼に身を任せた。




　次の土曜日。私は今、口腔外科診療室で、真澄さんが来るのをひとり待っている。今日は親知らず抜歯の日。

　先週診察してもらってからというもの毎日マンションで、『口開け』と確認してもらって準備は万端。痛みもまったくないし腫れも引いている。

　今朝マンションで最後の確認をしてもらい『絶好の抜歯日和だ』とわけの分からないお墨付きをもらったが、さすがに真澄さんの言葉でも抜歯の恐怖心は拭えない。

「真澄さん、面白がってわざと痛くしないかなぁ。心配……」

　不安から勝手な言葉を口にすると、頭にゴツンと衝撃が走った。

「高梨さん、お待たせしました。今から準備に入りますね」

　叩いたのは真澄さんだと確信して、彼の顔を睨みつける。すかさず文句を言おうとして、それをグッと抑えた。

　口腔外科の診療室はそれぞれ個室になってはいるが、中待合とはカーテンで仕切られているだけ。大きな声で話せば、会話が聞こえてしまう。口腔外科の歯科助手や看護師の中にも彼のファンは多い。先生との関係がバレるのは、さすがによろしくない。

　周りに真澄さん以外に人がいないことを確認して、おもむろに彼の手を引き顔を近づける。

「いきなり叩くなんて、痛いじゃないですか！」

　小さな声で不満をぶつける。でも真澄さんは、顔色ひとつ変えない。

「偉そうなことを言ってると、今晩抱き潰す」

「だだだ、抱き潰すっ!?」

　それどころか、恐ろしい言葉をのうのうと吐くから驚くしかない。大きな声を上げてしまい慌てて口を押さえた。

「愛川先生、どうかしましたか？」

　私の叫び声を聞きつけて、歯科助手の女性がカーテンを開け、顔を覗かせる。

「いや、大丈夫。佐さ野のさん、そろそろ始めてもいいですか？」

「はい、オッケーです」

　そう言って真澄さんに〝佐野さん〟と呼ばれた女性が私に近づく。「これ、こちらに預かりますね」と、私がまだ手に持っていたバッグをカゴに入れてくれた。

「すみません」

「いえ」

　ニッコリ微笑む彼女を見て、少し落ち込む。こんな可愛らしい女性が一緒にいるというのに、真澄さんはどうして私なんかを好きになったのかな。仕事とはいえ気遣いのできる素敵な人なのに……。

　もしかしてクリスマスイブに真澄さんが一緒にいたのは、この人じゃないだろうか……なんて。なにトンチンカンなことを考えているんだろう、私。思い出したくないことを思い出して、落ち込みは一層深さを増し、自分のバカさ加減に呆れてしまう。

「高梨さん、どこか気分でも悪いですか？」

　私の様子がおかしいのを見逃さなかったのだろう真澄さんが、少しわざとらしく聞いてくる。私の心を知ってか知らずか、意を込めた目で私をジッと見つめている。

「大丈夫です。悪くありません」

　ぶっきらぼうにそう答えれば、真澄さんは珍しくニッコリ微笑んだ。

　これ絶対、私の心を見透かしているに違いない……。

　面白くないけれど、その笑顔は悪くない。ずっと見ていたくなるような笑顔だ。

「見惚れてる？」

　タオルを取ろうとした真澄さんが少し身をかがませ、近づいた私の耳に甘美な声で囁く。

「じゃあ、椅子を倒しますね」

　歯科助手もいるのにこんなところで……口をアワアワさせている私をよそに、治療用のユニットの椅子は音も立てずにゆっくりと倒れていく。そしてあっという間に目を覆うようにタオルをかけられて、真澄さんの顔は見えなくなってしまった。

　完全に真澄さんのペース。やっぱり遊ばれているな、私。でも如何せん、ここは口腔外科の診療室。真澄さんの独擅場、私はまな板の上の鯉だ。もう好きにしてください。

　緊張していた体の力を抜くと、それを悟ったように真澄さんが笑った……ような気がした。




　今日歯を抜く場所の近くに、何ヶ所か麻酔を打たれる。少しチクッとしたが、我慢できないほどの痛みじゃない。麻酔が効くまでしばらく待っている間も、真澄さんはこの後の準備に余念がない。カチャカチャと響く器具の音が、不安を掻き立てていく。

　そして……。

　とうとう、恐れていた時間が訪れた。お口の中の準備はオッケーかと、麻酔注射をした辺りを舌で触れてみる。なんの感覚もない、麻酔の効きもバッチリだ。

　向かうところ敵なし状態なのに、真澄さんが私の口に手をかけると、緊張と恐怖から体に力が入る。目をギュッと閉じ、手に拳を握った。

「高梨さん、楽にしてくださいね。心配しないで、僕を誰だと思ってるんですか？」

　また、これか。先週診察してもらった時と同じパターンに、どう答えるか悩む。でも私を挟んで真澄さんの反対側に立っている佐野さんは「え？　愛川先生は愛川先生じゃないんですか？」なんて、真面目に答えているから可笑しくなって体がわずかに震えてしまった。

「優秀な口腔外科医、なんですよね？」

　右側が麻酔のせいで麻痺していて話しにくい口で、淡々と答える。でも真澄さんは、その上をきた。

「残念。僕は天才的な口腔外科医だ。だからなんの心配もない、俺に任せろ」

　突然のプリンスの登場に佐野さんはなにも気づかず、「愛川先生、カッコいい～」と声を震わせているが、私は最後の〝俺に任せろ〟という言葉を聞き逃さなかった。

　あれは愛川先生じゃない、真澄さんの時の一人称での話し方。私にだけ分かる口調で、安心させてくれているのだと思うと頬が緩む。タオルが掛けられていて真澄さんがどんな顔をしているのかは分からないけれど、きっと自信ありげに笑っているんだろう。

　真澄さんらしい……。

　彼の笑顔が脳裏に浮かび、ふっと体の力が抜けていく。

「よろしくお願いします」

　すべて真澄さんに任せておけばうまくいく。小さく深呼吸すると、お腹の上で両手を組み合わせた。




「真澄さんの嘘つき!!」

　真澄さんが運転する車の助手席で、彼に文句を浴びせながら右頬を押さえる。

「嘘つきとは聞き捨てならない言葉だな。俺がいつどこで嘘をついた」

　聞き捨てならない？　いつどこで？　冗談も大概にしてもらいたい。まっすぐ前を向いたまま悪びれる様子もなく言葉を放つ真澄さんに、鋭い視線を向けた。

「だって真澄さん、『なんの心配もない、俺に任せろ』って言ったじゃないですか！」

「ああ、たしかにそう言ったが、それがなにか？」

「なにか？　じゃありません！　ここ、麻酔切れたからか、すっごく痛いんですけど！」

　頬をパンパン叩き、ここが痛いとアピールしてみせる。

「深い位置に横向きに埋もれていたからな。痛みと腫れは一週間ぐらい続くかもしれない」

「い、一週間!?」

「歯茎を切開して、骨にはまっている歯を取り除いたあと縫ったんだ、仕方ないだろう」

「うぅ……」

　それはそうだけど。

　心臓の鼓動に合わせてズキンズキンと痛む右側の口内は、まだ少し血の味がして気持ち悪い。ずっと口を開けっ放しだったからか顎も痛いし、どこもかしこも痛―いっ！

「薬局で薬はもらってきたか？」

　ぶすっと膨れっ面で、コクリと頷く。

「夜になると痛みが激しくなるかもしれない。その時は我慢せず、すぐ俺に言うように」

「……はい」

　なによ、先生みたいに……。って正真正銘、口腔外科医だけど。いや、天才口腔外科医様か。

　風邪や腹痛なら自分でもなんとかできるけれど、こればかりはどうしようもない。専門医がそばにいてくれる……それだけでもありがたいと思わないと。

　ため息にも似た息を漏らすと、同時に腹の虫が鳴る。お腹減ったなぁ……。

　でも口の中がこの状態じゃ、きっと食べられないよね？　抜歯のことが不安で、朝はあまり食欲が湧かなかった。こんなことになるなら、もっと朝食をたくさん食べておくんだったと今さらながら後悔中。

「夕飯はどうする？」

　真澄さんにそう聞かれても、腹ペコなのを隠して首を横に振った。

「でもさっきから、腹鳴ってるよな？」

「うっ……き、聞こえてたんですね。お腹は空いてるんですけど、この調子じゃ食べられそうもなくて」

「ヨーグルトやゼリーなら食べられるんじゃないのか？」

　たしかに！　その類のものなら噛む必要はないし、なにより好物だ。少し物足りない感はあるが、今はそんなこと言ってられない。なにも食べないよりはマシだろう。

「もし希望するなら、俺が口移しで食べさせても……」

「結構です！」

「即答かよ。でもまあ、その元気があれば大丈夫だな」

　運転席からすっと伸びてきた手が、私の頭を撫でる。

「その痛みを代わってやることはできないが、そばにいて緩和してやることはできる」

「緩和？」

「なんのために俺がいると思ってる。遠慮なんてするな、どんな時も全力で甘えればいい」

「……はい。ありがとうございます」

　頬に当てている私の右手に、頭の上にあった真澄さんの手が滑り降りてくる。ギュッと手を握られると、彼の優しい気持ちが温かさとなって伝わってきた。

「買い物して、早く帰るぞ」

「はい！」

　そんな些細なことで、抜歯の痛みが少し和らぐ。真澄さんの手は、魔法の手かもしれない。

　その日の夜は風呂には入るなと真澄さんにキツく止められ、まだ二十二時を回ったばかりだが、早々にベッドに潜り込む。薬を飲んでも切った歯茎の痛みはまだひどい。この時間になって頬も腫れてきた。

「うぅ……」

　ひとり、その痛みに耐えていると、真澄さんが寝室に入って来るのが見えて体を起こした。

「起きなくていい、そのまま寝てろ」

「すみません。こんな年の暮れに迷惑かけて……」

　そう言いながらベッドに横になると、頭の下になにかを入れられた。

「冷たい」

「氷枕。冷たいかもしれないが、冷やすと少しは楽になる」

　言われた通りに腫れた頬をピタッと当てる。しばらくして、その冷たさに少し麻痺したのか、痛みが和らいだ。

　ベッドの縁に腰を下ろした真澄さんが、私の髪を撫でる。

「真澄……さん」

「無理してしゃべるな。俺がそばにいるんだ、安心して早く寝ろ」

「うん」

　いつもなら『はい』と返事するところだが、真澄さんはいつもより優しくて。いや、いつも優しいけれど、今日は普段の二倍増しで優しくて。なんだか甘えたくなってしまった。

「どうした、そんなトロンとした目で見つめて。抱き潰すのは痛みがなくなってからにしてやろうと思ってたけど、どうしようか？」

　真澄さんがグッと顔を寄せ、怪しい目を私に向けた。前言撤回。鬼！　悪魔！

　心の中で罵ってみる。

「そんな顔するな。冗談だよ、冗談。さっさと寝ろ」

　真澄さんは不意打ちにチュッと柔らかなキスをして、また髪を撫で始めた。子守唄のつもりなのか、鼻歌まで歌っている。

「真澄さんのバカ」

「バカはどっちだよ。そんな目、他の男に見せるなよ」

　そんな目とは、どんな目なんだろうか。私にはさっぱり分からないが、言えることはただひとつ。

「真澄さん以外、誰に見せると言うんですか？　私には真澄さんだけです」

「ああ、そうだな」

　満足げに微笑む真澄さんの顔に安心したら、急に睡魔に襲われる。もう一度唇が重なると、そのままゆっくり目を閉じた。




　少なくても二、三日は痛むだろうと言われていた抜歯の痕も、幸いなことに翌日にはかなりよくなっていた。『免疫力の違いなのか、人によって症状がかなり違うな』と、真澄さんも驚く回復力らしい。

　痛みに耐えながらの年越しも覚悟していただけにホッと一安心。真澄さんに抱きついて大喜びしてしまった。これなら正月を迎える準備ができる！　そう張りきっていたら、『まだ治ったわけじゃないから年越しの準備もほどほどに』と真澄さんに言われてしまった。

　でも、そうは問屋がおろさない。

　お世話になりっぱなしじゃ真澄さんに申し訳ないと、エプロンをつけて、腕まくりをする。真澄さんは男性にしては掃除が好きで、部屋の中はどこもさほど汚れていない。でも〝鬼のいぬ間に〟ではないが、キッチンとダイニング、リビングは念入りに掃除をした。

　その鬼……じゃなかった。真澄さんはというと病院が休みに入った今日も、実家に行っている。クリスマスイブの日に行ってからというもの、ちょくちょく呼び出されているようだ。

　最初こそ、本当に実家に行っているのかと疑うこともあったが、今はもうそう思う気持ちはどこにもない。クリスマスに渡したプレゼントも大喜びしてくれたし、そんな人が嘘をつくはずがない。

　真澄さんのことを信じる……。

　そう自分で決めると、心の中がふっと軽くなった。疑ったって、ひとつもいいことはない。ひとり落ち込むだけだ。遅くならないように帰ってきてくれるし、毎日愛してくれる。まあ〝毎日〟のことに関しては、もう一度話し合いが必要な気もするけれど。

　明日は大晦日。突然慌ただしくなってしまった年末も、終わりを告げようとしている。

　火事でアパートに住めなくなった時は途方に暮れたけれど、まさか真澄さんと暮らすことになるなんて。しかも彼から愛の告白を受けて、今では彼女として幸せな時間を過ごしている。

「夢、じゃないよね？」

　ありきたりだが頬をつねってみれば、当たり前に痛い。どうやら現実みたいだ。と、頬をつねったせいか、抜歯したところがズキンと痛む。

「あ、薬飲むの忘れてた」

　ヤバいヤバい、真澄さんに怒られる……ダイニングに急ぎ、処方された薬の入った小さな袋を手にすると、メールが届いたことをそばにあったスマホが知らせた。このタイミング……。嫌な予感にスマホをタップする。

「やっぱり」

　メールの相手は思った通り真澄さんで、その内容に苦笑した。

【蘭子。薬、飲み忘れていないだろうな】

　どこかで見ていたようなメールの内容に、部屋の中をキョロキョロ確認する。隠しカメラなんてあるわけないのに……と、プッと噴き出してしまう。

　さすがは真澄さんだ。私のことを、私以上に分かっている。

「はいはい。さっさと飲みますよ」

　袋から薬を出していると、またスマホが音を鳴らす。

「今度はなんですか？」

　スマホのディスプレイを見て、その内容に勝手に頬が緩んだ。

【今から帰る。早く蘭子を抱きたい】

「だ、抱きたいって……」

　これだから、真澄さんには困ってしまう。ねえ知ってる？　まだ外、明るいよ？

　彼のストレートすぎる愛情表現にはほとほと呆れてしまうけれど、それが愛川真澄という人間で。一緒に暮らすことになってから少しもブレないから、嬉しいような恥ずかしいような。

　時刻は十六時を少し回ったところ。

　真澄さんの『早く蘭子を抱きたい』というのは冗談だと思う、いや冗談であってほしい。私的願望を胸に寝室へ向かう。

「まさかね」

　すぐに使うことはないだろうと思いながらも、ベッドメイキングをささっと済ませる。最後にぽふっと枕を膨らませ、「これでよし」と満足してからキッチンへと戻った。




「あけましておめでとうございます」

　年が明けた、初出勤の金曜日。病院内のあちらこちらで、年始の挨拶が繰り広げられている。例に漏れず私も受付スタッフに挨拶していると、園枝さんが歩いて来るのを見つけて小走りに駆け寄った。

「園枝さん。あけましておめでとうございます。今年もよろしく……」

「なに、堅苦しい挨拶してるのよ。はいはい、あけましておめでとう。今年は顔出せない、愛川先生と付き合っていて彼と過ごしたいと連絡もらった時は驚いたけど。先生とはいい年始を迎えられた？」

　愛華総合病院で働くようになってから、お正月は園枝さん家族と過ごすことが定番になっていた。園枝さん夫婦にはお世話になっている。お礼も兼ねて今年も行くべきか悩んだが、真澄さんと一緒に過ごすことを選んだ。

『園枝さんのところへ行きたい』と真澄さんに言っても、彼はダメとは言わないだろう。けれど年末年始で病院が休みの時でも、当番の日は病院に出かけ、用事がある時は帰りが遅くなることもしばしば。疲れて帰ってきた時に、少しでも真澄さんと一緒にいたい……と自然と素直な気持ちが勝ってしまった。

「はい、おかげさまで。でも崇たか史しさんには悪いことをしてしまって……」

　崇史さんとは園枝さんの旦那さんで、可愛がってもらっている。それなのに行くのを断ってしまい、心苦しく思っていた。

「いいのよ、そんなこと気にしなくても。蘭子ちゃんもいろいろあるわよね。でもまた時間がある時にでも顔、見せに来てやって。あの人、蘭子ちゃんに会うの楽しみにしてるから」

「はい、そうさせてもらいます」

　今度園枝さんの家にお邪魔する時は、崇史さんの大好きな豆大福を持っていこう。『課長に挨拶してくる』という園枝さんを見送ると、私も今年初めての受付業務の準備に向かった。




　アパートボヤ事件から、もうすぐ一ヶ月。年明け初出勤から、翌週の木曜日。仕事も終わり帰る準備をしていると、バッグの中のスマホが鳴りだす。こんな時間に誰？と手に取ると、アパートの大家さんから。

《長いこと待たせたけど、アパートの修繕終わったから》

　そう言って一方的に電話を切られ、マンションに帰ってからどうしたものかと真澄さんに相談。

「今さらなにを言っている。解約に決まってるだろ」

　と即答され、顔がだらしなくニヤニヤするのを抑えられない。これで本当の同居？　同棲？　ふたり暮らし！

「土曜日は仕事だから、日曜日にでもふたりで大家さんに挨拶に行くか」

〝挨拶〟と言われて、相手は大家さんなのにドキドキするなんて、勘違いも甚だしい。でもまだ荷物もほとんど残っているし、解約の手続きも真澄さんが一緒なら安心というもの。

　一ヶ月前の私は寂しいひとり暮らし。こんな未来を、誰が予測できただろう。長い人生、なにが起こるか本当に分からない。

　この幸せが、永遠に続きますように……。

　ドレッサーの前で髪を整え終えると、ヘッドボードにもたれなにやら小難しい本を読んでいる真澄さんに近寄る。

「来るのが遅い。いつまで待たせるつもりだ」

　私が来たのを確認すると、読んでいた本をサイドテーブルに放り投げた。

「もう、投げることないのに」

「この方が早い」

　そう言いながら両手を広げる、真澄さんの胸にストンと収まる。この場所が、いつもの私の定位置。温かいこの場所を、絶対に手放したくない。その想いが真澄さんに伝わるように、彼の大きな体を強く抱きしめた。

　翌日……。

「ほんとに、ひとりで大丈夫か？」

　ポンッと頭の上に手を乗せて、真澄さんが私の顔を覗き込む。

「役所に書類取りに行くだけですよ？　大丈夫に決まってるでしょ」

　病院に提出する必要書類を市役所に取りに行くだけ。子供でもできるお使い程度のことなのに、心配性にもほどがある。真澄さんは時々、私のことを子供扱いする。彼から見たら子供かもしれないが、こうもあからさまに心配されると面白くない。

「早く行かないと遅刻しちゃいますよ」

　このままでは一緒に行くと言いかねない。玄関のドアを開けると、彼の背中を押す。

「なにかあったら、すぐに連絡……」

「心配するようなこと、なにもありませんから！　真澄さん、いってらっしゃい」

　背の高い彼の両肩を掴み、少し背伸びをして自分から唇を重ねる。驚いた顔をして突っ立っている真澄さんに微笑みかけ、バタンとドアを閉めた。

　ちょっとかわいそうな気もするけれど、結果オーライ。これ以上時間を引き伸ばしたら、本当に遅刻してしまう。ベランダに移動して真澄さんの車が駐車場から出ていくのを確認すると、「さあ、始めますか」と腕まくりをする。

　今日の私は午後からの出勤。朝食の片付け、洗濯に掃除。それが終わったら役所に寄って、そのまま病院に行く予定だ。

　やることは盛りだくさんだが、平日のこんな時間もたまにはいい。足取りも軽くキッチンに向かうとお気に入りの歌を口ずさみ、食器洗いをはじめた。




「お疲れ様です」

　病院に到着してすぐ、スタッフルームに顔を出す。と、なにかあったのか、いつにも増して騒がしい。女子が集まれば賑やかになるのは常だが、これは常軌を逸している。

　情報ツウの乙葉さんなら、きっとなにか知っているだろうと姿を探すがどこにも見当たらない。もしかしたら食堂かと踵を返すと、そばにいた女性の話し声が耳に届いた。

「もう私ショックだよ、愛川先生が結婚するなんて。しかも彼、院長の息子だったとか。って言うことは次期院長だよ。もっとプッシュしておけばよかった～」

　耳を疑うような話に、足が止まる。

　愛華総合病院に〝愛川先生〟は、真澄さんひとりしかいない。その愛川先生が結婚？　しかも院長先生の息子？　それって一体、なんの話？

　私は真澄さんからプロポーズなんて受けてない。結婚の〝け〟の字も聞いたことがないし、話をしたことだってない。いずれそうなったら嬉しいなぁとは思っていたけれど、話を聞いているとどうも相手は私じゃない……よね。

　胸がバクバクと息苦しい。なんとか気持ちを落ち着かせようと胸元を押さえるが、鼓動は収まるどころか速くなっていくばかり。

　なんなのよ、これ！　眼の前で繰り広げられている愛川先生の噂話に、頭の中はパニック寸前。立っているのもつらい。呼吸も乱れ始めてきて、心臓をしめつけられるような苦しさに顔をしかめる。

　誰か助けて……。なにかを掴むようにゆっくりと右腕を上げた、その時。

「蘭子っ!!」

　この声は……乙葉さん。目線の先に彼女の姿を見つけて、はぁと息を吐く。慌てて駆け寄ってきた乙葉さんに体を支えられると、引きずられるようにスタッフルームをあとにした。

「蘭子あんた、ひどい顔してるよ」

「そ、そうなんだ。ひどい顔か、あはは……」

　面白くないのに、笑ってみる。

「もしかして愛川先生の話、聞いた？」

　乙葉さんも知っていることに落胆し、力なく頷いた。

　そっか。情報ツウの彼女も知っているということは、さっきの噂話は本当なんだ。嘘だったらよかったのに……。ギュッと下唇を噛んで、涙をこらえる。

「まだ休憩時間残ってるし、少し話せる？」

　乙葉さんはそう言って、私の顔を見た。いつも元気な乙葉さんの顔が悲しげで、さらに落ち込んだ。

　力が入らない足でなんとかたどり着いたのは、旧病棟の最上階。レストランの奥にある、展望のいいオープンスペース。窓際の椅子に座り、窓の外に目を向けた。

　中庭からの景色もいいが、ここからの見晴らしも悪くない。遠くに雪化粧した山脈が見えて、少しだけ、ほんの少しだけ心が和らぐ。

「すみませんでした」

「なにが？　蘭子が謝るようなこと、なにもないでしょ」

「どう、でしょう……」

　頭の中がどうかしてしまったのか、思考能力が鈍る。自分が今、なにを考えているのかよく分からない。

「ごめん、蘭子。単刀直入に聞くけど、愛川先生のこと、どこまで聞いた？」

　真澄さんの名前が出て、頭の片隅が疼く。テーブルに片肘つくと、そこに手を当てた。

「真澄さん、結婚するみたいですね。まさか院長先生の息子だったなんて、もうびっくりです」

　驚きすぎて笑うしかない。どうしてこんなことになったの？　朝出かけていく時は、いつもと変わらなかったのに……。真澄さんを見送ってから、たった五時間。その五時間の間に、なにが起こったというのだろう。

　両手で頭を抱えると、テーブルに突っ伏した。

「私も驚いたよ。今朝、愛川先生、いつもみたいに受付に来なかったんだ。皆でどうしたんだろうって話をしていたら、珍しく院長とエレベーターから降りてきたんだけど……」

　そこまで言うと乙葉さんは、私の顔を窺う。その顔を見て言いにくいことがあるんだと悟った私は、大丈夫と言わんばかりに笑顔を見せた。

「全部、話してください」

　乙葉さんが言いよどむくらいだ、その内容は私の胸をえぐるものなんだろうと覚悟を決める。乙葉さんには申し訳ないが、知っていることはなにもかも話してほしい……そう訴えるように体を起こすと、彼女の目を真っ直ぐ見つめた。

「分かった。そうだよね、蘭子には聞く権利があるよね」

　腹を決めたのか乙葉さんは頷き、椅子に姿勢良く座り直す。

「院長の後にエレベーターから降りてきた愛川先生、ひとりじゃなかったんだよね。隣に女の人が一緒にいたの。後で分かったんだけど彼女、大学病院の教授の娘で優秀な外科医なんだって」

　乙葉さんはそこで一度話を止め、大きく深呼吸した。私も思わず息を呑む。

「どうやら愛川先生が結婚するのは、その女医さんみたい。婚約も整って、近々両家で結納を取り交わすって」

「結納……」

　私の中でなにかが、ガラガラと崩れ落ちる。どうしてそんなことが急に起こるのか。婚約？　結納？　それって数時間で決められることじゃないでしょ？

　震える自分の体をギュッと抱きしめると、力なくうなだれる。

「ねえ、蘭子。去年のクリスマスイブの日のこと覚えてる？」

「クリスマスイブ？」

「そう。あの日愛川先生、実家のご両親から緊急の呼び出しがあったよね？」

「え？　あ、はい。乙葉さんとご飯、行きましたよね」

　ひとり寂しいクリスマスイブを過ごさなくてよかったけれど、それがどうしたというのだろう。

「その日から結婚の話が進みだした。ってことはない？」

「あ……」

　乙葉さんにそう言われ、心当たりがあることに気がつく。

　真澄さんはクリスマスイブ以降、たびたび実家に行っていた。最初こそ本当に実家に行っているのかと疑っている自分もいたが、最終的には彼のことを信じると自分で決めた。

　まさかご両親と、結婚の話を進めていたなんて……。

　真澄さん、ひどい。

　ずっと我慢していた涙が、一筋頬を伝う。

「その様子だと、心当たりがあるって感じだね。蘭子、ごめん。私が愛川先生なら大丈夫なんて言ったから……」

「そんなこと……。乙葉さんはなにも悪くない、真澄さんの言葉を信じた私がバカだったんです。ちょっと考えれば分かりそうなことを、恋愛経験のない私は……」

　もうダメだ。我慢しきれなくなった悲しみが涙となって溢れ出し、こらえきれない気持ちは嗚咽と変わって喉を震わせた。

「蘭子……」

　乙葉さんに背中を擦られると、その手の温もりに、しばらく涙は止まらなかった。




　その夜……。

　私は今、園枝さんの家のこたつで、丸まっている。昼休み中にさんざん泣きはらした目は、真っ赤に腫れ上がった。その顔を見かねた園枝さんは午後からの仕事を裏方に変更してくれた上、仕事終わりに『帰りたくない』と駄々をこねる私を自宅に連れ帰ってくれたのだ。

「ねえ蘭子ちゃん。その顔の理由は、愛川先生のことよね？」

　久しぶりに大泣きした顔は、いまだ目が腫れたまま。化粧も取れてしまって、見るも無残な情けない状態。だからといって、いつまでも黙り込んでいるのはよくない。

　顔を隠していた両手をゆっくり離すと、上目遣いに園枝さんの顔を窺う。

「園枝さん。私の初恋、一ヶ月で木っ端微塵に吹っ飛びました」

　怪訝そうに眉をひそめる園枝さんに力なく笑いかけると、ポツポツとことの真相を話しはじめた。




「年始に蘭子ちゃんから愛川先生と付き合ってると聞いた時、正直なことを言うと、ちょっと心配だったのよ」

　大きなため息をつく園枝さんを見て、申し訳ない気持ちが心の中に広がる。

「以前園枝さん、『愛川先生は女の子には見境ないところがあるから気をつけてよ』って心配してくれていたのに、私ったら彼の言葉に舞い上がってしまって」

「でも恋ってそういうものだから。ごめんなさい、別にあなたを咎めようと思ってるんじゃないの」

　園枝さんの言っていることが分かりすぎて胸が痛い。止まっていた涙がまたじわりと溜まりだし、泣き顔を見られまいと下を向く。園枝さんは私の隣に移動すると、そっと肩を抱いてくれた。

「愛川先生の婚約の話は、私の耳にも入ってきてる。実は院長と私は飲み友達で、最近いろいろ相談されてたの。愛川先生には早く結婚して、愛華総合病院を継いでほしいってね。でもまさかこんな早くに、教授の娘さんとの結婚話が持ち上がるとは私も思っていなくて」

「そうだったんですか。結婚して病院を継ぐ……」

　もうそんなところまで話が進んでいるんだ。ほんとに笑うしかない。もっと早くに気づくべきだった。あんな凄いマンションに住んでいる時点で、どうして気づかなかったんだろう。

　でも今さらなにを言っても後の祭り。なんにせよ、真澄さんの結婚はもう決定事項、私が入り込む余地なんてどこにもない。なんか、どうでもよくなってきてしまった。こんな私でも、少なからず幸せな時を過ごすことができた。欲を言えば、そんな幸せな時間が永遠に続けばよかったんだけど……。

「愛川先生から、連絡は来てないの？」

「来てますよ。さっきから電話もメールもひっきりなしに。バカですよね、今さらなにを話すつもりなのか。私は話すことがないから、さっさと電源落としちゃいました」

　真澄さんには呆れてしまう。ずっと私を騙していて、さぞ楽しかったことだろう。それなのに今さら言い訳でもするつもり？

　怒りを通り越して、憎しみまで湧いてくる。声も聞きたくないし、もう顔も見たくない。

「園枝さん。来週からしばらく、有給休暇使って仕事休んでもいいですか？　真澄さんのマンションには戻れないし、アパートもきっと彼が来そうな気がするので、しばらく伯母夫婦のいる田舎に帰ろうかと思って」

　もう真澄さんのそばにはいられない。愛華総合病院にだって、私の居場所はない。

「できれば仕事も辞めたいと思ってます。本来なら数ヶ月前に申し出るのが決まりだと思いますが、さすがにこの状況で病院に居座り続けるのは精神的にも難しいかと……」

「ちょ、ちょっと待って。なにもそんなに先を急がなくても。有給休暇のことはなんとかするから、一度愛川先生と話してみたら？　彼にもいろいろな事情があるのよ。田舎に帰るとか仕事を辞めるとか、そんな大事なことをあなたひとりで決めてしまっていいの？」

　園枝さんにそう言われ、気持ちが揺らぐ。

　いろいろな事情ってなに？　そんなこと、私はなんにも知らない。

　もちろん、今自分がしようと思っていることが正しいとは思っていない。真澄さんと話をする選択肢がないわけじゃない。私の行動が早急すぎることも分かっている。

　まだ心の最奥で、真澄さんのことを信じようとしている私がいる。

　真澄さんの本当の気持ちをたしかめたい……。

『ずっと好きだった』と言ってくれた、あの告白は嘘だったの？　『蘭子が欲しい。蘭子じゃなきゃダメなんだ』と力強く抱きしめてくれたのは偽りだったの？

　真澄さんのひとつひとつの言葉が、頭の中を走馬灯のように駆け巡る。なんて、今さらか……。

「とにかく今は、ひとりで考えてみます。真澄さんに会っても、冷静ではいられないと思うし」

「そう、分かった。でもなにか相談したいことができたら、すぐに連絡するのよ」

　園枝さんの気持ちに感謝しつつ、翌日。私はひとり、生まれ故郷へと向かった。










11．幸せは自分で掴むもの




「う～ん、空気が美味しい」

　岐阜の東とう濃のう地方にある小さな駅のホームに降り立つと、太陽に向かって背伸びをする。学生の頃と変わりない風景に、心の傷が少しだけふさがったような気がした。

　バッグを肩にかけ直し改札を抜けると、駅前のロータリーにあるバス停に行く。

「次のバスは何時に……」

　時刻表を確認していると、ロータリーに一台のバスが入ってきた。昨日の私は散々だったが、今日はツイてるみたいだ。故郷の懐かしい景色は、カラッカラに乾いた心を癒やしてくれる。やっぱり田舎が、私には向いているみたいだ。

　抜け殻……とまでは言わないけれど、今の私にはなにもない。心にぽっかり開いてしまった穴を埋めるには、やっぱり空気の綺麗なところがいいのかもしれない。

　大きく空気を吸い込むと、目の前に停まったバスに乗り込んだ。駅から自分が住んでいた街までは四十分ほど。子供の頃は長いと感じた道のりも、大人になるとあっという間でウトウトする暇もない。

　窓からの眺めが見慣れたものになり、私が降りるバス停のアナウンスが流れた。〝止まります〟のボタンを押すと、おもむろに席を立った。




「ただいまぁ」

　母が亡くなってから伯母夫婦の家に行く時は、いつもこの挨拶。『自分の家だと思って帰ってきてね』と伯母に言われて、そうさせてもらっていた。廊下の奥からパタパタとスリッパの音が聞こえると、それが伯母と分かり頬が緩む。

「蘭子ちゃん、どうしたの？　帰ってくるなら連絡くれればよかったのに」

　角から顔を出した伯母が、驚くような顔を見せた。

「美み智ち子こおばちゃん、ごめん。バタバタしてて、連絡する暇なかったの」

「そうなの？　でも嬉しいわ。ゆっくりできるの？」

「うん。少なくとも、一週間はこっちにいるつもり。いいかな？」

　ダメと言われても、もう帰るところはない。いや、帰るつもりはない。

　園枝さんには帰ると言って出てきたけれど、病院に戻って真澄さんの姿を見るのはツラすぎる。仕事を中途半端な形で投げ出すのは本意ではないが、今の私には受付を笑顔でできそうもない。少しでも真澄さんの姿が目に入れば、仕事が手につかなくなるのは火を見るよりあきらかだ。

「蘭子ちゃんの好きにしたらいいよ。このままずっと、ここにいてくれても構わないしね」

　美智子おばちゃんはそう言うと、日当たりのいい縁側に腰を下ろした私の隣に座る。

「ずっと、かぁ……。それもいいかもしれないなぁ。ねえ美智子おばちゃん、近い内にお母さんと住んでた家に行こうと思ってるの」

「そう。ちょくちょく空気の入れ替えして、掃除もしてあるわよ」

　美智子おばちゃんはなにも聞かない。今はそれがありがたい。いつもなら前もって帰る連絡をする私が、なにも言わず帰ってきた時点で、美智子おばちゃんはきっとなにかを感じ取ったんだと思う。

　優しい美智子おばちゃんのことだ、このままずっと聞いたりしてこないだろう。でもいつの日か、心の傷が完全にふさがった時、話を聞いてもらいたい。何ヶ月先になるか分からないけれど、その時ならきっと笑って話せる……そう思った。




　それから一週間後。よく晴れた天気のいい日を見計らい、出かけることを決めた。美智子おばちゃんは「一緒に行こうか？」と気遣ってくれたが、それを「ううん、大丈夫」とやんわりと断った。

　美智子おばちゃんの家から母と暮らした家までは、歩いて十五分。昨晩はぐっすり眠れて、足取りも軽い。こっちに帰ってきてからというもの眠れない日が続いた。でもそれも、伯母夫婦との穏やかな日々に心が癒やされたのか、二日前から眠れるようになった。

　気分も軽くお気に入りの歌を口ずさみながら、緩やかな坂道を一歩一歩踏みしめ進む。雑木林を抜け同級生の家を通り過ぎると、二本目の路地を曲がる。

　と……。

　田舎には似つかわしくない、真っ赤なスポーツカーが家の前に停まっていた。このあたりの人の車ではないと、緊張が全身を襲う。誰？

　見たことのない車に不安から足が止まっていると、運転席のドアが開いた。

「やあ、高梨さん」

「え？　どうして……」

　車の中から出てきた人物に、驚きを隠せない。

「もっと早く来たかったんだけどね。君の田舎の住所が分かった途端、立て続けに緊急オペが入っちゃってさ」

「田所先生……」

「話をしにきた。なんの話かは、分かるよね？」

　そう言われて、無理やり胸の奥に隠した〝真澄さん〟が、私の中に姿を現してしまう。もしかしたら、ここまで真澄さんが来るかもしれない……そう思っていたけれど、まさか田所先生が来るなんて。

　なにも話すことなんてない！と突っぱねることは簡単だが、こんな田舎まで来てくれた田所先生を、なにも話さないまま帰すのは忍びない。

　それに田所先生は真澄さんの大親友だ。どんな話か分からないけれど、その話とやらを聞いておいた方が、私の中のわだかまりがスッキリするような気がした。

　真澄さんとのことは綺麗な思い出に……。

　田所先生と話をする決心がつくと、彼の車の助手席に乗り込んだ。走り出した車が向かったのは、美智子おばちゃんに最近できたと聞いた駅近くのカフェ。店員さんに勧められたシフォンケーキとカフェオレを注文すると、ため息混じりに、目の前に座る田所先生を見た。

「参ってるって感じ？」

　意地悪く言う田所先生を睨みつける。

「先生、嫌なこと言いますね」

「そうかな。真澄との連絡手段を切って、勝手に逃げ出したのは君だろ？」

　いつも穏やかな話し方をする田所先生の、棘のある言い方に驚く。顔は笑っているのに、目の奥は冷ややかだ。真澄さんから逃げた私を責めるつもりなのかもしれないが、私だって負けるわけにはいかない。

「なにが……言いたいん、ですか？」

　田所先生に強気で挑もうと思っても、彼の眼力に負けそうで声が震える。でも田所先生はそんな私を見て、ふっと笑い肩を落とした。

「悪い。高梨さんを責めるつもりで来たわけじゃない。そんな顔しないで」

「そ、そんな顔って……」

　田所先生から、慌てて目線を外す。

「今にも泣き出しそうだ」

　すっと伸びてきた田所先生の手が、私の目尻を拭う。その行為に、自分が泣くのをこらえていることに気づかされた。泣きたくなんかないのに……。

　田所先生の手を払いのけると、泣き顔を見られないように俯く。

「真澄もダメな奴だよな。こんな可愛い子を泣かすなんて。あいつに代わって謝る。高梨さん、ごめん」

　どうして田所先生が謝るの？　弾かれたように顔を上げると、声にならない声で「そんな……」と首を横に振った。

「本当は真澄本人が来て、謝るなり話をするなりした方がいいと思うんだけど。あいつ、かなりダメージを受けててね。ＨＰゼロ状態なんだよね」

「ＨＰって……」

　こんな時にゲーム用語を使うなんて、田所先生らしい。クスッと笑みを漏らすと、先生がホッとしたように笑った。

「真澄は、この笑顔に惚れたんだな」

「な、なに、言ってるんですか」

　田所先生が恥ずかしくなるようなことを言うから、一瞬で頬が熱くなって鼻の頭にじわりと汗をかく。

「顔を真っ赤にしてるところ悪いんだけど、いろいろ聞いてもいい？」

　おしぼりで鼻の頭を拭いていた手を止め、彼の前にまっすぐ座り直す。

「それって、真澄さんのこと……ですよね？」

　大きく頷く田所先生を見て、「分かりました」と私も頷いた。

「どうして黙って、真澄の前から姿を消したか教えてくれるかな」

「それは……真澄さんが結婚するって、その相手が大学病院の教授の娘さんって聞いて」

「うん。それで？」

「私のことを騙していたんだって、ショックで……」

　一度引っ込んだ涙が、またじわりと目に溜まる。耐えきれなくなって俯くと、ポロポロと涙がこぼれた。

「な、泣くなんておかしいですよね。私が真澄さんと付き合うなんて、最初から間違いだったんです。そんなことちょっと考えたら、分かりそうなものなのに……」

　真澄さんが言ってくれた言葉が、全部嘘だったなんて思いたくない。

　真澄さんが見せてくれた笑顔が、全部仮面だったなんて信じたくない。

　真澄さんが愛してくれたあの夜を、全部夢だったことになんてしたくない。

　なんて、なんて、なんて……。

　ここまできて、一体なにを考えているんだろう、私。往生際の悪いにもほどがある。自分がここまで、諦めの悪い女だったとは……。自分で自分が嫌になる。

　ゆっくり息を吐き、涙を拭うと顔を上げた。と、田所先生の私を真っ直ぐ、射るように見つめる目とぶつかる。

「君はもっと頭のいい女性だと思っていたけど、それは俺の買いかぶりすぎだったのかな？」

「え？」

　それって、どういう意味？　私が頭のいい女性って、田所先生は一体なにが言いたいの？　わけが分からない。

　まだ目線は、田所先生と合ったまま。その意図をたしかめるように、彼の目を見続けた。と、彼の方が根負けしたかのように苦笑をもらし、その顔を和らげる。

「その強気、どうして真澄に見せないの？」

　田所先生の柔らかい物言いに、少し強張っていた緊張が解かれる。

「どうしてって言われても……」

「あいつは頭もいいし仕事に関してはなんでもそつなくこなすけど、高梨さんのこととなると途端に及び腰になる。だからふたりがうまくいったことを知った時、嬉しかったことより驚きの方が大きかった」

「真澄さんが及び腰……」

　そんなこと、全然知らなかった。

　旧病棟に忍び込んだところを見つかった時から上から目線で、私の前ではいつも堂々としていた真澄さんが……。

　初めて聞く話に、心が揺れ動く。そんな真澄さんの素顔を聞かされたら、彼のことを諦めきれなくなってしまう。

　でもだったらどうして、こんなことになってしまったんだろうと。彼が結婚すると、院長の息子だと知ることになったその日の朝まで、なんら変わりなく過ごしていたというのに。

　どれだけ考えても出てこない答えに、諦念の息を漏らす。

「まあどれもこれも全部あいつ、真澄が悪いんだけどね。いい歳をした大人がホント情けない。グズグズしてないで、さっさと迎えに来いってんだ」

「田所先生……」

「俺はいろいろ知ってるが、それを俺の口から話すのは得策じゃないと思ってる。とにかく、なにも言わずなにも聞かず逃げるのはよくない。まずは真澄と会ってしっかり話をすること。いい？　これは俺からの命令だ。俺は真澄の親友だけど、君の味方でもある。困ったことがあったら、なんでも相談してくれて構わないからね」

　田所先生の優しくて頼もしい言葉に救われる。私はひとりじゃないと背中を押してもらったみたいで、気持ちに変化が現れる。

「ありがとうございます。じゃあまずは、スマホの電源入れてみます」

「うん、それがいいね」

　コーヒーを飲みながら頷く田所先生を見て、バッグからスマホを取り出す。電源を入れると宣言したものの、なかなか電源ボタンを押すことができない。

　真澄さんとの連絡を絶ってから一週間。彼のことは考えないようにしていたけれど、きっと怒っているに違いない。やっぱり躊躇してしまう。真澄さん、怒ると怖そうだし……。

　ひとり、どうしようかとまごまごしていると、手にしていたスマホをパッと取り上げられる。

「電源の入れ方知らない？　だったら俺が……」

「え？　あ、田所先生、ちょっと待って！」

　スマホを取り返そうと手を伸ばす。が、その途中で電源ボタンを押されてしまった。

「はい、これでよしっ」

「先生。なにが『よしっ』なんですかぁ……」

　田所先生からスマホを返され、がっくり肩を落としながらディスプレイを見つめる。久しぶりに見る待受画面に、なぜかそわそわ落ち着かない。きっとすぐに、真澄さんから電話が掛かってくる……。

　予感……ううん、もっと確信的なものを感じて、スマホを持ったまま身構えた。

　と、次の瞬間！　待ってましたと言わんばかりに、スマホから聞き慣れた音楽が流れる。この曲はもちろん……。

「真澄、さん……」

　ゆっくり視線を上げれば、田所先生がニヤニヤと笑っている。

「田所先生、悪い顔してますよ」

「悪い顔？　こんなイケメンなのに？」

　顎に手を当て決めてみせる田所先生に、クスッと笑うと肩の力が抜けた。

「ほら。早く出ないと、あとが怖いよ？」

　たしかに。真澄さんは気が長い方ではない。スマホから流れている音楽が、大きくなっているように感じるのは私だけだろうか。恐怖心から息を飲む。

　震える指先でディスプレイをタップすると――。

《今どこにいる？》

「え？」

　いきなり、それですか？

《早く答えろ。今、どこにいるんだ？》

「どこって、カフェですけど……」

　久しぶりに聞く真澄さんの怒るでもなく、かと言って優しいわけではない声に、涙が溢れそうだ。声だけでは感じ取れない真澄さんの感情に、スマホを持つ手が小刻みに震える。

《ひとりか？》

「えっと、それは……」

　ディスプレイから目線を上げ、田所先生を見る。一緒にいると言っていいのか悪いのか。見つめたまま困っていると、電話の向こうから盛大なため息が聞こえてきた。

《真司も一緒なんだな。まったくあいつは……》

「私と真澄さんのことを心配して来てくれたん、です」

　やっぱりご立腹のようで、語尾が小さくなってしまう。

《分かってる。別に怒ってるんじゃない、心配するな。もう近くにいるはずだ。そこの場所を教えてくれ、迎えに行く》

　迎えに……。こんなことになる前なら喜んだであろうその言葉も、今となっては複雑で。会ってちゃんと話をしようと決めたのに、どんな顔をして会えばいいのか……。

「分かりました」

　真澄さんにカフェの住所を教えると、《すぐに行く》という声を聞いてから電話を切った。

「またそんな困った顔して。真澄に会えるんだ、嬉しくないの？」

「そんな簡単に言わないでください。こんな急に真澄さんに会うことになるなんて、さっきまでこれっぽっちも思ってなかったんですよ？　真澄さんになんて言ったらいいのか……」

　うぅっと唸り声を出すと、テーブルに突っ伏す。真澄さんはなにを話すつもりなのか。やっぱり別れ話なんだろうか。本人の口から『結婚するから別れてくれ』なんて言われたら、自分がどうなってしまうのか想像すらできない。

　不安？　それとも恐怖？

　悪い方向のことばかりを考えて、ブルブルッと体を震わす。縁起でもない。もうやめた。ああでもないこうでもないと、ひとりで考えるのは体によくない。これ以上続けたら、熱が出そうだ。体は突っ伏したまま顔だけ上げ、田所先生を見る。

「田所先生はいいですよね。なんの悩みごともない、涼しい顔して」

「失敬な。俺にだって悩みごとのひとつやふたつ……はないな。でも今は君と真澄のことで頭の中はいっぱいだ。ちゃんと解決して、俺を安心させてくれ」

「そうしたいのは山々ですけど……」

　眼の前で笑っている田所先生に、悩んでいるのがバカバカしくなってくる。どうなることやら。こればかりは、私ひとりではどうにもならない。

　一度気持ちを整えるため、カフェオレボウルを両手で包みそれをひと口飲む。ふわっふわのシフォンケーキを頬張ると、その柔らかさとほどよい甘さが疲れきった心に落ち着きをもたらした。

「美味しい……」

　この後に待っているだろう想像もできない現実に、目をそむけるかのようにもうひと口食べようと口を大きく開き、頬張りかけた……その時。

　カフェのドアが大きく開かれ、中へ入って来た人の姿に時間が止まる。シフォンケーキがフォークからこぼれ口の中に落下すると、咀嚼するのも忘れそのままゴクリと飲み込んだ。

「うぅっ……ゴホッゴホッ!!」

　当たり前のようにシフォンケーキが喉につまり、その苦しさにむせ返る。慌ててコップの水を取ろうとして、先にそれを誰かに奪われた。

「ゆっくり飲めよ」

　目線を上げれば、穏やかに微笑む真澄さんの顔。その笑顔にコクリと頷くとコップを受け取り、水をゆっくり喉に流し込んだ。

　水をたっぷり吸い込んだシフォンケーキはサラリと喉に滑り落ち、息苦しさが解消されると「ふう～」と大きく息を吐く。

「相変わらず、そそっかしいな。だから……蘭子から目が離せないんだ」

　すっと伸びてきた手が、私の頬に触れ優しく包み込む。その温かい手のひらに身を預けてしまいそうになる自分の心を、下唇を噛んでグッと抑えた。

　真澄さんの手を拒否することも、この場から逃げることもできない。黙って俯いていると、田所先生が笑った声に少しだけ顔を上げた。

「おい真澄、高梨さんが困ってるぞ。その手をどうにかして、まずは座れ」

　田所先生がそう軽く促すと、真澄さんはすぐに頬から手を離し、私の隣へと腰を下ろした。張り詰めていた緊張感から解き放たれた私は、大きく息を吐く。

　こんなの、いくつ心臓があっても足りないじゃない！

　心の中で気持ちを吐き出し、睨みつけるように真澄さんを見上げた。でも真澄さんは私には見向きもせず、水を持ってきた店員にコーヒーを頼むと田所先生と向かい合う。

「せっかく高梨さんの居場所を教えてやったのに、来るのが遅いんじゃないのか？」

　片肘ついた田所先生が、真澄さんの目をジッと覗き込む。私にはその目が少し挑戦的に見えて、なんだか落ち着かない。

「なにが言いたい？　俺にも都合があるんだ。プライベートなことで、仕事をほっぽりだすわけにはいかないだろう」

「まあ、そうだろうけどな。でももう少し来るのが遅かったら、俺が高梨さんをかっさらってたよ」

「なにっ!!　真司、お前……」

　体を浮かせ今にも田所先生に掴みかかりそうな真澄さんに、慌てて手を伸ばし彼の腕を掴んだ。

「真澄さん、落ち着いて。田所先生もそんな気もないのに、挑発的なこと言わないでください」

　私のことで、ふたりが争う姿を見たくない。なんでこんなことになっているのか、わけが分からなくて涙が出そうだ。

「高梨さん、ごめん。ちょっと調子に乗りすぎた。さてと、俺の出番はここまでかな。ふたりでよく話し合って、いい結果を持って戻ってきてほしい。真澄、あとは任せたぞ」

　そう言って立ち上がった田所先生は、拳を握るとそれを真澄さんの前へと突き出す。

「ああ、分かった」

　田所先生に応えるように真澄さんも腕を上げる。拳と拳がゴツンと合わさり、ふたりの目線が重なった。それだけのことでお互いの気持ちが通じ合ったのか、なんとも爽やかな笑顔を見せるふたりに、私は首を傾げた。さっきの険悪な雰囲気はなんだったの？

　男同士の友情はよく分からない。けれど、そんなふたりの姿を見てか、目に溜まり始めていた涙は跡形もなく消えていた。




　腕時計を見ると、午後の一時を回っている。

　安堵の表情を見せた田所先生を見送り、真澄さんの車に乗り込んだ。

「どこかでゆっくり話をしたい」

「はい、私も。ちょうど実家の空気の入れ替えをしようと思っていたので、そこでもいいですか？」

「ああ、もちろんだ」

　道案内をすると、あっという間に実家に到着してしまう。こんな時、時間が経つのは早い。諦めて車から降りると、バッグの中から久しぶりに使う鍵を取り出した。

　子供の頃は当たり前のように使っていた家の鍵も、時間が経つとまるで他人の家にでも入るかのように緊張してしまう。

　ガチャリと音がし鍵が開く。扉を開けると、懐かしい匂いに母との思い出が蘇り、顔はゆるりとほころんだ。

　今日は天気もよく風もほとんどない。真澄さんを居間に通すと、カーテンを開け少しだけ窓を開けた。

「ちょっと待っててくださいね」

　真澄さんに断りを入れると、台所へ向かう。美智子おばちゃんが言っていた通り、掃除をしてくれていた室内はどこも綺麗で、すぐにでも暮らせそうだ。

　食器棚からコップをふたつ取りだし綺麗に洗う。美智子おばちゃんの家から持ってきたタオルで水滴を拭き取ると、それを手に居間へと戻った。

　ここに来る途中コンビニで買ったお茶をコップに注ぐとひとつを真澄さんへ渡し、座卓を挟んで彼の前に座った。

「真澄さん、ごめんなさい」

　自分でも驚くほど早く、詫びる言葉が口をついて出る。真澄さんも、まさか私から謝りの言葉が出てくると思っていなかったのか、その表情は驚きを隠せないようだ。

「なんで蘭子が謝る？　悪いのは全部、俺なのに……」

「どっちが悪いかは分からないですけど、スマホの電源を切って連絡手段を断ったのは良くなかったと反省してるんです。田所先生に言われました。なにも言わずなにも聞かず逃げるのはよくない、まずは真澄さんと会ってしっかり話をしろって」

「真司がそんなことを。まったく俺という男は、なんて情けないんだろうな。三十にもなって親友にそこまで迷惑をかけるなんて……」

　座卓に両手をつき項垂れる真澄さんの手に、自分の手を重ねる。それを優しく包み込むと、ゆっくり口を開いた。

「真澄さんが親友と思っているのなら、その親友の田所先生も迷惑だなんて思ってないと思いますよ。だから顔を上げてください、真澄さん」

　完璧な人間なんてどこにもいない。三十になったって、少しくらいダメなところや情けない部分があった方が人間らしいというものだ。

　私の言いたいことが伝わったのか、真澄さんがゆっくり顔を上げた。すかさず彼の目をまっすぐ見つめ、笑顔を向けた。

「なにを聞いても、私は大丈夫です。こう見えても私、結構打たれ強いんです」

　どこがよ？と自分で自分にツッコミを入れる。

　打たれ強い人間が、尻尾を巻いて逃げだすようなことはしない。でも今はこうでも言わないと、自分自身に負けそうな気がした。だからこの言葉は真澄さんに向けたものではなく、自分を奮い立たせるために言った言葉。

「だからなにひとつ隠さず、全部話してください」

　さあ、どこからでもかかってきなさい！　もう絶対に泣いたりしないんだから！

　真澄さんから見えないところで、強く拳を握る。彼の目が揺らぐのを感じて、合わさっていた目線を少しだけずらした。

　やっぱり怖い……。勝ち気な思いと臆病な心、ふたつが同時に顔を出す。最初こそひしめき合っていた気持ちも、臆病が勝ると不安な心から固く目を閉じた。

「蘭子。顔を上げて、俺にちゃんと見せてくれ」

　今私がしているであろうダメな顔は、たとえ相手が真澄さんだとしても見せることはできない。嫌だと駄々をこねるように顔を何度も横に振り、その意志が固いことを真澄さんに伝える。

「分かった。蘭子がそう来るなら、こっちから出向くまでだ」

　え？　出向くってどういうこと？

　パチリと目を開け、そんなことをゆっくりと考える。と、向かい側から座布団の擦れる音が聞こえ、何事かと顔を上げた。

「え……キャッ!!」

　眼の前に座っていたはずの、真澄さんの姿はそこにはなく。無防備だった背中側から伸びてきた逞しい腕に、強く抱きくるめられてしまった。

　体はキツく抱かれていて動かせない。自由が効く首だけ少し後ろに回すと、真澄さんの視線とぶつかる。不満を漏らそうとして開けた唇を、間髪入れず塞がれた。

「ん……」

　抱かれていた腕の力が緩められ、体に余裕ができた。でも顎に手を添えられ逃さないと言うようにキスが深くなっていくと、体が言うことを聞いてくれなくなってしまう。勝手に鼓動は速くなって、ドキドキが止まらない。

　こんなのズルい！

　まだなにも話していない。真澄さんがなにを考えているのかも分からないのに……。苦しさと戸惑いから、彼の胸を力強く叩く。でも、その力も一瞬でなくなると、腕をだらりとおろした。

　さすがにそんな私の反応には気づいたみたいで、真澄さんは慌てて唇を離す。

「大丈夫か？」

　なにを今さら……と思ったが、ここは大人な対応をと小さく頷く。そのまま胸に手を当て呼吸を整えると、真澄さんを見上げた。

「でも謝らないからな。いいか、一週間だぞ？　そんなに長く蘭子に触れられなかった俺の身にもなってみろ。なにをするにも力が湧かなくて食欲もなくなった。見ろ、たった一週間で四キロも痩せた。どうしてくれる？　この責任、きちんと取ってもらうからな」

　自分の頬を擦り痩せたことをアピールする真澄さんを見て、言葉を失う。

　……驚きだ。真澄さんって、こんなに話す人だったっけ？

　頭のいい人だし、学会などで論文を発表したりもしている。人前で饒舌に話すことのできる人だとは思うが、私に向かってこんなにもつらつら話すことが、今までにあっただろうか。

　真澄さん。この一週間で成長したかも……。立場の違いも忘れて、偉そうなことを頭の中で言ってみる。

　……なんて。のんびりお気楽に考えてる時ではない。真澄さんが私に言い放った内容って、ちょっと自分勝手ではない？　私に触れることができなかったから四キロも痩せた？　だから責任取れって、それはちょっと横暴じゃない？

　その原因を作ったのは、真澄さん！　あなたじゃないですか！　その上、謝らないとか。全然話にならないんですけど!!

　……と心の中では熱弁をふるうが、それを声に出して言うのは勇気がいるというもので。指先を合わせもぞもぞしていると、ふっと笑う声が耳に優しく届いた。

「なに、自分勝手なことを言っているんだとでも、言いたそうな顔だな。図星か？」

「ご、ご想像におまかせします」

　プイッとそっぽを向くが、言うまでもなく顔を掴まれ元の位置へと引き戻される。

「さてと、冗談はこのくらいにして。本題に入るか」

「冗談って……」

　そんな単純な言葉ひとつで、片付けられてしまうとは……。やっぱり真澄さんには敵わない。ここは諦めて話を聞こうとするが、腕の力は緩められたとは言え、まだ私は真澄さんの腕の中。この状態は、話をする体勢ではない。

「真澄さん、ちゃんと話をしましょう。離してください」

　ここは強気に限ると、いつもより幾分、声の感じを低くする。

「そう、だよな」

　普段あまり出さない私の低音ボイスが効いたのか、真澄さんは素直に腕をほどいた。

　やればできるじゃない……と思ったのは内緒。

　真澄さんと向かい合い、真剣な眼差しで彼を見つめる。真澄さんもそれに応えるように、私と対峙した。

「まず最初に、いちばん大切なことを言っておく。俺は蘭子以外の女性と、結婚するつもりはない」

「え？　えっと、あの、それって……」

「プロポーズ、とまでは言わないが。予約だ」

「プロポーズの予約？　そんなの、聞いたことないんですけど」

「蘭子に結婚の申し込みするのは、ここでと決めている場所がある。だから今は予約と言うか仮契約だ」

　どちらにせよ、正式なプロポーズではないらしい。でもどうやら私はまだ、真澄さんの彼女でいる資格はありそうな感じ……なのだろうか。

「でも婚約者の方は、どうするんですか？　結婚するって聞きましたけど」

　ここからが本題だ。

　真澄さんには早く結婚して、愛華総合病院を継いでほしい……院長はそう言っていたと、園枝さんから聞いている。その相手として院長が選んだのは、大学病院の教授の娘。しかも真澄さんと同じ医者だというから、私に勝ち目はない。

　プロポーズの予約と真澄さんは言っているが、それがまかり通るのか。少し考えれば、かなり難しいと分かるというもので。

　いずれ院長となる真澄さんの隣には、地味でなにも持っていない庶民の私より、肩書がある将来有望な女医さんの方がいいに決まっている。彼の右腕となって、愛華総合病院をもっと素晴らしい病院に……。

　私には無理、受付のＯＬがいいところだ。仕方ないことなのに、勝手に気持ちが沈んでしまう。

「疲れました」

「みたいだな。勝手にいろいろ妄想して、最悪な結果が出たような顔をしている」

「……どうして分かるんですか？」

「こんなこと言うとストーカーみたいだが、蘭子のことをずっと見てたからな。中庭で笑ったり怒ったり、一喜一憂する蘭子を見ていたらいつしか、なんとなく考えてることが分かるようになってた」

「そ、そうなんだ……」

　あの場所は私だけの特等席。誰にも見られていないと思っていたから、結構な割合で百面相していたような……。

　今さらだが、恥ずかしくなって、熱くなった顔を両手で隠す。

「照れることないのに。でもちょうどいい。そのまま、俺の話を聞いてほしい」

　真澄さんはいつになく改まった声でそう言うと、自分自身のことをひとつひとつ丁寧に話してくれた。

　自分は院長の実子ではなく、院長が外で作った妾の子だということ。そのため、母親の旧姓を名乗っていること。

　母親が亡くなってからは院長のところで暮らし、院長の奥さんは真澄さんのことを『子供には罪はない』と自分の子供と変わらず接して育ててくれたこと。

　そのおかげで院長の実子の義兄と、仲良く過ごせたこと。その義兄を追うように、同じ外科医になったこと。

「外科医？」

「そう。俺はもともと外科医として、大学病院で働いていた」

　私が愛華総合病院で働くようになったのが、ちょうど四年前。二年くらい経ってから真澄さんの存在を知ったが、その時はもう口腔外科医だったはず。だから真澄さんが外科医だったなんて、まったく知らなかった。

　でも外科医と口腔外科医って、同じ免許じゃなかったような……。

　小首を傾げると、また私の表情からなにかを感じ取ったのか、真澄さんが顔を覗き込んだ。

「ダブルライセンスって知ってるか？　俺は医師免許を取得した後、歯科医師免許を取得した。まだ二年しか経ってないから、これからも勉強や経験が必要だけどな」

「はあ。私には難しくて、分かったような分からないような……。あ、でもだから田所先生に呼ばれたんですね」

　真澄さんのところでお世話になることになった翌日、田所先生に呼ばれた真澄さんは、病院へと出かけていった。どうして口腔外科医の真澄さんが田所先生に呼ばれるの？と思った記憶があるが、そういうことだったんだ。

「ちょっと話が逸れたな」

「あ、すみません」

　私が余計なことを考えたせいだ。

　ちょこんと頭を下げると、そこに真澄さんの手が下ろされる。

「いいさ、どうせいつかは話そうと思っていたからな」

　ポンポンと撫でられると、久しぶりの感覚に少し照れくさい。

「ところで真澄さん。そのお義兄さんは、愛華総合病院にいないんですか？」

　首をすぼめたまま、ふと疑問に感じたことを聞いてみる。

　仕事柄、ほとんどの医師の名前を把握している。院長の姓は尾お華ばなだけど、病院内には院長以外に尾華なんて苗字の医師はいないと思うんだけど……。

　もちろん外科にも尾華という名の医師はいない。だったら、どこか他の病院に勤めているのだろうか。真澄さんの手が頭から離れると、顔を上げた。

「兄貴はいない」

　やっぱりどこか違う病院で働いているんだと、納得しかけたその時。

「四年前。蘭子が病院で働く少し前に、交通事故でこの世を去った」

　唐突にそう告げられ、まったく予想もしていなかった言葉に息が止まる。

「兄貴はデキのいい外科医で、将来を有望視されていた。次期院長も兄貴だと誰もが思っていたからな。当時は『愛華総合病院は今後どうなってしまうのか』と囁かれたもんだ」

　真澄さんはどこを見るわけでもなく、目線を揺らす。

　きっと当時のことを思い出しているんだろう。こんな時、なにか気の利いたことでも言えればいいのだけれど……。自分の不甲斐なさに、下唇を噛む。

「でもそれも、矛先が俺に向くとすぐに収まった。冗談じゃない。俺には院長になる才覚も才能もない。人の上に立つより、現場でひとりでも多くの患者と向かい合っていたい。そう思っていた俺は、すぐ親父にその気がないことを伝えた」

　当時外科に所属していた院長から距離を置くため、口腔外科に変わったのが二年前……。

　その後、まだすぐの話ではないと次期院長の件は一度消滅。真澄さんは口腔外科医として、患者さんたちとの関係を深めていった。

　でもなぜ、基本真面目を絵に描いたような真澄さんが、チャラ男を演じていたのか。

「俺としてはチャラ男だと思ってなかったからな。患者とコミュニケーションをとるのに、あれが一番手っ取り早かっただけだ。まあでも、あんな俺を見れば上の連中も、次期院長にと言わないとも思ったしな」

「たしかに……あ、すみません。口が滑りました」

「まったくお前は、正直者だよな」

　褒められているのか、バカにされているのか。ハッキリしない言葉に、唇を尖らす。

「なに、キスせがんでるとか？」

「バ、バカ言わないでください！」

「ふっ、冗談だ」

　いやそれ、冗談に聞こえませんから！　顔だってほらっ、ニヤリとほくそ笑んでるじゃない！　大事な話をしている時だというのに、胸がドキドキしてしまう。ほんとに困った人だ。

「彼女は」

「えっ!?」

　ぼんやりしていた私は、真澄さんの声に過剰な反応をしてしまう。って今、彼女って言った？　彼女ってまさか……。

　とうとう来た……ゴクリと生唾を飲む。

「どこまで聞いてるか分からないが」

　そこで言葉を一度切ると、真澄さんはなにか思案しているように眉根を寄せた。彼にしては珍しく、言葉を選んでいるようだ。

「婚約者だと紹介された彼女は学生の頃の後輩で、大学病院で医者をしている。クリスマスイブの日に親父から呼び出されて実家に行った時、彼女とご両親が来ていて困ったよ」

　ご両親も来ている前ですっぱり断ることのできなかった真澄さんは、時を見て断りを入れようと思案していたそうだ。でも想定外のことが起きた。

「俺は親同士が勝手に決めた結婚だと思っていたんだが……」

　真澄さんは、困ったように顔を歪める。

「でも彼女は違った。真澄さんのことが好きだったんですね？」

「ああ。そういうことだ」

　分からないでもない。私が言うのもなんだが、真澄さんは文句のつけようのない容姿端麗で才知に長けた人だ。モテないはずがない。しかもそれが同業者ならば、なおさらだろう。申し分のない、お互いのためとなる結婚だ。

「どうしたものかと考えていた時に、蘭子が俺の前から消えた」

「消えたって。真澄さんが婚約した、結婚するって聞いたんですよ？　真澄さんの嘘つき、騙されたってハートブレイク、失意のどん底ですよ」

　あの時の私を、真澄さんにも見せてあげたい。

「信用ないんだな、俺は」

「タイミングが悪いですよ。クリスマスイブの日から、帰りが遅くなる日が多くなったし」

「それについては反論の余地もない。でも結婚はおろか婚約だって、まだ決定事項じゃなかったんだけどな。勝手な憶測だけが独り歩きして、あることないことあっという間に広まった」

　片肘ついた右手で頭を抱え、信じられないとでも言うようにため息を漏らす。

「次期院長でモテる男は、なにかと大変ですね」

「お前なぁ、他人事だと思って。まったく笑えない冗談だな」

　冗談のつもりじゃない、ちょっとした嫌味です。心の中で呟いて、少しだけ憂さ晴らししました。

　なんて。自分のしていることが面白くなって、ふふっと笑いがこみ上げる。

「そんなふうに笑える、お前が羨ましいよ」

　真澄さんは大きく息を吐くと、肩を落とす。なにか面白くないことがあるのか、憮然とした表情で私を見ている。

　あれ？　私、なにかした？

　もう一度、上目遣いで真澄さんを見たら、バッチリと目が合って体がビクッと跳ねる。

「なあ。ちょっと場所変えてもいいか？」

「場所？　う、うん、いいですけど」

　すっくと立ち上がる真澄さんを見て、私も慌てて立ち上がる。突然なにを言うかと思ったら、場所を変えるって。一体どこに行くつもりなんだろう。

　慌てて戸締まりをし、なにも言わずズンズン歩く彼の後について行くと、外に停めてあった真澄さんの車へと乗り込んだ。

「あ、あのぉ……」

「なに？」

「話はまだ終わってないと思うんですけど、どこに行くんで……」

　話している途中でチラッと目を向けられて、その鋭い視線に口をつぐむ。

「着いたら話す」

「は、はい。分かりました」

　少し楽になっていた気持ちは、一瞬にして逆戻りしてしまった。




　地元だというのに、車がどこを走っているのか全然覚えていない。そして気がつくと、車は一軒の旅館の前に止まった。私の故郷には駅から車で十五分ほど走ると古い町並みが人気の観光地があり、その近くにはいくつか旅館が点在している。

　これはたぶん、その中のひとつ……だったと思うけれど。なんで旅館？　無言のまま真澄さんを見つめるが、真澄さんも無言のまま車から降りてしまう。

　私の視線はスルーですか？

　気に入らないと頬を膨らませるが、置いていかれるのも困ると、スタスタと歩いていってしまう彼の後を追う。

「予約してある愛川ですけど」

　フロントでスタッフと話をする真澄さんの言葉を聞いて、一瞬にして体に緊張が走る。予約してあるって、なにを予約しているの？　食事？　それとも……泊まる？

　いやいやいや。そんな話、聞いてない。というか、車の中でなにも話してないのだから、聞くも聞かないもないんだけど。

　こっちに帰るまでは一緒に暮らしていた。だからなにも今さら、あたふたすることない。それにまだ泊まると決まったわけじゃない。とにかく落ち着け、落ち着くんだ、蘭子！

　そう自分に言い聞かせるが、一度混乱してしまった頭はなかなかまともに働いてくれない。真澄さんの後ろでひとり、あれやこれやと考えていると、ふいに手を掴まれた。

「行くぞ」

「は、はい！」

　いきなりのことに驚いて、必要以上の声量で返事をしてしまった。

「声が大きい」

「すみません」

　ロビーで大声出すとか恥ずかしい。穴があったら入りたい……。

　館内スタッフに案内されたのは、和室とベッドルームが備えられた和洋室タイプの部屋。ふたりでは申し分のないほどの広々とした部屋の窓からは、ゆっくり流れる川のせせらぎと大自然の眺めが耳と目を楽しませてくれる。

「近くに住んでいたのに、灯台もと暗しというか、こんな素敵な旅館があるなんて知りませんでした」

「そうか。ならよかった」

　真澄さんの声がやたら近いことに気づき振り返る……でもそれは途中で遮られ、私の首筋の髪を掻き分けた真澄さんがうなじに唇を押し当てた。

「真澄、さん……」

　一瞬で甘い痺れが体中に走り、足の力が抜ける。ふわっと揺れた私の体を真澄さんに抱きかかえられ、そのままベッドへと運ばれた。

　この展開は!?と脳は危険を感知するが、体は真澄さんの腕の中。ゆっくり下ろすと真澄さんは私の上に馬乗りになって、その顔に蠱惑的な微笑を浮かべた。

　身も心も惑わすような真澄さんの魅力に、負けそうな心を微力ながら振り絞りなんとか保つ。

「な、なにしようとしてるんですか？」

「この状態でなにって聞くのか？　ベッドの上ですることなんて、ひとつしかないだろう」

　ニヤリと笑う瞳の奥は妖しげに揺れていて……どうやら本気みたい。

　でもその前に、ハッキリしておきたいことがある。

「彼女……のことは、どうするんですか？」

　真澄さんが、いい加減な人だとは思いたくない。中途半端な状態でこんなこと、やっぱりダメだと思う。ギュッと握られている手を離したくない。真澄さんを手放したくない。

　そう思う半面。

　真澄さんのそばに、私がいてもいいのか。私という存在は、お荷物でしかないのではないか。

　欲張りな自分と、悲観的な自分。

　ふたつの相反する気持ちが私の中で渦巻いて、心が震え、涙がこみ上げそうになる。涙を見られたくなくて顔を逸らすが、真澄さんの手ですぐに戻されてしまった。

「お前がいなくなってからの一週間。俺がなにもしてなかったと思ってるのか？」

「それは……分かりません」

　震える唇で言葉を紡ぐ。こらえきれなくなった涙が目尻からこぼれ落ちると、それを真澄さんがそっと指先で掬った。

「状況がなにも変わってないのに予約とは言え、好きな女にプロポーズしないだろう、普通」

　好きな女……そのひと言が、私の不安な心を優しく包み込んでいく。

「院長と義母には世話になったからな。今すぐにとは言えないが、いずれ院長を継ごうと思っている」

「え？　じゃあ……」

　真澄さんはやっぱり、彼女と結婚することを選ぶの？

　……そんなの嫌っ!!

　子供が駄々をこねるように大きく首を振り、押し寄せる悲しみからまぶたを閉じる。瞬間、ポロポロと涙が溢れた。

「バカな奴だな。話は最後まで聞け」

　真澄さんは馬乗りをやめ体を横に移すと、私を起こして抱きしめる。真澄さんの抱きしめる腕の強さに戸惑いながらも、彼の背中に両腕を回しそれに応えた。

「『好きな女性がいて、そう遠くない未来にその人と結婚したいと思ってる』とハッキリ伝えてきた。親父も義母も、なんでもっと早く言わないんだって喜んでくれたよ」

　耳に届いた幸せすぎる言葉に、言葉が出ない。真澄さんの背中に回している腕に力を込めると、うんとひとつ頷いた。より密着したお互いの体からは、ふたりの鼓動がこだまする。

「もちろん彼女にも、誠心誠意を込めて話をしてきた。自分には大切な女性がいる、だから君とは結婚はできないと断ったら、ちゃんと納得して分かってくれたよ」

「本当に？」

　真澄さんに抱かれたまま顔を上げると、柔らかく微笑む彼の視線とぶつかった。

「本当だ。まだ俺が信じられない？」

　突然病院でのチャラい真澄さんが現れてそう言うと、私の目を覗き込む。

「な、なんですか、その目と喋り方は……」

　なにかを問うような瞳に、ピンときた私は動揺が隠せない。

「わ、私だって、もう誰が現れたって逃げませんから」

「お。やっとやる気が出てきたか？　そうだ、お前は俺が認めた女なんだから、もっと自分に自信を持てばいい」

　そう言った瞬間、唇を塞がれる。

　そっか。自分の幸せは、自分で掴み取ればいいんだ……。

　激しいキスの襲来を受けながら、そんなことをぼんやりと考える。

「俺も、そうするから」

　同じ気持ちだというように、真澄さんは私の体を翻弄する。もう何度も真澄さんとはキスをしているけれど、こんなキスだけで全部を奪い取るようなキスは初めてだ。

「悪い。一週間も蘭子に触れることができなかったんだ、タガが外れても仕方ないだろう」

　ベッドの上に押し倒されて両手首を捉えられると、それを頭上に縫い付けた。

「こんなの、急に困る……んっ」

　息も絶え絶えそう答えるが、それさえも許さないと言わんばかりに再び唇が塞がれた。最初こそ、もう誰も部屋に来ない？とか、今日つけている下着どんなのだったっけ？とか、いろいろ考える余裕があったけれど、それも時間が経つと全部がどうでもよくなってしまう。

　乱暴に着ているものを脱がされるのも、真澄さんの余裕のなさを感じて嬉しい。

　まだ午後三時を回ったところ。外は明るく背中側から日差しを浴びている真澄さんのシルエットは逞しく、いつにも増して妖艶で。右手を伸ばし、まるでブロンズ像のような筋肉質の腹筋にそっと指先で触れる。その固く締まった感触に私の体は、早く抱いてほしいと急かしはじめた。

　私の中に、こんな自分がいるなんて初めて知った。

　どうやら余裕がないのは、私も同じみたい……。久しぶりにふたりだけの時間を過ごせる……それが思った以上に嬉しくて、左腕も上げると真澄さんの首に巻きつけた。

「どうした。珍しく積極的だな」

　そういう真澄さんの顔は、なぜか笑っていて。前に『子供を子供扱いしてなにか悪いことでも？』と言われたことを思い出す。

「また子供だって言いたいんですか？」

　こんな時なのに憎まれ口を叩くなんて、やっぱりまだ子供だ。でもだからって、笑うことないのに……。

　不服な気持ちが顔に出て、唇を尖らしそっぽを向く。と……。

「恥ずかしがる蘭子も好きだけど、積極的な蘭子はいつも以上に魅力的だ」

　私の耳元に顔を寄せた真澄さんが、甘言を囁くと耳たぶを軽く噛んだ。

「あぁ……」

　それだけのことで体が疼き、真澄さんをギュッと抱きしめてしまう。

「……ヤバいな。今日は優しくできないかもしれない」

　私の首筋に顔を埋めた彼が、耐えられないというように甘いため息をつく。

　嘘ばっかり……。

「今までに一回でも、優しくしてくれたことありました？」

　私が『もう無理』と懇願しても、許してくれなかったくせに……。お返しだと、真澄さんの脇腹に指を這わせる。その行為にビクッと反応した彼を見て、思わずクスッと笑ってしまう。

　やってしまった……と思った時には、すでに遅くて。

「そうだな。じゃあ今までどおり、抱き尽くす」

　顔を上げニヤリをほくそ笑む彼を見て、これでこそ本当の真澄さんだと思う私は、もう彼なしでは生きていけないんだと思い知らされる。

「真澄、さん……大好き……」

　途切れ途切れに溢れる言葉は、嘘偽りのない、ずっと伝えたかった言葉。

　今回の騒動でいろいろ分かったことがあったが、真澄さんの全部が知られて今まで以上に彼のことを想う気持ちが強くなった。

　まだすべてが解決したわけではない。だけどふたりなら、真澄さんと一緒なら、どんな困難も乗り越えていける、そう思える自信もついた。自分の幸せは自分で掴み取る……。

　私の上で荒い息を吐き妖艶に微笑む真澄さんに、彼の心を掴むようにゆっくり手を伸ばす。その手をギュッと強く握ると、真澄さんの目に炎が宿った……ような気がした。

「この先どんなことがあったって、俺の隣にいるのは蘭子、永遠にお前だけだ」

　真澄さんと私の恋はまだ始まったばかりだけど、今はその先、十年後二十年後、いや、その先ずっと、彼の隣にいる自分の姿が見える。嬉しいこともツラいことも、どんなことだってふたりで分かち合いたい。

　真澄さんも同じ気持ちだって、信じていいよね？

　ふっと微笑みかけると、真澄さんの私を抱きしめる腕に力が込められる。彼の腕に抱かれ、力強く甘やかな温もりに幸せを感じると、ゆっくりとまぶたを閉じた。
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12．後日談




「……蘭子」

「ん……うぅん……」

「そろそろ起きて支度しないと、約束の時間に遅れるぞ」

「……うぅん……っ!?」

　ああ、そうだった！　今日は真澄さんと院長先生……もとい。真澄さんのご両親に、ご挨拶に行くんだった!!

　目を擦りながら、まだ目覚めていない体を起こす。と、隣で寝ていたはずの真澄さんがベッドの横に立っていて、ニヤッと笑っている。

「いい眺めだな。また抱きたくなる」

「真澄さん。朝っぱらから、なに言ってるんですか？」

　冗談も大概にしてください。

　昨晩ベッドに入る前。明日は出かけるからほどほどにしてとお願いしたのに、真澄さんは私の言葉を右から左へと聞き流し、気づけば時刻は午前三時。疲れ果てた体は怒る気力も湧かず、そのまま気を失うように寝てしまった。

　……ん？　そのまま？　ということは。

　静かに目線を落とすと、私の目に飛び込んできたのは……。

「きゃあぁぁぁ!!　真澄さんの変態！　どうして教えてくれないんですか？」

　ベッドの上で丸まっている掛け布団を手繰り寄せると、それを全裸の身に纏った。カーテンを開けた窓からは朝の日差しが降り注ぎ、室内は明るくほのかに温かい。

「普通、言われなくても気づくだろう。俺はてっきり、抱いてくれとアピールして……」

「そんなわけないでしょ！　真澄さん、どんだけタフなんですか？　そりゃね、真澄さんに抱かれるのは嫌ではないですよ。ないですけど、何回も抱かれて体力の限界。もうクタクタなんです……」

　私も朝っぱらから、なにを言っているのか。

　大好きな真澄さんに抱かれるのは、愛されていることを実感できるから好き。けれどそれが毎日になると、いくら若くても体が悲鳴を上げてしまう。

「若いくせになにを言ってる。俺の妻になるんだ、もっと体力つけろ」

「真澄さん。その発言、オジサン臭いです」

　若いくせにって、自分だってまだ三十じゃない。

「オジサンで悪かったな」

　そう言ってふて腐れる顔は、どう見ても三十代には見えない。オジサンにはほど遠く、少し言いすぎたかなと反省。

　真澄さんは、オジサンと言われたのがよっぽど不服だったのか、いまだブツブツ言っている。そんな彼を見てふふっと笑いが漏れる。言い方も可愛らしくて、もう何回抱くとかどうでもよくなってしまった。

「とにかくです。服着ますから、寝室から出てってください」

「なんだ。裸なんて毎日見てるんだから、俺がここにいてもいいだろう」

　たしかにそれは、真澄さんの言う通りなんだけど……。今この部屋に甘い雰囲気はない。カーテンは開け放たれていて、太陽の日差しが煌々と降り注いでいる。

　いくら毎日見られているなにも纏っていない体でも、こうも明るいと恥ずかしさが倍増。真澄さんの甘い行為に酔っていない意識清明な時では、無理というもので。

「そういう減らず口を叩いでないで、早く出ていってください！」

　ベッドの上にある大きな枕を掴むと、真澄さんに向かって放り投げた。しかしそんな私の攻撃も真澄さんにはなんの効力もなくて、簡単に取られてしまうと逆にそれを投げつけられてしまう。

「うっぷっ……」

　枕が顔面に命中。唸り声を上げると、ベッドに倒れ込んだ。

「真澄さん、ひどい！」

　ガバッと起き上がると、ベッドの上から真澄さんを睨みつける。

「ひどいって、枕を先に投げたのは蘭子だろう」

「そ、それは、そうですけど……」

「それにしても蘭子は、怒った顔も可愛いな。分かったよ、出ていけばいいんだろ。早く着替えろ、真面目に約束の時間に遅れるぞ」

　真澄さんはわけの分からないことを言うと、笑みをたたえながら寝室から出ていった。

「もう！　勝手なことばかり言って！」

　顔面に当たった枕を、ギュッと思いっきり抱きしめる。

『約束の時間に遅れるぞ』なんて、こんなことになったのは誰のせいだと思っているの！

　頭の中は怒り心頭で顔はカッカと熱くなるのに、『蘭子は怒った顔も可愛いな』の言葉を思い出すと体はとろんと溶け出してしまう。

「勘弁してよぉ……」

　のそりとベッドから下りると、ため息をつきながらウォークインクローゼットへと向かった。




　三月も半ば。春本番も間近の、うららかな日和。薄い桃色の蕾をつけたソメイヨシノが、マンションの窓からも見えて心を豊かにしてくれる。

　私はと言えば。無事に愛華総合病院へと戻り今も受付スタッフとして働いていて、とくに変わりのない生活を送っている。真澄さんとは相変わらずで、今朝のようなやり取りを毎日繰り返す日々。でも〝あの〟騒動以降、隠しごとはしないでなんでも話してくれるようになったのはいい収穫だ。

　そして――。




〝予約〟されていたプロポーズは、三月に入ってすぐ。まだ誰もいない病院の中庭での出来事だった。

「蘭子。俺と結婚してほしい。一生、君だけを愛すと誓う」

　朝の清らかな光を浴びながら。まるで王子様がそうするように、突然片膝をついて指輪を差し出した真澄さんは、指先にそっと口づけてからそれを薬指にはめてくれた。童話の世界のお姫様になったような、ロマンチックなプロポーズに心は喜びに震え、目には涙が滲む。

　待ちに待ったんだもの。もちろん返事はイエス。

「私も真澄さんだけを愛してます」

　そう気持ちを伝えると、優しく甘いキスをくれた。その日のことは、今でも昨日のことのように覚えている。




　そして今日は、真澄さんのご両親との初顔合わせ。院長のご自宅にお邪魔して、昼食をとる予定になっている。

　院長とは何度か挨拶を交わしたことがある。けれども今日は、意味合いがまったく違う。真澄さんの婚約者としての訪問とご挨拶。前もって真澄さんが、ひと通りの話はしてくれている。院長も奥様も喜んでくれていると、真澄さんは言っていたけれど……。

「緊張してきた」

　体をブルッと震わせると、その体を自分で抱きしめた。

　大丈夫……。

　私はもう、ひとりじゃない。隣にはいつも、私のことを大切にしてくれる真澄さんがいる。彼が一緒なら、私は強くなれる。

「よしっ」とひとつ頷き、ウォークインクローゼットから真新しいオフホワイトのワンピースを取り出す。これは先日真澄さんに見立ててもらった、お気に入りの一着だ。

　窓の外には、雲ひとつない空が広がっている。まるで真澄さんの大きな心のようで、スーッと気持ちが落ち着きを取り戻す。のんびりしている場合じゃない。さっさと支度しなきゃ。このワンピースを着た私を見て、真澄さんがどんな顔をするか……。はやる気持ちを抑えながら、出かける準備を始めた。




「やっぱり、そのワンピースでよかったな」

　車の運転席に乗り込んだ真澄さんは、助手席に座る私を見ると目を柔らかく細めた。

「はい。えっと、似合ってますか？」

「ああ、蘭子のためにあつらえたようだ。緊張してるか？」

　真澄さんの左手が伸びてきて、私の右頬を包み込む。

「まあ、少しは。でも真澄さんがいるから大丈夫です」

　そう、大丈夫。

　今朝からまるで呪文のように、その言葉を何度も繰り返す。だって、そうしてないと落ち着かないから。

「そうだな。ふたりとも蘭子が来るのを楽しみにしている。心配することはなにもない」

　真澄さんは頬を包んだまま顔を寄せると、私の唇に優しいキスをしてくれる。

　たった数秒、触れるだけのキスなのに、緊張していた気持ちがふわっと軽くなる。まるで魔法みたい……なんて乙女チックなことを思っていると、ふと人の気配を感じた。

　真澄さんのキスに酔いしれていたけど、ここって駐車場じゃない！

　慌てて真澄さんから離れ、辺りをキョロキョロと見渡す。

「悪いことをしてるんじゃないんだから、キスぐらい見られたって構わないだろう」

「か、構いますよ！　恥ずかしいじゃないですか」

「そんなものか？」

「そんなものです！」

　真澄さんの愛情は、時と場所を選ばない。それは嬉しい反面、困ることもしばしばで。小さくため息を漏らすと、真澄さんの横顔を見つめた。




　マンションから、車で一時間。到着したのは、大きな家が建ち並ぶ高級住宅街。その中でもひときわ目を引く大きな家の前に、真澄さんが車を停めた。

「……白亜の豪邸」

　テレビや雑誌でしか見たことのない豪邸にそう呟くと、車の中から覗き込む。さすがは愛華総合病院、院長の自宅だ。

　言葉をなくしジッと見つめていると、目の前のこれまた真っ白な豪華な門がゆっくりと開いた。

「ス、スゴい。勝手に開いた……」

　なにもかもが私の想像を遥かに超えていて、緊張を通り越し心臓が止まりそう。

「母さんの趣味なんだ。外観は派手だが、家の中は至って普通だ」

「は、はあ……」

　真澄さんはそう言って笑っているが、にわかに信じがたい。ここに住んでいた真澄さんにとっては普通でも、田舎暮らし田舎育ちの私からすれば、家の中は普通とか絶対にありえないわけで。

　きっと、普通の概念が違うのね。ここは腹をくくって挑まなければ。どんなことが起きようと全部受け止める覚悟を決めると、いざ敵陣！……じゃなくて、いざ白亜の豪邸！と背筋を伸ばした。

　車がゆうに五台以上停められそうな駐車場に、真っ赤なスポーツカーを見つける。わあ、高そうな車……。心の中でひとり盛り上がっていたが、車を停めた真澄さんの様子がおかしいことに気づく。

「真澄さん？」

　名前を呼んでも、真澄さんは赤いスポーツカーを見つめたまま微動だにしない。

「……今日きょう子こ」

「え？　なに？」

「あ、いや。なんでもない」

　そう言って真澄さんは笑顔を見せると、車から降りてしまった。なんでもないなんて、嘘。そんな引きつったような笑顔を見せられたら、気になってしょうがないじゃない。それに私は聞き逃さなかった。今日子って誰？

　真澄さんの口から初めて出た女性の名前に、一抹の不安がよぎって体が震える。

「蘭子、降りないのか？」

「え？　あ、降ります降ります」

　慌てて車から降りて、身なりを整えた。

「ほら」

　差し出された真澄さんの大きな右手に、自分の左手を重ねる。真澄さんを見上げるが、さっきの引きつったような顔はもうどこにもない。

「真澄さん」

「ん？　どうした？」

「ご、ごめんなさい。ちょっと名前、呼びたくなって……」

「なんだよ、それ」

　そう言って笑う真澄さんの笑顔は、私にだけ向けられている。今は余計なことを考えるのはやめよう。深呼吸をすると、自分の中にある不安を消すように彼の手をギュッと握りしめた。




　白亜の豪邸の玄関はやっぱり普通ではなく、中に入ると呆然としてしまう。

「これのどこが至って普通なんですか、真澄さん」

　私が住んでいたアパートの部屋がまるっと入ってしまいそうな玄関ホールに、高そうな調度品がいくつも置かれ、これまた高そうな大きな絵画が壁一面に飾られている。これって豪邸を飛び越えて、宮殿じゃないの？

　目の前には映画で見たような豪華な階段があって、今にもその先から綺麗なドレスを纏ったお姫様が出てきそうな錯覚に襲われる。

「真澄さん、おかえりなさい！」

　と、玄関ホールの一番奥にあるドアから、ひとりの女性が大きな声を上げながら飛び出してきた。

「母さん。そんなに大きな声で言わなくても、ちゃんと聞こえますよ」

「そう？　でも今日は真澄さんが彼女を連れてくる日だから、私、嬉しくって」

　女性は満面の笑みをたたえ、真澄さんと私の前まで来ると足を止めた。真澄さんが〝母さん〟と呼ぶということは、この人が院長の奥様で、真澄さんの義理のお母様。

　綺麗な顔を向けられ視線が合わさると緊張が体中を駆け巡り、自然と背筋が伸びる。

「彼女がこの前話した、高梨蘭子さん」

「はじめまして。真澄さんとお付き合いをさせていただいております、高梨蘭子です」

　早口で自己紹介を済ますと、深々と頭を下げる。今の挨拶で大丈夫？　変なところなかったよね？

　自分で自分に問いかけるが、なんにしろ初めてのことで、いいのか悪いのかよく分からない。不安になってきて頭を上げると、そのまま真澄さんを見上げた。穏やかに微笑む真澄さんがこっちを見ていて、その笑顔にホッと安心する。

「さあさあ、こんなところで立ち話もなんだから、応接室へどうぞ。お父さんもお待ちかねよ。あ、それと真澄さん、ちょっと……」

　お義母さんはそう言うと真澄さんのそばに寄り、なにやら話をはじめた。

「……今日子さんが……」

　小声での会話だったが一瞬聞こえた〝今日子さん〟の言葉に、お義母さんと目が合ったと時とは違う得も知れぬ緊張感が体を包み込む。

　女の直感……と言うやつだろうか。

　赤い車を見た時の真澄さんの反応と、お義母さんとの会話。その感じからして、あまり歓迎されていないことが起きている。もしかして、その今日子っていう人は……。

　いつまでも緊張している場合じゃない。ここは一度、気を引きしめた方が良さそうだ。

　まだ話をしているふたりに背を向け深呼吸をすると、手にグッと拳を握った。




「失礼します」

　真澄さんと一緒に応接室に入ると、彼が目線を一瞬、院長ではない方に動かしたのに気づく。でもすぐにそれを戻してしまい、何事もなかったように話しだす。

「父さん、彼女が……」

「やあ、いらっしゃい。そうか、君が高梨さんだったか。真澄からも時田さんからも、君の話は聞いているよ」

　院長は声高らかにソファから立ち上がると、私に右手を差し出した。

「園枝さんからも……」

　そう呟き、院長の右手を握る。園枝のさんの名前に一瞬心が和んだが、すぐに私の意識は院長とは反対側、真澄さんが部屋に入った時に動かした目線の方向にあるソファに集中する。

　そこには若い女性が座っていて、私のことをジッと見ていた。顔は微笑んで見えるが、その目はまるで品定めするような、特別な感情を湛えている。

　彼女の挑むような目つきに一瞬怯みそうになったが、そんな弱い心をなんとか保ち院長へと頭を下げた。

「院長、お久しぶりです。今日はお招きいただき、ありがとうございます」

「そんな堅苦しい挨拶はいい。私も家内も、君が来るのを楽しみにしていたんだ。今日はゆっくりしていくといい。今日子さんもお祝いに来てくれたし、皆でうまいものでも食べよう」

「はい、ありがとうございます」

　そう言葉を返す。院長には申し訳ないけれど、私の心ここにあらず。真澄さんのことを見つめている女性に、気持ちは穏やかじゃない。

　この人が今日子さん……。

　ソファに座るその姿は堂々としていて、素敵な美貌の持ち主。長い黒髪が似合う彼女がスッと立ち上がると、その髪が艶やかに揺れた。

「蘭子、紹介する。こちらは、俺が世話になった大学病院で外科医をしている……」

「冴さえ羽ば今日子です。よろしくね、蘭子さん」

　今日子さんは真澄さんの言葉を途中で切ると、一歩足を踏みだす。

「は、はじめまして。高梨蘭子です」

　大学病院で外科医。女の直感……は、どうやら当たったみたいだ。

　この人が、あの騒動の相手。真澄さんは『誠心誠意を込めて話をしてきた』『ちゃんと納得して分かってくれた』と言っていたけれど、どうやら今日子さんの気持ちは変わっていなかったようだ。

　だからさっき、あんな目を私に向けたのね。

　お祝いなんて嘘。それは体のいい口実で、きっと私に挑戦状を叩きつけにきたに違いない。今でも目が、そう語っている。

「じゃあしばらくは、若い三人で話すといい。ちょっと用事を思い出した、私は少し席を外すよ」

　今日子さんの雰囲気になにかを感じたのか、はたまた本当に用事を思い出したのか、院長はそう言うと応接室から出ていった。

　豪華な模様が施された格調高いドアが閉まると、応接室の空気が一瞬で変わる。今日子さんの目が鋭さを増し、その怒りの矛先は私に向けられた。

「今日ここに来たのは他でもありません。単刀直入に言います。蘭子さん、真澄さんのことを諦めてはもらえませんか？」

　やっぱり……。

　そう来ると思っていた。私は恋愛ごとには疎いが、それでも一応女。女性のことは女性が一番分かるというものだ。

「今日子、なにを言って……」

　真澄さんが驚いたように言葉を吐く。好きな人がいると結婚の話を断ってからなにもなかったから、もう大丈夫と思っていたに違いない。さすがの真澄さんも、今日子さんのまさかの行動に困惑顔だ。

「真澄さん、少し黙っててもらえますか。これは女と女の問題なんです。あ、できればこの部屋から出てってもらえると助かるんですけど」

「なにをバカなことを！　そんなことできるはずがないだろう！」

　今日子さんは変わらず堂々としているのに、真澄さんはいつもの冷静な判断ができないのか声を荒らげた。それはきっと私のことを思ってのことなんだろうと、こんな時なのに嬉しくなってしまう。

　目の前に立っている今日子さんは戦う気満々。少々気後れしてしまう。でも私だって女の端くれ、ここで尻尾を巻いて逃げだすわけにはいかない。

「真澄さん、少し落ち着いてください。私なら大丈夫。どんなことがあっても真澄さんから、もう二度と離れたりなんかしない」

　それは私から真澄さんへの愛の決意。だから心配しないで、私のことを信用していてと言うように、彼の手をぎゅっと握りしめた。

「蘭子……」

　私から見せるはじめての強い気持ちに、真澄さんの目に正気が戻る。もう一度大丈夫と笑顔で頷くと、安心したのか真澄さんは穏やかな表情を見せた。

「分かった。だが、ここから出ていくのは断る」

　真澄さんは毅然とした態度でそう言うと、今日子さんを見据える。

「そうですか。じゃあ、勝手にしてください」

　真澄さんの態度になにを言っても無駄だと悟ったのか、今日子さんはバカバカしいというようにそう言い放つ。

　真澄さんを見上げれば、力の漲った目で私を見つめている。ひとりじゃない……そう背中を押してもらっているようで心強い。

「蘭子さん、もう一度言います。真澄さんのこと、諦めてもらえないかしら。これが、どういう意味か分かる？」

　表情は穏やかに、でもその言葉ひとつひとつには毒を含んでいる。ＮＯなんて許さないと言わんばかりの声色に、恐怖心が体を駆け巡る。

　まだ今日子さんと対峙したばかり、真澄さんも隣にいてくれているというのに、気持ちがポキッと折れそうになる。

「あなた、もしかして恋したのは初めて？」

　ズバリ核心を突かれて、言葉を返すことができない。ただ小さく頷くと、「やっぱり」とクスクス笑われてしまった。

「恋に恋する乙女って感じで可愛いから、真澄さんもコロッとほだされてしまったのね」

「ほだされて……」

　彼女の言っている意味が分からない。恋というものは、ほだされてするものだろうか。首をゆっくり横に振り違うと伝えようとするが、今日子さんは勝ち気に話を続けた。

「そうじゃなかったら、真澄さんがあなたみたいな人に心を奪われるはずないもの。あなたになにができるの？　外科医に戻る真澄さんの右腕となって、手術室に立てる？」

「それは……」

「愛華総合病院の院長の座だけでなく、大学病院での地位や名誉を用意できる？」

　今日子さんは私に答える間を与える気がないのか、次から次へと畳みかけるように言葉を続ける。考えたこともなかった真澄さんの立場というものに、目の前が真っ白になる。私は真澄さんのそばにいる資格がない……そう言われているみたいで、返す言葉がない。

「人の心なんて、なんとでもなるものなの。今はあなたのことを愛していても、あなたという存在が真澄さんの目の前から消えればすぐに忘れてしまう。恋愛感情なんて、そんなものよ」

「今日子、いい加減にっ」

「黙って！　真澄さんは口を挟まないで！」

　ピシャッと言い放たれて、真澄さんは他に術がない。

「真澄さん、私は大丈夫ですから」

　真澄さんを落ち着けるためにそうは言ったものの、正直なんて返事をしたらいいのか……。

　なにも返事ができないでいる私を見て、今日子さんが冷笑を浮かべている。

　悔しい……。

　でもしばらくすると、今の話の中の言葉に一筋の光が見えたような気がした。

　真澄さんに婚約騒ぎが起きた時、私は彼の前から消えた。そばにいなければ真澄さんのことは忘れられる、そう思っていた。でも……。

「真澄さんは私が初めて好きになった人で、あなたが言う通り、恋に恋しているのかもしれません」

　心の奥から強い気持ちが溢れてくる。その想いは体を震わせ、自分を保つように手を強く握る。

「それのどこがいけないんですか？　真澄さんのことが好きで好きで、誰にも負けない相手を想う気持ちの、なにが、ダメ、なんですか？」

　唇が震えて、うまくしゃべれない。

　今日子さんが言う通り、私には真澄さんにあげられる地位も名誉もない。医者じゃないから同じ志を持って、前に進むこともできない。

　でも私には、私にしかできないことがある。誰になんて言われても、人の心は簡単には変えられない。

「私は真澄さんの前から、もう二度と消えません。どんなことがあっても逃げない。私の真澄さんへの気持ちは、そんな生半可なものじゃないんです！」

「その気持ちが、真澄さんにとって重いものだとは思わないの？」

「そんなこと、あなたに言われたくない。重くってなにが悪いんですか？　誰かを好きになるって、そんな簡単で軽い感情じゃないんです！」

　それに〝恋〟というのは、ひとりではできない。これはちょっと自惚れかもしれないけれど、私が真澄さんの前から消えたって、彼は何度だって私を探しだしてくれる。

　想ってくれる相手がいてこそ恋愛は成り立つものだと、そう思うから……。

　私と真澄さんの邪魔は、誰にもさせない。たとえそれが、医者としてそばに寄り添える今日子さんだとしても。

「真澄さんは、地位や名誉を欲しがる人ではないと思います。もしそれが欲しいのであれば、自分から掴み取りにいく。簡単に与えられて喜ぶ人だと、今日子さんは思っているんですか？」

　きっと痛いところを突いたのだろう。今日子さんは私から目線を逸らし、悔しそうに唇を噛んだ。

「今日子、これだけは言っておく。俺はいずれ外科に戻るつもりだが、地位や名誉が欲しいわけじゃない」

「口を挟まないでと言ったはずです」

「いい加減にしろ。お前はそんな地位や名誉をひけらかすような、愚かなことを思う女じゃないだろう」

　真澄さんの言葉に、今日子さんの目から一瞬で鋭さが消える。負けたと言わんばかりにふふっと笑ってみせると、諦めたように肩を落とした。

「あ～あ。彼女なら簡単に落とせると思ってたのに、結構強情な人なのね。負けたわ」

「今日子さん……」

「真澄さんのことが本当に好きだったから、勝ち目はないって分かっててここに来たの。蘭子さん、意地悪してごめんなさい」

　今日子さんはそう言って頭を下げ、ソファに置いてあるバッグを手に取る。私と真澄さんの間を通り抜けてドアの前に立ち止まり長い黒髪をなびかせて振り返ると、今まで見せなかった柔らかい笑みで私を見つめた。

「彼と一緒にいると苦労するわよ」

「おい。それ、どういう意味だよ！」

　真澄さんのツッコミには一切反応せず、今日子さんは私に目を向けたままだ。

　それでも彼を愛せるの？

　そう言っているみたいだが、今の私に迷いはない。そんなこと、言われなくても分かっている。

「真澄さんと一緒にする苦労は、私にとって苦労じゃありません。どんな苦難だって、ふたりで乗り越えてみせます」

　それくらいの覚悟がなければ、真澄さんの彼女なんてやってられない。そうでしょ？と真澄さんに目を向ければ、そうだなというように頷いてくれた。

「あ～バカバカしい。どうぞ、お幸せに。真澄さん、これからも医者としてよろしくお願いします。それじゃあ」

　今日子さんはそう言うと、クルッと踵を返し部屋から出ていった。

　彼女の姿が見えなくなった途端に体の力が抜けて、足元から崩れ落ちた。

「あ、おいっ！　蘭子!!」

　差し伸べられた真澄さんの腕にしがみつき、なんとか体を支える。

「緊張の糸が切れたみたいです。すみません、情けないですよね」

　アハハと苦笑いしてみせると、真澄さんの広い胸に抱きしめられた。

「情けないのは俺の方だ。蘭子ひとりに今日子の相手をさせて悪かった」

「それは今日子さんが望んだことで、真澄さんはなにも悪くないじゃないですか。それに私は、彼女と話せて良かったと思います」

「良かった？」

　真澄さんは腕の力を緩めると、少し体を離して私の顔を不思議そうに覗き込んだ。真澄さんの端正な顔が間近にあって、もう慣れているはずなのにドキドキする。

「今日子さんと話せたことで、自分の気持ちがよく分かったというか、前向きになったというか……」

「要するに？」

　いまだ覗き込んでいる真澄さんの顔が、ニヤリと意地悪に微笑む。

「……大好き？　いや、愛してる？　う～ん、それ以上……うぅっ!!」

「蘭子、マジで可愛すぎるな。今すぐ抱きたい！」

　ギュウギュウと抱きしめられて窒息寸前。しかも『今すぐ抱きたい』とか。ここは真澄さんの実家で、今日は初めての顔合わせ。ふたりで挨拶に来たんだよ？　そんな時に抱きたいなんて、不謹慎極まりないんじゃない？

　そう思うのに、耳を喰まれ首筋に真澄さんの熱い舌が這うと、体が言うことを聞かなくなってしまう。

「真澄……さん、ダメ……。夜まで、待って……」

「なんでも言うこと聞くか？」

　なんでも言うこと？　いつもなんでも聞いているじゃない。なにを今さら……。でもまあ、いつものことかとコクコクと頷く。すると真澄さんの愛撫はそこでピタッと止まり、抱擁も解かれて体に自由が戻る。苦しかった呼吸もスムーズだ。

「さっさと食事を済ませてマンションに帰る」

「そ、そうなんですかっ？　なにも、そんなに慌てなくても」

　どうして急にそうなるの？　院長たちとの大切な時間はどうするの？　真澄さんの急な言動が理解できなくて、小首を傾げた。

「やっぱり、このまま帰るのはマズいよな？」

「当たり前じゃないですか！」

　心の中でなにかと戦っているのか、ひとりで唸っている真澄さんを見て笑いがこみ上げる。

「なんかよく分からないですけど、今日はなるべく早めに帰りましょうね」

　真澄さんの煩悶する顔って、なんか可愛いかも……。

　そんな顔見せられたら、私も早く帰りたいというか、真澄さんとふたりだけになりたくなってしまった。

「言ったな？」

　それまでの苦しみの顔はどこへ行ったのか、楽しげな彼の顔が近づいてきて唇に甘いキスをする。

「今晩は蘭子が、俺を気持ちよくさせて」

　色っぽくねだるような表情に、頭がクラクラする。わけが分からないまま頷くと、真澄さんの右の口角がピクッと上がった。

　え？　ちょっと待って。私が真澄さんを気持ちよくさせる？　それってどういうこと？　頷いてしまったけれど、これって私、真澄さんに騙された？

　珍しくウキウキしている真澄さんを見て、やってしまったと後悔してもすでに手遅れで。真澄さんを気持ちよくさせる……ということが、どういうものなのか。

　口角を上げた顔を思い出し、背中に冷たいものが走る。Ｓっ気を含んだ甘い目で見つめられ、負けたと諦めてしまう自分もどうかと思うけれど。どんな真澄さんを見せられても、もう彼のことしか目に入らない。

　今だって、そう。

　真澄さんは艶っぽい笑みを浮かべると、私の唇を指先でなぞる。これでもかというほどの熱い愛情を、私にだけ与えてくれる。

「愛してるよ、蘭子」

　甘い言葉と優しいキス。

「ずっと？」

「当たり前だ」

　少しだけわがままで、少しだけ欲しがりな私になってしまったけれど、これからもそばにいてほしい。

　こんな私ですけど……。

「ずっとずっと、よろしくお願いします。真澄さん」

　ふわっと腕を伸ばすと、真澄さんを強く強く抱きしめた。




ホントのホントにＨＡＰＰＹ ＥＮＤ！










あとがき




　皆さま、こんにちは。日向野ジュンです。

　今年二冊目のベリーズ文庫となりました『【甘すぎ危険】エリート外科医と極上ふたり暮らし』を手にとっていただき、また最後までお付き合いくださいまして、ありがとうございました。




　わたし自身初めての、病院が舞台のこの作品。総合受付で働く蘭子と口腔外科医の真澄との恋愛模様、楽しんでいただけましたでしょうか？

　実は私、歯医者が大嫌いでして。というのも、小中学生のころは歯科健康優良児、表彰されるほど優秀な歯の持ち主で歯医者とは縁遠い子供だったんです。でもそれも大人になって、親知らずが生え始めると一転。炎症を起こし痛みが生じ、通院の日々。ヒロインの蘭子と同じで親知らずが変な方向に生えてきて、抜歯をすることになってしまいました。

　先生は「大丈夫、痛くないから」なんて言ってましたが、そんなの大嘘。三日三晩痛みと闘ったのを今でも忘れません。しかも先生は七十歳のおじいちゃん。真澄のようなイケメン口腔外科医だったら、我慢もできて良かったんですけどね（笑）。

　そんなことを思い出しながらの執筆や編集作業は、とても楽しかったです。




　今回の書籍化にあたり編集を担当してくださった鶴嶋さま、いずみさま。可愛らしい蘭子と大人な色気いっぱいの真澄を描いてくださった茉莉花さま。今作に携わってくださった多くの方々に感謝申し上げます。

　そして何より、蘭子と真澄を愛してくださり、いつもわたしを応援してくださる読者の皆さま。この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとう！　感謝の気持ちでいっぱいです！




　今も新作の原稿とにらめっこ中です。早く皆さまにお届けできるようがんばりますので、これからもよろしくお願いいたします。

　ではまた、皆さまにお会いできる日を信じて……。




日向ひなた野のジュン
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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